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合併40周年記念式典

明
和
村
の
誕
生
H

で
あ
る
三
月
一
日
、

「
合
併
四
十
周
年
記
念
式
典
」
が
中
央
公

民
館
で
、
村
内
外
の
来
賓
者
な
ど
三
百

三
十
余
人
を
迎
え
て
、
盛
大
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

本
村
は
昭
和
―
二
十
年
三
月
一
日
、
旧

千
江
田
村
、
梅
島
村
、
佐
貫
村
の
三
カ

村
が
合
併
し
、
「
明
る
＜
平
和
な
理
想
郷
」

と
し
て
誕
生
し
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

式
典
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
始

ま
り
、
知
事
（
代
理
・
県
企
業
局
管
理

者
）
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
近
隣

市
町
長
な
ど
の
出
席
の
も
と
、
斎
藤
村

長
式
辞
、
議
会
議
長
（
代
理
・
石
村
副

議
長
）
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
各

分
野
で
村
政
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
百
十
三
人
と
合
併
四
十
周
年
記
念
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
小
・
中
学

生
十
五
人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
前
助
役
の
関
口
浅
次
さ
ん

が
受
賞
者
を
代
表
し
て
力
強
く
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、
斎
藤
村
長
の

音
頭
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
第
一
部
の

式
典
は
終
わ
り
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
酒
井
広
さ
ん
が
「
生
き
る
喜
び
咲

記合
併念

合
日
よ
り
明
日
、

か
せ
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
演
題
で
、
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
、
約
―
―
一
時
間
に
及

ぶ
式
典
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

一二‘
村長から表彰を受ける受賞者

a

l

 
ヽ

9
.
 

謝辞を述べる関口さん

そ
し
て
未
来
に
向
ガ
つ
て
飛
躍

四

年
大会を祝して万歳三唱を行う参加者

平成 7 年 4 月 10 日 (2) 



④
議
会
議
員

ーーーーーー

泉
田
和
作

石
村
嘉
男

栗
原
利
夫

小
平
喜
章

ーー

④
学
校
医

〇
非
常
勤
の
役
職
員

④
助
役

④
教
育
長

関
口
凌
次

三
田
惣
三
郎

＊
村
四
役
おめでとうこさいます

合併40周年記念受賞者

堀
口
正

始
澤
三
郎

泉
田
公
一
郎

石
崎
栄
一

原
口
昭
一

小
松
原
一
好

中
村
光
雄

④
区
長
坂
上
喜
太
郎

坂
上
源
次

金
子
茂
男

①
監
査
委
員
大
塚
稚
勇

④
公
平
委
員
折
原
功
一

④
消
防
団
員
砂
賀
新
一

石
村
和
男

山
田
隆
夫

斎
藤
稚
万

関
口
章
夫

石
川
淳
一

④
交
通
指
導
員
蓮
見
邦
男

④
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

小
平
勇

多
田
正
雄

福
島
茂

多
田
則
夫

松
本
芳
雄

蓮
見
由
雄

本
澤
春
雄

新
井
清

加
藤
幸
雄

小
林
政
介

関
本
宗
市

早
川
リ
ッ

岡
安
宏
子

折
原
房
江

始
澤
重
信

日
比
野
正
美

籾
山
幸
一

神
谷
芳
男

ーーーー

④
人
権
擁
護
委
員

◎
民
生
児
童
委
員

ーーーーーーーーーーーーーーーー

I
 

ー

④
保
護
司
I
 

ーーーーー

④ ④ ④ ④ ④ • ④ ④ ④ ④ 
青文社 教農農統 農衛行
少化！！ ！，会 II II II 育 II 業業！！計！I II II II II II II II II II II II II 業生政 II
年財教 委共喜調 委部相
育畠育 員済評査 員長談
成調委 評価協 員
補査員 価会カ
導委 員委員
推員 員
進奈

大谷新蓮内玉金員金奈良飯鈴石早瀬梁野江砂野山村荒藤野金篠橋吉関田田宇荻金鯉関
石津井見山井子 子良原塚木塚川下瀬木森賀本田田川野本子木本田日村口木野子沼口

キ右村 利
利晴ク 好 久芳左公友良高正清安幸茂＝嘉正重 正和慶 基三昭
一雄ノ貞男正美夫治一治夫男樹吉弘一雄郎一道信忠雄晴一清一郎一

ーーーー

◎
体
育
指
導
委
員

I
 
I
 

竹
雄

一
次

利
子

行
男

恒
夫

好
一守

④
国
保
運
営
委
員

④
村
長

④
議
会
議
員

◎
子
ど
も
会
育
成
連
協

④
国
保
運
営
委
員

④
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
金
子
博

④
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

谷
津
嘉
章

竹
越
功

閲
奈
良
丑
松

臨
島
田
誠
司

臨
関
日
典
志
男

閥
奈
良
邦
雄

0
高
額
寄
附
者

や
ま
う
枕

抹
サ
ン
ポ
リ

抹
興
隆

代
表
取
締
役
梅
澤
敏
晴

代
表
取
締
役
蓮
見
正
吉

代
表
取
締
役
森
山
奉
桁

0
特
別
功
労
者

◎
特
別
表
彰

④
農
業
協
同
組
合

ーー

①
商
工
会

新
井
初
太
郎

坂
上
貞
雄

原
口
忠
男

奎
中
学
生
の
部

④
最
優
秀
賞

④
優
秀
賞

④
佳
作ー

I
 

ーー

有
田
妃
才
子

吉
田
大
地

島
田
彩
子

高
瀬
琴
未

小
平
義
朗

〔
敬
称
略
〕

(3) 

柏
木
宏
之

森
田
芳
枝

森
尻
佐
知
子

高
瀬
那
実
加

新
井
圭
介

大
野
一
将

瀬
下
恵
子

立
木
理
恵

田
端
優
子

久
保
口
優
喜

0
村
の
準
公
共
機
関
団
体

0
村
の
関
係
団
体
役
員

④
社
会
福
祉
協
議
会

④
交
通
安
全
協
会

④
療
育
父
母
の
会

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
協

④
更
生
保
護
婦
人
会

④
老
人
ク
ラ
ブ
連
協

④
体
育
協
会

瀬
下
恒
男

奈
良
原
昭
三
郎

宮
崎
敬
次

奈
良
原
宜
子

江
森
政
美

松
本
静
一

恩
田
義
雄

北
海
製
罐
腕
代
表
取
締
役
輪
島
嘉
視

島
田
昌
信

荒
井
建
設
昧
代
表
取
締
役
荒
井
清

昧
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク

代
表
取
締
役
渡
辺
久
一

献
血
回
数
二
了
八
回

”
一
七
五
回

”
一
六
四
回

”
一
三
九
回

”
―
二
三
回

I
I
-
0
0
回

◎
合
併
四
十
周
年
記
念
作
文

圏
小
学
生
の
部

東
小
学
校

④
最
優
秀
賞

④
優
秀
賞

④
佳
作ー

I
 

I
 

ー

西
小
学
校

◎
最
優
秀
賞

④
優
秀
賞

④
佳
作ーーー

江酒篠青栗野
副井木木原本

俊隆 紀
浩雄二照宏久

〇
献
血
に
よ
る
社
会
奉
仕

④
学
校
歯
科
医

'
 

' 
④
学
校
薬
剤
師

岩
崎
守
雄

長
塩
信
之
助

石
崎
勝
洪

平成 7 年 4 月 10 日



予算総額
75,690-r円
46億円

,

'
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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｛
平
成
七
年
度
の
予
算
額
は
、
一
般
一

＿
会
計
が
四
六
億
円
（
前
年
比
一
0
.
­

一
六
％
増
）
、
老
人
保
健
特
別
会
計
が
五
一

一
億
二
八
、
七
一
〇
干
円
（
前
年
比
四
一

-
•
六
％
増
）
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
一

＿
計
が
五
億0
九
、
九
―
二
干
円
（
前
一

一
年
比
―
•
六
％
増
）
、
水
道
事
業
会
計
一

一
が
五
億
三
七
、0六
八
干
円
（
前
年
一

]
比
一
六
・
九
％
増
）
で
、
総
額
は
、
｛

一
六
＿
億
七
五
、
六
九
〇
干
円
と
な
り
、
一

ー
前
年
度
と
比
べ
て
九
・
八
％
の
増
に
一

ー
な
り
ま
す
。

1 歳 入 I （）は前年度対比

村

村

税
債

地方交付税

繰
諸
入
収
金
入

票支出金

地方譲与税

国庫支出金

自動車取得税
交付金

その他

諸収入

5.0% 

14億07,988干円 (5.4%) 

8億66,300干円

8億30,000干円

5億72,402干円（△11.9%)

2億29,778干円

1億71,465干円

1億16,000干円

1億11,850干円

60,000干円

2億34,217干円

5億

·’'墨nrp.LIP·

村税

30.6% 

(44.4%) 

(3.8%) 

(7.0%) 

(91.2%) 

(7.4%) 

(3.4%) 

(15.4%) 

(16.3%) 

10億 15億

国庫支出金 2.4%
自動車取得税交付金 1.3%

その他 5.1%

村税の内訳

村 民 税 5億14,727干円

固定資産税 7億78,001 干円

軽自動車税 14,180干円

村たばこ税 40,903干円

特別土地保有税 60,177干円

一般会計当初予算の推移

会計別予算規模 （率は前年比）

一般会計 46億00,000干円 10.6% 

>老人保健 5億28 ,710干円 4.6% 

国民健康保険 5億09,912干円 1.6% 

水道事業 5億37,068干円 16.9% 
計 61億75,690干円 9.8% 

平成 7 年 4 月 10 日 (4) 



性質別経費の内訳

' 
人件費

9億26,188干円

扶助費
的 1億10,467干円

昌 公債費
1億88,643干円

物件費
6億63,461 干円

そ
維持補修費

66,129干円

の 補助費等
31意32,279干円

他 繰出金

の 89,297干円

積立金
経 21意47,670干円

費 投資・出資金・貸付金
26,040干円

その他
11,000干円

< 普通建設事業費

19億38,826干円

村民一人当だり

( 平成7年4月 1 日の) 
人口11,426人で試算

総納額め12る3.税22金7円
村民税

45,049円

固定資産税 軽自動車税

68,090円 1,241 円

村だばこ税 特別土地保有税

3,580円 5,267円

平成ア年度
61i品

一般会計予算額

（）は前年度対比

17億12,262干円 (10.7%) 

6億80,085干円 (• 2.0%) 

6億24,853干円 ( 9.4%) 
I 

ヽ

4億24,698干円 ( 5.0%r 尺) 

4億24,516干円 (100.8%r k ) 

2億69,922干円 (• 7.7%) 

11意88,8

1億49,3

72, 1 

53,2 

15億

78干円 (17.3%) 

96干円 ( 1.7%) 

69干円 (• 0.3%) 

21 干円（△11.3%)

10億 5億

朧出
n 

土木費

総務費

民生費

教育費

農林水産業費

衛生費

公債費

消防費

議会費

その他

·i111 置".|i·

使われる予算・総額 402,591 円 衛生費 5.9%

農林水産業費

土木費 総務費

149,857円 59,521 円

教育費 農林水産業費

37,169円 37,154円

公債費 消防費

16,531 円 13,075円

(5) 

民生費

54,687円

衛生費

23,623円

その他

10,974円

9.2% 

土木費

37.2% 

平成 7 年 4 月 10 日



1 一土木費／］
道路改良などの測量調査設計委託料

45,000 

道路改良・舗装新設などの工事費

3億24,500

道路補修費など 38,500 

道路用地買収費および物件補償費

86,400 

都市計画調査業務委託料など 18,952

ふるさと産業文化館管理監督・桜並

木路除草などの委託料 29,359 

ふるさと産業文化館建設およびふる

さとの広場A ゾーン整備工事費など

10億51,735

ふるさとづくり基金利子積立19,936

住宅費 5,660 

1 総務費 I
オフトーク通信使用料など 20,793 

議場外空調設備工事など 6,720 

交通対策費 7,276 

結婚相談事業費 4,246 

公共施設建設基金積立 2億00,000

財政調整基金利子積立 18,873 

滅債基金利子積立 4,261 

公共施設建設基金利子積立 4,600 

全棟家屋調査業務委託料など20,672

選挙費 15,649 

ヽ

使
い
み
ち
は
•一ヽ

ん
な
事
業
で
す

平
成
七
年
度
予
算

（
主
な
も
の
・
単
位
干
円
）

特別会計

老
人
保
健

5億28,710干円
（歳入）

支払基金交付金
3億62,825千円

国庫支出金

1億10,316千円

県支出金

27,580千円

27,933千円

56千円

繰入金

その他

（歳

医療諸費

5億28,300千円

総務費 353千円

その他 57千円

出）

国
民
健
康
保
険

5億09,912干円
（歳入）

国民健康保険税

2億45,384千円

国庫支出金

1億56,272千円

療養給付費交付金

60,286千円

県支出金 1,000千円

繰入金 26,860千円

共同事業交付金

4,776千円

繰越金 11,931千円

財産収入 2,466千円

その他 937千円

（歳出）
保険給付費

3億74,952千円

老人保健拠出金

1億15,042千円

総務費 3,742千円

共同事業拠出金

4,786千円

保健施設費

3,916千円

基金積立金

2,466千円

5,008千円その他

水

道

事

業

収益的収入

収益的支出
（収益的収入）

営業収益

1億73,862千円

営業外収益

6,711千円

（資本的収入）

企業債

2億30,000千円

出資金

1億80,573干円

1億21, 160干円
（収益的支出）

営業費用

96,804千円

営業外費用

22,356千円

2,000千円予備費

（資本的支出）

建設改良費

4億10,428千円
企業債償還金

50,000千円 5,480千円

資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額 1 億35,908千円は過年度分損益勘

定留保資金64,862千円、建設改良積立：金62,000

千円、滅債積立金5,480千円および当年度分

消費税資本的収支調整額3,566千円で補てん

する。

0業務の予定量

給水栓数

年間総給水鼠

一日平均給水量

3,426栓

1,931, 000m3 

5, 275m3 

平成 7 年 4 月 10 日 (6) 
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議 会 費
議会費

金付
金

金
貸
付

給
金
貸

補
資
金

金
子
化
資

成
利
代
備
費

助
資
近
整
政

会
融
備
境
行

工
会
設
環
者

商
工
業
働
費

：
~
＂
侶
し
じ
且
［
村
商
商
労
消

商工費 l
|
0
0
0
0
6
2
0
0
4
0
 

0

5

7

0

1

 

9

,

'

,

 

7

1

8

0

 

ー

I 
長期債償還元金

長期債償還利子

口晨ぽ出金
土地開発基金繰出金など

公 債

.

.
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0

 

0

5

5

 

9

9

9

 

1

7
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0
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費

(7) 

1 農林水産業費 l 

農業委員会費 8,305 

新農構穀顆乾燥調整貯蔵施設建設補

助金 14,510 

村単水路改修設計委託料など37,759

県単小規模排水工事費など

2億24,035

ふるさと農道用地購入費など 14,500

水田農業確立排水対策特別事業負担

金など 59,247 

ふるさと農道物件補償費など 9,600

1 衛生費 I
邑楽館林医療事務組合負担金23,592

邑楽館林医療事務組合出資金 6,709

基本健康診査委託料など 23,149 

合併処理浄化槽設置補助金 6,074 

水道事業会計繰出金 50,000 

保健センター費 3,171 

可燃廃棄物焼却処分などの委託料

62,954 

館林衛生施設組合負担金 29,756 

-= 

1 民生費 I
国民年金費 1億96,766

村社会福祉協議会補助金 6,880 

国保特別会計繰出金 6,860 

ホームヘルプサービス事業委託料

9,570 

養護老人ホーム入所委託料 3,960 

特別養護老人ホーム入所委託料

38,880 

デイサービスセンター管理運営委託

料 25,340

老人保健特別会計繰出金 27,933 

更生入所施設建設事業補助金11,437

医療福祉費 23,351 

老人福祉センター費 15,648 

児童手当関係費 12,727 

保育園費 1億13,022

1 教育費 I
小学校費（東小学校プール漏水修理

工事など） 78,740 

中学校費（プール循環配管改修工事

など） 56,776 

幼稚園費 49,954 

青少年育成対策費 4,356 

公民館費 25,039 

体育施設費（利根川総合運動場維持

管理委託料など） 13,282 

海洋センター費 62,047 

給食センター建設費 16,394 

ド｀｀心と
1 消防費 I
館林地区消防組合負担金（常備・非

常備・施設費） 1億45,S26

災害対策費 3,470 

—`q_ 

平成 7 年 4 月 10 日



第 1 回村議会定例会は、 3月10日から20日

までの会期11 日間で開かれ、村長提出議案20

件について審議が行われ、いすれも原案とあ

り可決承認されましだ。その主な内容をあ知

らせします。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

小
平
勇
さ
ん
が
3
月

2
4
日
を
も
っ
て
任

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

始
澤
仁
一
さ
ん
選
任

新井 ん
一
清

'
さ

梅澤義雄さん

教
育
委
員
会
委
員
の
新
井
清
さ
ん
（
任

期
3
月
1
5
日
）
を
再
度
同
委
員
に
任
命

す
る
こ
と
か
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

新
井
清
さ
ん
任
命

平
成
七
年
度
各
種
予
算
決
ま
る公平委

員
会
委
員
に

梅
澤
義
雄
さ
ん
選
任

村
公
平
委
員
会
委
員
の
梅
澤
義
雄
さ

ん
（
任
期
4
月

3
0
日
）
を
再
度
同
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

始澤仁ーさん

期
満
了
と
な
る
の
で
、
後
任
に
始
澤
仁

一
さ
ん
（
梅
原
）
を
選
任
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の
建
設
な
ど

第
ー·9 ...  

回
村
議
会
定
例
会

平成 7 年 4 月 10 日 (8) 



村
職
員
の
勤
務
時
間

そ
の
他
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

各
種
報
酬
が
次
の
と
お
り
改
正
に
な

り
ま
す
。
（
こ
れ
は
、
明
和
村
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
を
受
け
て
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
）
。

〔
改
正
と
な
る
主
な
も
の
〕

※
（
）
は
改
正
前

3
0万
5

千
円
(
2
8万6
千
円
）

2
3
万
円
(
2
1
万
5
千
円
）

2
1
万
2
千
円
(
1
9万
6

千
円
）

2
0
万7
千
円
(
1
9万1
千
円
）

平
成
7
年
4

月
1

日
か
ら
施

議
長

副
議
長

泊
仔
委I（
恥

議
員〔月

額
、

行
〕国

に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
六
年
九

月
に
一
般
職
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

国
に
準
じ
て
全
部
改
正
い
た
し
ま
し
た
。

改
正
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
勤

務
所
ご
と
に
合
っ
た
勤
務
時
間
体
制
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
こ
と
及
び
、
労
働

基
準
法
の
法
定
労
働
時
間
と
地
方
公
務

員
の
所
定
勤
務
時
間
は
、
原
則
と
し
て

一
致
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

総
実
勤
務
時
間
の
短
縮
、
休
日
数
の
確

保
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
へ
の
配
慮

と
い
う
観
点
か
ら
、
週
休
日
の
振
替
、

報
酬
及
ひ
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

休
日
の
代
休
制
度
を
設
け
た
ほ
か
、
高

齢
化
、
核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
進
出

等
の
社
会
の
変
化
の
中
で
職
員
が
家
族

を
介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の

介
護
休
暇
（
無
給
）
を
新
設
し
ま
し
た
。

特
別
職
等
の
給
料
が
次
の
と
お
り
改

正
に
な
り
ま
す
。
（
こ
れ
は
、
明
和
村
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
）
。

村
長
助
役

収
入
役

教
育
長

〔
月
額
、

行
〕

※
（
）
は
改
正
前

7
5万
5

千
円
(
7
2万円
）

6
2
万
1
千
円(
5
9万2
千
円
）

5
8
万
4
千
円(
5
5万
7
千
円
）

5
7
万6
千
円
(
5
5万円
）

平
成
7

年
4
月
1
日
か
ら
施

国
民
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
た
め
住
所

を
移
動
す
る
場
合
で
も
、
村
内
に
住
所

が
な
く
て
も
本
村
の
福
祉
医
療
費
の
支

給
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼

児
医
療
の
対
象
者
（
出
生
か
ら
2
歳
に

な
る
誕
生
月
の
末
日
ま
で
）
が
3

歳
に

な
る
誕
生
月
の
末
日
ま
で
拡
大
さ
れ
ま

村
長
、
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
等
の
諸
給
与

条
例
の
一
部
改
正

各
被
保
険
者
に
対
し
て
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の

平
等
割
額
八
千
円
を
七
千
円
に
引
き
下

げ
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
、
平
成
七

年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

す
。
な
お
、
施
行
は
平
成
七
年
四
月

日
か
ら
で
す
。

I
.
 

「
未
来
を
創
造
し
た
活
力
あ
る

明
和
文
化
の
ま
ち
、
‘
つ
く
り
」

国
の
平
成
七
年
度
予
算
編
成
方
針
村
民
生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
、
計

で
、
一
般
会
計
予
算
並
び
に
財
政
投
画
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進

融
資
計
画
は
、
人
口
の
高
齢
化
や
国
し
、
国
、
県
の
方
針
お
よ
び
地
方
財

際
化
に
お
け
る
わ
が
国
の
責
任
増
大
政
計
画
を
指
針
と
し
て
、
予
算
編
成

な
ど
、
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
に
あ
た
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

化
に
財
政
が
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
主
な
施
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の

よ
う
、
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
資
金
広
場
整
備
の
う
ち
ふ
る
さ
と
産
業
文

の
重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
化
館
の
建
設
、
土
地
改
良
総
合
整
備

質
的
な
充
実
に
配
慮
し
て
い
る
と
こ
事
業
、
合
併
四
十
周
年
記
念
事
業
、

ろ
で
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
推
進
、

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
民
福
祉
医
療
の
充
実
、
高
齢
在
宅
福
祉

各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
、
の
充
実
、
学
校
教
育
の
充
実
、
道
路

常
に
健
全
財
政
を
念
頭
に
、
文
化
的
改
良
、
用
・
排
水
路
の
整
備
、
生
活

で
質
の
高
い
生
活
環
境
と
、
ゆ
と
り
基
盤
の
整
備
、
産
業
、
教
育
、
文
化

と
個
性
豊
か
な
う
る
お
い
に
満
ち
た
の
振
興
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に
村
政
の

郷
土
建
設
の
た
め
に
、
村
民
の
方
々
後
退
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配

の
英
知
と
創
意
を
結
集
し
、
香
り
高
慮
し
な
が
ら
一
般
会
計
を
四
六
億
円

い
文
化
都
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
に

し
、
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
比
較
し
ま
す
と
伸
び
率
で
一
O
·
六
％
、

平
成
七
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
金
額
で
四
億
四

0
、

0
0
0

千
円
の

ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を
増
額
と
な
り
ま
す
。

踏
ま
え
、
現
在
策
定
中
で
あ
る
第
四
一
方
特
別
会
計
で
は
、
老
人
保
健

次
総
合
計
画
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
会
計
五
億
二
八
、
七
一

0
千
円
、
国

新
し
い
時
代
に
対
処
し
、
村
の
実
情
民
健
康
保
険
会
計
五
億

0
九
、
九
一

と
将
来
を
考
え
合
わ
せ
、
来
る
べ
き
二
千
円
、
水
道
事
業
会
計
（
収
益
的
・

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
基
礎
づ
く
り
資
本
的
支
出
合
計
）
五
億
三
七
、

0

を
積
極
的
に
推
進
し
、
福
祉
の
向
上
六
八
千
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
を
定

等
に
重
点
を
お
き
、
本
村
行
政
水
準
め
ま
し
た
。

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
効
率
的
か
新
年
度
も
心
の
通
っ
た
行
政
実
現

つ
効
果
的
に
配
分
し
な
が
ら
、
時
代
に
総
力
を
挙
げ
て
執
行
に
当
た
る
考

に
即
し
た
事
業
お
よ
び
行
政
を
推
進
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
各
位
の

し
、
「
未
来
を
創
造
し
た
活
力
あ
る
明
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

和
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
ま
す
。
明
和
村
長
斎
藤
憲

(9) 平成 7 年 4 月 10 日



大
輪
地
区
内
の
土
地
改
良
事
業
の
実

村
営
大
輪
東
土
地

改
良
事
業
の
施
行

昭
和
六
十
一
年
に
平
成
七
年
度
を
目

標
年
次
と
し
た
第
三
次
明
和
村
総
合
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
碁
本
に
村
政
各

般
に
わ
た
る
諸
施
策
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
人
日
の
高
齢
化
、
少

子
化
、
国
際
化
の
進
展
な
ど
二
十
一
世

紀
を
間
近
に
控
え
て
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化

に
伴
う
新
た
な
行
政
課
題
や
住
民
ニ
ー

ズ
に
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た

に
第
四
次
明
和
村
総
合
計
画
基
本
構
想

を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

新
し
い
基
本
構
想
は
、
社
会
経
済
の

動
向
、
住
民
生
活
の
安
定
、
多
様
化
等

を
踏
ま
え
、
米
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を

展
望
し
、
今
後
十
年
間
に
実
施
す
べ
き

施
策
を
積
極
的
か
つ
総
合
的
に
展
開
す

る
た
め
、
見
直
し
を
行
い
、
新
し
い
社

会
環
境
と
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
住

民
と
行
政
か
一
体
と
な
っ
て
、
「
未
米
を

創
造
す
る
明
和
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
平
成
十
六
年
の
目
標
年
次

に
向
か
っ
て
、
計
画
的
に
事
業
の
推
進

を
図
る
も
の
で
す
。

第
四
次
明
和
村
総
合
計
画

基
本
構
想
の
策
定

施
に
伴
う
も
の
で
、
事
業
計
画
概
要
を

次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

事
業
の
内
容
は
、
用
・
排
水
路
改
修

工
事
及
び
農
道
整
備
で
、
費
用
の
概
算

は
一
億
五
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。

基
本
計
画
と
し
て
、
U

字
溝
一
、
六

五
八
昇
、
ベ
ン
チ
フ
リ
ュ
ー
ム
一
、
七

五
一
2
い
の
設
置
と
農
道
一
、
九
八
九
訂

の
整
備
で
、
対
象
面
積
は
‘
―
ニ
・
八

ぢ
で
す
。

須
賀
地
区
内
の
土
地
改
良
事
業
の
実

施
に
伴
う
も
の
で
、
事
業
計
画
概
要
を

次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

村
営
須
賀
土
地

改
良
事
業
の
施
行

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
0
、
七
五
一
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
二
億
一
六
、

0
四
六
千
円
に

し
ま
し
た
。

〔
歳
入
〕
※
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

④
村
税
…
二
八
、
0

一
七
千
円
〔
―
―
二

億
五
六
、
七
―
1
0千
円
〕

④
地
方
譲
与
税
…
五
、
0
0
0

千
円
〔
一

億
一
三
、
0
0
0

千
円
〕

④
利
子
割
交
付
金
…
一
五
、

0
0
0

千

円
〔
四
七
、
0
0
0

千
円
〕

④
自
動
車
取
得
税
交
付
金
…
五
、
O
O

0
千
円
〔
五
七
、
0
0
0

千
円
〕

④
地
方
交
付
税
…
八
0

、

0
0
0

千
円

〔
八
億
九
七
、
一
―
六
千
円
〕

④
分
担
金
及
び
負
担
金
…
二
、
一
六
八

千
円
減
額
〔
四
二
、
0
八
七
千
円
〕

④
使
用
料
及
び
手
数
料
…
一
、
六
二
八

千
円
〔
三
九
、
六
二
八
千
円
〕

④
国
庫
支
出
金
…
―
-
、
一
―
―
一
千
円

減
額
〔
九
四
、
九
七
三
千
円
〕

④
県
支
出
金
…
二
、

0
八
四
千
円
減
額

〔
九
五
、
三
八
八
千
円
〕

④
財
産
収
入
…
一
四
六
千
円
〔
六
四
、

六
0
八
千
円
〕

平
成
六
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

事
業
の
内
容
は
、
用
・
排
水
路
改
修

工
事
及
び
農
道
整
備
で
、
費
用
の
概
算

は
一
億
円
で
あ
り
ま
す
。

基
本
計
画
と
し
て
、
U

字
溝
一
、
一

五
0
以
、
ベ
ン
チ
フ
リ
ュ
ー
ム
四
九
〇

区
の
設
置
と
農
道
八
三

O
M

の
整
備
で

す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
―
-
、0
0
0

千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
五
億
一
0
、
三
八
七
千
円
に
し

ま
し
た
。

〔
歳
入
〕
※
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

④
国
民
健
康
保
険
税
…
一
‘
―
二
五
千

円
〔
二
億
三
三
、
0
四
九
千
円
〕

④
繰
入
金
…
八
七
五
千
円
〔
三
二
、
一

三
六
千
円
〕

〔
歳
出
〕
※
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

④
保
険
給
付
費
：
二
、
0
0
0

千
円
〔
―
―
­

億
八
一
、
四
一
0
千
円
〕

平
成
六
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

一
五
几
千
円
〔
二
、

0
寄
附
愈
…
二
、

一
六
0
千
円
〕

0
繰
入
金
…
六
七
、
0
0
0

千
円
減
額

〔
五
億
八
四
、
五
二
五
千
円
〕

0
繰
越
金
：
·
一
億
二
六
、
一
六
四
千
円

〔
一
億
五
四
三
七
四
千
円
〕

0
村
債.. 

一
億
四
九
、
九
0
0
千
円
〔
四

億
五
0

、

1
0
0
千
円
〕

〔
歳
出
〕
※
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

④
総
務
費
：
三
億
五
〇
、
一
四
六
千
円

〔
一0
億
三
四
七
一
三
千
円
〕

0
民
生
費
…
二
九
、
九
―
二
千
円
減
額

〔
五
億
五
九
、
六
九
0
千
円
〕

0
衛
生
費
…
―
二
、
四
三
六
千
円
減
額

〔
二
億
七
三
、
二
ロ
一
千
円
〕

④
農
林
水
産
業
費
…
一
三
、
九
六
九
千

円
〔
二
億
三
八
、
七
四
六
千
円
〕

④
土
木
費
…
二
億
八
六
、
四
三
六
千
円

減
額
〔
―
二
億
六
二
、
八
六
四
千
円
〕

0
教
育
費
…
四
、
五
八
0
千
円
減
額
〔
四

億
0
九
、
二
六
八
千
円
〕

F
F
L
 

.. 
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平
成
六
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
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〇
日
時
1
1

五
月
二
十
―
二
日
因

時
三
十
分
開
演

卍
場
所
1
1

明
和
村
社
会
体
育
館

圏
観
覧
希
望
者
は
、
次
の
と
お
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

④
申
し
込
み
方
法
1
1

往
復
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
（
返

信
面
に
は
、
住
所
、
氏
名
）
を
明
記

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
、
入
場

整
理
券
（
一
枚
一
名
様
）
を
お
送
り

し
ま
す
。

④
申
し
込
み
先
1
1

〒
3
7
0
|
0
7

午
後
五

古今亭右朝さん 北口幹二彦さん

昭
和
三
十
年
三
月
一
日
、

当
時
の
干
江
田
村
、
梱
島
村
、

佐
貫
村
の
三
カ
村
が
合
併
し
、

明
和
村
が
誕
生
し
ま
し
だ
。

あ
れ
か
ら
四
十
年
、
人
々
の

知
恵
と
努
力
で
r

文
化
の
香

り
高
い
、
活
力
あ
る
ま
ち

L

へ
と
着
実
に
発
展
し
て
き
ま

し
だ
。
今
年
は
先
人
の
足
跡

に
学
び
つ
つ
、
一
層
の
飛
躍

を
目
指
し
て
、
次
の
と
あ
り

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な

だ
も
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

ー
観
覧
は
申
し
込
み
が
必
要
ー

邑
楽
郡
明
和
村
大
字
新
里
二
八
八

明
和
村
役
場
企
画
課
「
N
H
K

真
打

ち
競
演
」
公
開
係

〇
申
し
込
み
期
限
1
1

五
月
一
日
⑪

卍
放
送
予
定
日

0
六
月
十
八
日
⑪
1
1

ラ
ジ
オ
第
一
…
午

後
十
時
十
五
分
i
十
一
時

0
六
月
二
十
五
日
⑪
1
1

ラ
ジ
オ
第
一
…

午
後
十
時
十
五
分
i
十
一
時

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0
出
演
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
漫
才
…
…
び
い
ど
う
し
み
つ
ひ
こ

〇
声
帯
模
写
…
…
北
日
幹
二
彦

0
落
語
…
…
古
今
亭
右
朝

〇
漫
才
…
…
青
空
球
児
・
好
児

〇
漫
談
…
：
松
鶴
家
千
と
せ

0
落
語
…
…
林
家
木
久
蔵

e
"
舅
鼠
四
瓢
i9,

圏
日
時
1
1

十
一
月
十
九
日
⑪
午
後

圏
場
所
1
1

明
和
村
中
央
公
民
館

圏
内
容
1
1

山
崎
洋
子
、
深
山
浩
二
、
立

川
談
四
楼
を
迎
え
、
歌
と
笑
い
で
合

併
四
十
周
年
を
祝
う
と
共
に
、
村
民

相
互
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

堡
日
靡
E
m
m五
裕
↓

圏
期
日
1
1

十
一
月
上
旬
（
予
定
）

圏
場
所
1
1

ふ
る
さ
と
の
広
場

圏
内
容
I
I

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
搭
乗
し
、

時
代
と
共
に
移
り
変
わ
る
ふ
る
さ
と

を
空
か
ら
見
つ
め
、
よ
り
広
い
視
野

の
も
と
に
郷
土
の
再
発
見
を
行
う
も

の
で
す
。

びいどうしさん

林家木久蔵さん 松鶴家千とせさん 青空球児・好児さん

(11) 平成 7 年 4 月 10 日



157 人
希望と

が
夢
学 舎t
 t胸に 旅
後
立
に
ち

_O
Li の

だ
む
わ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

恩師・在校生・父母に見送られて旅立ち

三
月
十
三
日
、
明
和
中
学
校
体
育
館

で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
義
務

教
育
課
程
を
修
了
し
た
百
五
十
七
人
（
男

八
十
三
人
・
女
七
十
四
人
）
の
生
徒
た

ち
は
、
晴
れ
の
卒
業
証
書
を
手
に
、
恩

師
、
父
母
、
在
校
生
の
見
送
る
中
、
希

望
と
夢
を
胸
に
慣
れ
親
し
ん
だ
学
舎
を

後
に
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
進
路
状
況

関
東
学
園
大
附
属
高
校
2
6
人
（
男
1
1
・
女

1
5
)

館
林
商
工
高
校

1
7人
（
男
1
1
・
女

6
)

西
邑
楽
高
校
1
5
人
（
男
7
・
女

8
)

板
倉
高
校
1
4
人
（
男
9
・
女

5
)

河川美化奉仕団体として

感謝状が贈られました
河川美化奉仕団体としてこのほど利根川上流河川利用者協

議会（会長・針ケ谷板倉町長）から、明和 FC スポーツ少年

団（代表指導者・田口晴美さん、会員90人）と、社会体育館

利用団体協議会（会長•島田和栄さん、 19団体）の 2 団体に

感謝状が贈られました。

明和 FC スポーツ少年団はこの 3 年間延べ304人、社会体育

館利用団体協議会は延べ348人を動員し、利根川総合運動場周

辺で、クリーン作戦を展開しています。

館
林
女
子
高
校

館
林
高
校

太
田
東
高
校

白
鴎
大
附
属
高
校

大
泉
高
校

足
工
大
附
属
高
校

葛
生
高
校

弥
生
女
学
院
高
校

太
田
高
校

太
田
女
子
高
校

常
磐
高
校

佐
野
日
大
高
校

花
咲
徳
栄
高
校

県
立
高
等
養
護
学
校

太
田
西
女
子
高
校

太
田
市
立
商
業
高
校

足
利
短
大
附
属
高
校

1
3
人

1
2
人

9

人
（
男
3
・
女6)

9

人
（
男
6
・
女3)

6

人
（
男1
・
女5
)

6

人
（
男6
)

6
人
（
男6
)

5
人

4
人

4
人

2
人
（
女2
)

2
人
（
男2
)

2
人
（
男
2
)

2
人
（
男
2
)

1
人

1
人
（
男
1
)

1
人
（
女1
)

明
和
東
・
西
小
学
校
で
は
三
月
二
十

五
H

、
同
校
体
育
館
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
卒
業
生
百
三
十
一
人
（
東
小
学
校

五
十
四
人
・
西
小
学
校
七
十
七
人
）
は
、

中
学
校
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、

六
年
間
親
し
ん
だ
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

両
校
と
も
午
前
十
時
か
ら
厳
粛
な
雰

囲
気
の
中
で
式
典
が
始
ま
り
、
恩
師
、

在
校
生
、
父
母
ら
の
見
守
る
中
、
学
校

長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

衣
卍
状

9
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小
学
校

思
い
出
t
胸

感謝状を手にする明和 F C （左）と利用団体の代表者

^·—- r;三--昌~． 孟こ――
東小学校・・・・・・・・・卒業生と在校生によるお別れの言葉……•••西小学校

式
典
終
了
後
、
恩
師
、
在
校
生
に
見

送
ら
れ
な
が
ら
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

で
卒

に
校

舎

業
式

に
別
れ

平成 7 年 4 月 10 日 (12) 



公
民
館
活
動
を
広
く
村
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
三
月
四
日
、
五
日

の
二
日
間
、
中
央
公
民
館
を
メ
ー
ン
会

場
に
開
か
れ
、
作
品
展
示
や
芸
能
発
表
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
多
彩
な
催
し
に
、

大
勢
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

作
品
展
示
は
、
生
け
花
、
書
道
、
切

り
絵
、
日
本
画
な
ど
の
各
種
学
級
・
公

民
館
利
用
団
体
作
品
、
子
ど
も
会
家
族

画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
、
小
・
中
学
生
書

き
初
め
・
作
文
な
ど
の
数
々
の
力
作
が

ロ
ビ
ー
や
二
階
会
議
室
を
彩
り
ま
し
た
。

ま
た
、
講
堂
で
は
民
謡
、
民
舞
、
詩

吟
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
愛
好
l
-
l
ｭ

/—. 

/ i—一ー． ー'. -'—` ‘‘‘ 
ヨーヨー風船ちゃんと釣れるかな

臣
山

家
が
ス
テ
ー
ジ
で
熟
演
・
熱
唱
、
H

ご

ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
盛
大
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

駐
車
場
で
は
、
子
ど
も
会
育
成
団
体

連
絡
協
議
会
に
よ
る
綿
あ
め
、
金
魚
す

く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
風
船
な
ど
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

社
会
体
育
館
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と

卓
球
、
明
和
中
学
校
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
が
、
芝
生
広
場
で
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

公民館まつり

賑
わ

囚
巳

ラ

冴
勇壮な和太鼓が講堂に響く

真剣に作品を見ている参加者

(13) 

お茶を一服どうですか

一‘一
•. - --一
親子で軽スポーツを楽しむ

平成 7 年 4 月 10 日



短
期
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
助
成
を
増
額

国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
、
国
庫
支

出
金
及
び
国
民
健
康
保
険
税
に
て
安
定

的
な
運
営
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
平
等
割
額
・
均
等
割
額
・
所
得
割

額
・
資
産
割
額
の
四
つ
の
方
法
で
算
出

さ
れ
た
額
の
合
計
が
、
そ
の
世
帯
の
一

年
間
の
国
民
健
康
保
険
税
額
と
な
り
ま

す
。こ

の
ほ
ど
の
引
き
下
げ
は
、
各
被
保

険
者
に
対
し
て
負
担
の
公
平
化
及
び
負

担
の
軽
減
を
図
る
べ
く
、
世
帯
の
平
等

割
額
を
現
在
の
八
千
円
か
ら
七
千
円
に

引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
平
成

七
年
四
月
か
ら
遥
用
し
ま
す
。

老
人
医
療
に
係
る
一
部
負
担
金
の
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
四
月
一
日
か
ら

外
来
一
部
負
担
金
が
千
円
か
ら
千
十
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
対
象

と
し
て
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
図
る
べ
く
経
費
の
一
部
を
助
成
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
助
成
額
が
平
成

老
人
医
療
外
来
＿
部

負
担
金
四
月
か
ら

一
、0
1
0
円
に
引
き
上
げ

国
民
健
康
保
険
税

平
等
割
額
を
引
き
下
げ

こ
れ
ま
で
永
年
地
域
住
民
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、
慣
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
川
俣
・
江
黒
駐
在
所
が
、
三
月
末
日

で
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

|
 

洒
洋
セ
ン
タ
ー
北
側
に

明
和
駐
在
所
開
所

現
在
、
村
と
委
託
契
約
し
て
い
る
医

療
機
関
は
、
館
林
厚
生
病
院
・
館
林
記

念
病
院
・
新
橋
病
院
・
浜
野
病
院
の
四

つ
の
病
院
で
す
が
、
平
成
七
年
四
月
か

ら
、
医
療
法
人
杜
団
慶
友
会
宇
沢
整
形

外
科
総
合
検
診
部
（
慶
友
検
診
セ
ン
タ

ー
）
が
追
加
と
な
り
ま
す
。

短
期
人
間
ド
ッ
ク

検
診
医
療
機
関
の
追
加

七
年
四
月
か
ら
一
万
五
千
円
か
ら
二
万

円
に
増
額
と
な
り
ま
す
。

「
苗
」

平
成
八
年
歌
会
始
の
お
題
は

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

1

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
、
自
作
の
短
歌
で
一
人

一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

②
用
紙
は
、
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

③
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

平
成
八
年
歌
会
始

あ
題
は
「
苗

L

明和駐在所案内図

保健センタ

中央公民

社会体育

] 
村
役署
場

夕ンセ
―

和
洋
タ

セ
タ

明
海
ン
一叶
＇
こ
福人

四
月
一
日
か
ら
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

北
側
に
「
明
和
駐
在
所
」
が
、
牛
木
弘

二
巡
査
部
長
と
新
井
進
一
巡
査
の
勤
務

者
二
人
の
複
数
駐
在
所
と
し
て
開
所
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
明
和
村
の
地
域
生

活
安
全
セ
ン
タ
ー
の
中
心
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
犯
罪
等
の
発
生
を
防
止
し
、

安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本
名
、

ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日
及
び
職

業
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書

き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
（
書
式
図
参

照
）

2
次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

①
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

②
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌

と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短

歌
で
あ
る
場
合

③
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
日

以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出

版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た

場
合

山
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業

を
書
い
て
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ
の

詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

3

詠
進
の
期
間

兵
災

職
業

‘‘,'/ 
レ

) 卜

)

-

メ

図式
チ

ン

書
一
郵
便
番
号
、
住
所
セ

‘
ヽ
·
'
`
‘

3
 

ふ
り
か
な

3勺

氏
名
偉

生
年
月
日

苗

（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

お
題
の
発
表
の
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

4

郵
便
の
あ
て
先

〒

1
0
0

東
京
都
千
代
田
区
千

代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
と
し
、
封
筒

に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ

さ
い
。

庫県南部地震
義援金害

H 本赤十字社明和村分区で、 3 月 1 日から 31 日ま

でに受け付けした募金は、次のとおりでした。ご協

力ありがとうございました。

◎明和村更生保護婦人会ー同

④明和村保護司会ー同

◎身体障害者団体明和村更生会一同

◎明和ソフトテニスクラブー同

④明和サッカー協会一同

④明和村文化協会一同

④明和レザークラフト会ー同

④野草ハイキング教室ー同

◎平成 6 年度痔学級生ー同

④石崎和男さん（矢島）

④明和ゴルフ会一同

④大平基礎工業（梱

◎南大島区民一同（追加）

④明和村野球協会役員ー同

④役場住民課等窓口分

3月31 日現在

10,000円

25,000円

62,301 円

2,000円

52,000円

302,735 円

10,000円

6,700円

3,245円

50,000円

33,189 円

30,050円

7,300円

3,000円

915円

8,223,776円

平成 7 年 4 月 10 日 (14) 



④
期
日
1
1
5

月
1
7

月
夜
1
0
回

④
会
場
1
1

ゴ
ル
フ
練
習
場
（
館
林
市
）

④
対
象
1
1

村
民
一
般
（
男
・
女
）

④
募
集
人
数
1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

④
費
用
1
1
1
,
2
9
0

円
（
保
険
代
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
4

月

1
5
日
か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し

ま
す
。

④
期
日
1
1
5

月
1
6

月
昼
夜
計
1
0
回

④
会
場
1
1

ふ
る
さ
と
の
広
場
内
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

④
対
象
1
1

村
民
一
般
（
男
・
女
）

参テ

加

者ス

募教

集室

④
募
集
人
数
1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

④
費
用
1
1
4
0
0

円
（
保
険
代
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
4

月

1
5
日
か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し

ま
す
。

三
月
十
九
日
、
B
&
G

財
団
明
和
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
、
第
一
回
水
泳
記
録
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
延
ベ
ニ
ニ
ニ

人
が
、
自
己
記
録
に
挑
戦
、
競
技
種
目

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
記
録
大
会

優勝した「新里」チーム

参コ‘

加ル

者フ

募教

集室

優
勝
新
里

準
優
勝
須
賀

B

三
位
大
輪

B

村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

創
立
1
0周
年
記
念
大
会

優勝した「HONMOKU」チーム

優
勝

H
O
N
M
o
k
u

準
優
勝

R
G

ジ
ョ
ー
レ
ン
ズ

平
成
6

年
度
3
0
n
3

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

カ泳する選手たち

は
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、

自
由
形
な
ど
八
種
目
、
六
十
レ
ー
ス
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち
に
盛
ん
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■EPA（エイコサペンタエン酸）を多く含む食品晶烹苫呈門てした讐：ょ脂眉
卵表ミミカまと欠人を肪
：れンンサうえかがふイ
：ての A 力とばせ多やコ
おき吸・サ‘‘ないす l
いま収 C し便脂いよなル
しすが・て秘肪大ぅど太
い°悪 E きしを 9 でとる
嘉履くなまや極よす。考‘

などすす端栄 ぇコ
に魚りの゜くに養で‘レ
旦． ‘脂さな減素も毛ス
な乳そ溶らりらで‘嫌テ
、製の性に‘しす。脂いロ

まいわし（丸干し） 1,500 

2,500 

すじこ 1,900 

さば（缶詰、水煮）

1,700 

はまち（生・養殖）

1,500 

さば（塩干し） 1,500

きちじ（生）

まいわし（生） 1,400

まぐろ（脂身） 1,300

さば（生）

さんま（生）

1,200 

800 

@
@
@
@
@
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@
@
@
@
@
@
@
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ハ
ロ
ー
健
康
⑰

■□HA（ドコサヘキサエン酸）を多く含む食品

まぐろ（脂身） 2,900

さば（缶詰、水煮）

2,400 

ぶり（焼き）

すじこ

0

0

 

0

0

 

3

2

 

9

,

 

2

2

 

まいわし（丸干し）

2,100 

まだい（生・養殖）

1,800 

ぶり（生・天然） 1,800

さば（生） 1,800 

さば（塩干し） 2 ,200 |さんま 1,400 

「四訂日本食品成分表」「日本食品脂溶性成分表」などから作成

（単位： mg/100 g) 

適
度
な
脂
肪
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

大
事
な
こ
と
は
脂
肪
を
と
ら
な
い
こ

と
で
は
な
く
、
動
物
性
脂
肪
、
特
に
肉

の
脂
肪
を
と
り
す
ぎ
な
い
こ
と
や
、
脂

身
の
少
な
い
部
位
の
肉
を
使
う
こ
と
。

蒸
す
、
焼
く
な
ど
、
脂
肪
を
減
ら
す
エ

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

r

脂
肪
は
魚
派
I

J
宣
言
を

魚
の
油
は
動
物
性
で
す
が
、
植
物
性

の
油
に
近
い
働
き
を
し
ま
す
。
エ
イ
コ

サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸

(
E
P
A
)
と
ド
コ

サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸

(
D
H
A
)
と
い
う

二
つ
の
脂
肪
酸
に
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
減
ら
し
て
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
ふ
や
す
働
き
が
あ
る
の
で
す
。

さ
ら
に

D
H
A

は
、
脳
や
神
経
の
機

能
を
向
上
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
と
と
も

に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
に
も
効
果
が

あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
人
病
が
気
に
な
る
世
代
ば
か
り
で
な

く
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
魚
を
し
っ
か

り
と
る
習
慣
を
つ
け
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。

(15) 平成 7 年 4 月 10 日



両毛広域都市圏内の

公共施設を相互利用

栃木、群馬の両県にまたがる両毛

広域都市圏20市町村内の公共施設が、

平成 7 年 4 月 1 日から相互利用でき

るようになり、地域内の他の市町村

の施設も、その市町村に住む人と同

じ料金で使用することができるよう

になりました。

それぞれの施設の利用にあたって

は、直接当該施設に申し込むことに

なりますが、施設により申し込み方

法等が嬰なりますので、直接施設に

お問い合わせください。

〇相互利用できる市町村

栃木県足利市、佐野市、田沼町、

葛生町、群馬県桐生市、太田市、館

林市、（勢）東村、黒保根村、新里村、

尾島町、新田町、薮塚本町、笠懸町、

大間々町、板倉町、明和村、千代田

町、大泉町、邑楽町

〇相互利用対象施設

大規模集会施設、運動施設、レク

リエーション施設、文化・展示施設、

教育施設（学校を除く）など合計で

199施設です。

※詳しくは、役場企画課または各施

設へお問い合わせください。

館林厚生病院で4月 1 日

から院外処方箋発行

眼科・歯科・皮膚科のみ

館林厚生病院では、 4 月 1 日から

眼科、歯科、皮膚科で院外処方箋を

発行し、その院外処方箋を地域の保

険薬局が引き受けて「調剤」する医

薬分業を行うことになりました。医

薬分業は、治療は病院で、薬の調剤

と服用方法などの説明は調剤した薬

局が担当することになり、医師は治

療に専念でき、患者は薬をもらう待

ち時間の短縮と、薬局で自分の薬の

説明を聞くことができます。詳しく

は、館林厚生病院合（72)3140へお問

い合わせください。

事業主の皆さんへ

労働保険の年度更新

平成 7 年度の労働保険の年度更新

手続きは、 5 月 15 日までです。事業

主の皆さん、年度更新の手続きはで

きるだけ早く済ませてください。

なお、具体的な記載方法等は、説

明会を予定しています。本年度にお

いては労災保険制度の改正等が予定

されていますので、説明会には必ず

出席くださるようお願いします。

※詳しくは、群馬労働基準局労災補

償課合0272(31)4517へお問い合わせ

ください。

入漁証行使料金決まる

東毛漁業協同組合

平成 7 年度入漁証行使料金および

河川または地区区分は、下記のとお

りです。

圏入漁証行使料金

0全漁券＝4,100円…コロガシ、友釣、

ドブ釣、流し釣

0投網券＝ 6,100円••投網など

0学童券＝ 300円…県下共通

圏河川または地区区分

〇利根川本支流（福島橋より下流五

料合流地点を経て埼玉共第 9 号板

倉地先まで）

④滝川（東毛漁協地区）

④広瀬川

0粕川（伊勢崎、佐波地区）

0蛇川

0石田川

0早川（新田、太田地区）

※詳しくは、東毛漁業協同組合（伊

勢崎市）合0270(26) 1143へお問い合

わせください。

国民年金被保険者なと

ヘ宿泊券等プレゼント
亜応募資格（いずれかに該当する者）

①老齢基礎年金の受給資格を満たし
た者

②平成 4 年 4 月から平成 7 年 3 月ま

で国民年金保険料を納めた者

③平成 7 年度 1 年分の国民年金保険

料を前納した者

唖プレゼントの内容

〇「草津グリーンパークパレス」の

ペア宿泊券30組

〇テレホンカード600枚

圏応募期限＝ 5 月 10 日

圏応募方法＝応募資格の番号（①～

③)、国民年金の記号番号、住所、

氏名、年齢、電話番号を記入のう

え、はがきで申し込んでください。

圏申し込み先＝〒371 前橋市大手町

1-1-1群馬県県民生活部国民年金

課内「国民年金プレゼント」係

※詳しくは、群馬県県民生活部国民

年金課合0272(23) 1111へお問い合わ

せください。

定例相談
=o===o===o===o===o===o ニニニ 0 二＝＝ o===o===o===o===o===o==----------------------------------------------------

社蒻直籍涸葎涸巖塁
二〇＝＝二0===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0===0 ＝ニ

◇日時＝ 5 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 5 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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◇日時＝ 5 月 11 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日 時＝ 5 月 2 日伏）

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 5 月 15 日（月）

午前10時～午後 3 時
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【
転
出
】

▽
板
倉
北
小
校
長
松
沢
宏
明
（
明

中
教
頭
）
▽
桐
生
梅
田
中
金
崎
豊
彦

（
明
中
）
▽
桐
生
川
内
中
飯
泉
尚
士
（
明

中
）
▽
太
田
旭
小
新
島
英
幸
（
明
中
）

▽
板
倉
東
小
鈴
木
稚
子
（
明
中
）
▽

館
林
養
護
首
村
智
恵
子
（
東
小
）
▽

南
牧
小
桐
生
茂
雄
（
東
小
）
▽
太
田

休
泊
小
丸
山
恵
（
東
小
）
▽
桐
生
東

小
山
ロ
一
彦
（
西
小
）

【
転
入
】

▽
明
中
杉
戸
敬
治
（
境
南
中
）
▽

明
中
松
沢
悦
子
（
大
泉
西
中
）
▽
明

中
湯
浅
悟
志
（
太
田
南
中
）
▽
明
中

須
藤
一
洋
（
板
倉
東
小
）
▽
東
小

篠
田
由
美
子
（
吾
妻
岩
島
二
小
）
▽
東

小
長
澤
明
美
（
邑
楽
高
島
小
）
▽
東

小
森
秀
子
（
板
倉
南
小
）
▽
東
小

大
隅
敦
史
（
太
田
城
東
中
）
▽
西
小

阿
部
恵
光
（
館
林
八
小
）
▽
西
小
久

保
雅
美
（
境
南
中
）

【
転
補
】
（
管
内
異
動
）

▽
東
小
校
長
岩
崎
辰
行
（
西
小
教

頭
）
▽
明
中
教
頭
関
根
操
（
西
小
）

▽
西
小
教
頭
野
村
正
人
（
村
中
央
公

民
館
）
▽
東
小
冨
成
隆
司
（
明
中
）

▽
明
中
横
川
猛
（
西
小
）
▽
村
教
育

委
員
会
桜
井
義
久
（
明
中
）
▽
村
教

育
委
員
会
武
井
淳
（
東
小
）

【
新
採
用
】

▽
明
中
岡
田
直
泰
▽
西
小

恭
子

【
退
職
】

(
3
月
3
1
日
付
）

▽
佐
藤
紀
一
（
東
小
校
長
）

宮
本

▽
須
藤

教
職
員
人
事
異
動

4
月
1

日
付
（
）
は
前
職

④
税
務
課

▽
固
定
資
産
税
係
長
心
得
小
林
雄

司
（
昇
任
、
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
）

④
企
画
課

▽
企
画
調
整
係
長
福
島
義
雄
（
税

務
課
固
定
資
産
税
係
長
心
得
）
▽
広
報

係
長
吉
永
清
重
（
企
画
調
整
係
長
）

④
住
民
課

▽
保
険
年
金
係
田
口
明
利
（
総
務

課
財
政
交
通
係
）

④
福
祉
課

▽
高
齢
福
祉
係
宮
田
高
志
（
環
境

保
健
課
環
境
保
全
係
）

④
環
境
保
健
課

▽
課
長
飯
島
茂
雄
（
議
会
事
務
局

長
）
▽
環
境
保
全
係
長
心
得
落
合
康

秀
（
昇
任
、
住
民
課
保
険
年
金
係
）
▽

健
康
指
導
係
荒
木
佳
代
子
（
教
育
委

員
会
）

④
経
済
課

▽
課
長
木
村
利
男
（
環
境
保
健
課

長
）

④
議
会
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
長
村
田
正
己
（
教

育
委
員
会
事
務
局
長
）

④
教
育
委
員
会

▽
事
務
局
長
立
川
博
康
（
海
洋
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▽
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長

須
永
賢
一
（
企
画
課
広
報
係
長
）
▽

文
化
振
興
係
長
心
得
小
平
健
一
（
昇

任
、
社
会
体
育
係
）
▽
中
央
公
民
館

立
川
明
浩
（
税
務
課
住
民
税
係
）

役
場
人
事
異
動

4
月
1

日
付
（
）
は
前
職

光
江

（
東
小
）
▽
落
合
栄
子
（
西
小
）

〔
敬
称
略
〕

①
中
央
保
育
園

▽
大
谷
初
江
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）
▽
木
村
涼
子
（
東
保
育
園
）

④
中
央
幼
稚
園

▽
矢
之
貴
洋
子
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）
▽
鈴
木
昌
美
（
西
幼
稚
園
）

④
明
和
中
学
校

▽
平
石
妙
子
（
東
小
学
校
）

④
社
会
福
祉
協
議
会

▽
社
会
福
祉
協
議
会
係
長
心
得
始

沢
稔
（
昇
任
、
社
会
福
祉
協
議
会
）
▽

堀
口
香
里
（
住
民
課
住
民
係
）

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
所
長
小
田
木
邦
夫
（
社
会
福
祉

協
議
会
係
長
）
▽
橋
本
妙
子
（
中
央
保

育
園
）
▽
宮
川
み
ど
り
（
中
央
幼
稚
園
）

①
新
採
用

▽
桜
井
義
久
（
中
央
公
民
館
次
長
）

▽
武
井
淳
（
教
育
委
員
会
学
校
指
導
係

長
）
▽
森
和
之
（
都
市
開
発
課
）
▽
篠

木
弘
樹
（
教
育
委
員
会
）
▽
中
島
武
（
税

務
課
）
▽
早
川
典
子
（
総
務
課
）
▽
宮

川
暁
子
（
建
設
課
）
▽
須
藤
正
恵
（
住

民
課
）

④
退
職
者

▽
立
川
｛
貫
（
経
済
課
長
）
▽
野
村
正

人
（
中
央
公
民
館
次
長
）
▽
田
ロ
セ
ッ

（
中
央
保
育
園
）
▽
小
久
保
春
江
（
明
和

中
学
校
）
〔
敬
称
略
〕

コ
館林邑楽地区 館林地区 ※◎ 畠

千代田 赤冬i 人
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内科外科
にのは

休 なにみ 胃

落合医院川村医院 多々良診療所岡田医院 橋本医院 館林地区と
る限り ..._, 

4 月 16 日
合 (72) 3160 云（72) 1337 合 (72)3060 合 (72)3163 云（82) I 150 同じです。 合場が診日 病限生

日 4 月 23 日
根岸医院川田医院 大塚医院海宝医院 館林地区と 小西医院 あり 間 — 院
合 (72) 3262 合 (72)3724 ft (72)0176 合 (74)0811 同じです。 合(86)2261 まは合

；口 (72) 
4 月 29 日

神尾医院 横田（婦）医院 3 

云（75) 1288 ff(72)0255 で 1 l 

冒 9 4 当 小西医院 小倉医院 ゆたか医院 最上医院 井上医院 竹越医院 ゜4 月 30 日 しで ¥.......I 

ft(86)2261 合 (72)0606 合 (73)7308 合(74)3763 合 (82) 1131 合 (84)3137 てで が

かす゚ 担
記念病院 落合医院 ら 当

番
5 月 3 日

云（72)3155 合 (72)3160 姦；；江多 し
ま

し す

5 月 4 日
後藤（内）医院 慶友病院 て ゜
云（72)0134 合 (72)6000 < ^ 内

だ 科

医
上野医院 海宝医院 さ

5 月 5 日
合 (72)3330 合 (74)0811

し‘ 外
゜ 科

5 月 7 日
井上(i告）医院 大神医院 清河堂医院 新橋病院 増田医院 館林地区と

喜合 (88)6300 云（62)2200 ft(72)3070 合 (75)3011 合 (82)2255 同じです。

(17) 平成 7 年 4 月 10 日



照
り
も
せ
ず
曇
り
も
は
て
ぬ

お
ぼ
ろ

春
の
夜
の
朧
月
夜
に
し
く

も
の
ぞ
な
き

（
新
古
今
和
歌
集
・
大
江
千
里
）

朧
月
は
、
短
歌
や
俳
句
の
季
語
と
し

て
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
詩
歌

の
題
材
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

ば
た
け

た
。
と
り
わ
け
「
菜
の
花
畠
に
…
」
で

は
じ
ま
る
文
部
省
唱
歌
「
朧
月
夜
」
I

朧
月
と
い
う
と
、
こ
の
歌
を
思
い
出
す

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
朧
月
は
春
に
見
ら

れ
る
こ
と
か
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
温
暖
前
線
と
関
係
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
前
線
が
日
本
に
近
づ
く
と
、
空
の

上
層
に
う
っ
す
ら
と
ベ
ー
ル
が
か
か
っ

け
ん
う
ん

た
よ
う
な
巻
雲
や
高
層
雲
が
で
き
ま
す
。

＼
ろ

歳
時
記

朧
月

村の人口と世帯
4月 1 巳現在

世帯数 3 I 139戸

人口総数 I I, 426人

男 5,754人・女 5,672人

(3 月中の動き）

生 5 人・死亡 7 人

入 95人・転出 71 人

出
転

こ
れ
ら
の
雲
に
含
ま
れ
る
雨
水
の
結
晶

に
月
の
光
が
当
た
り
、
ほ
ん
や
り
し
た

輪
が
月
の
周
り
に
で
き
、
月
が
ほ
や
け

て
見
え
る
の
で
す
。
朧
月
は
、
温
暖
前

線
が
生
み
出
す
大
自
然
の
優
美
な
現
象

と
い
え
ま
す
。

朧
月
を
生
み
出
し
た
温
暖
前
線
が
H

本
か
ら
去
る
と
、
代
わ
り
に
寒
冷
前
線

が
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
雨
を

も
た
ら
す
前
線
で
す
。
こ
の
た
め
、
朧

月
が
出
た
ら
、
西
の
ほ
う
か
ら
天
気
は

下
り
坂
に
な
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
月
ば
か
り
で
な
く
、
春
は
朧
の
季

節
で
す
。
星
や
都
会
の
ネ
オ
ン
も
朧
に

見
え
る
気
が
し
ま
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
四
月
は
緑
の
季
節
。
毎

年
四
月
二
十
三
日
i
二
十
九
日
は
「
み

ど
り
の
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
自

然
に
親
し
み
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
し
、

緑
の
大
切
さ
を
考
え
て
見
ま
せ
ん
か
。

3月の救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 10 件

●その他 2 件

●計 18 件

⑨叫三空竺竺⑤⑫
明和西バレー少年団
代表長谷川保

「
一
っ
飛
び
よ
」
と
気
軽
に
云
ひ
て
発
ち

し
娘
か
地
球
儀
廻
す
夜
の
長
か
り

石
叩
艶
子

大
寒
の
さ
む
さ
は
じ
ん
じ
ん
頬
を
き
る

野
渡
る
風
の
荒
ぶ
帰
り
路

篠
木
よ
し

城
沼
の
遊
覧
船
は
一
列
に
つ
な
が
れ
て

ぷ
か
ぷ
か
シ
ー
ズ
ン
を
待
っ

野
村

田
芝

初
枝

明
和
西
バ
レ
ー
少
年
団
は
、
昭
和
五

十
九
年
に
松
沢
監
督
（
前
・
明
中
教
頭
）

の
指
導
の
も
と
発
足
し
ま
し
た
。
昭
和

ふ
さ

六
十
年
か
ら
は
私
が
監
督
を
引
き
継
ぎ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
一

年
に
は
県
大
会
へ
出
場
し
た
伝
統
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。
部
員
は
、
四

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
二
十
人
で
す
。

練
習
は
週
三
回
、
火
・
木
・
土
曜
日
に

社
会
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
二
月
の
新
人
戦
で
は
、
太
田
、

邑
楽
、
館
林
支
部
に
お
い
て
、
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
は
、
試
合
に
対
す
る
マ
ナ
ー

が
向
上
し
、
ま
た
、
勝
利
の
喜
び
や
敗

戦
の
悔
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
、
子

ど
も
た
ち
の
心
身
の
成
長
に
つ
な
か
る

こ
と
を
信
じ
て
、
指
導
に
携
わ
る
我
々

も
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
は
、
団
の
活
動
も
厳
し
く
な
り
、

部
員
数
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
好
き
な
子
ど
も
た
ち
の
入

団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

厳
寒
に
避
難
所
生
活
者
二
十
万
布
団
も

風
呂
も
ト
イ
レ
と
て
な
し

始
沢
良
子

カ
ナ
ダ
よ
り
帰
国
間
近
き
留
学
の
孫
の

み
や
げ
の
重
き
小
荷
物

立
川
ツ
ヤ
子

な
め
つ
く
す
焔
を
前
に
「
水
が
出
れ
ば

I
.

」
神
戸
よ
り
リ
ポ
ー
タ
ー
泣
き
つ
つ

叫
ぶ

砂
賀
久
美
子

観
音
の
顔
容
か
そ
か
笑
み
給
ふ
秩
父
の

山
に
梅
ほ
こ
ろ
び
て

野
ロ
タ
カ

老
後
見
る
と
や
さ
し
く
孫
は
わ
れ
に
言

い
結
婚
祝
の
額
を
つ
り
上
ぐ立

川

ー
あ
め
で
だ
1
1

（
敬
称
略
）
しし

氏
名
父
母
名
地
区
開
さ

こ
う
だ
い
ー
・
ー
だ

青
柳
皓
大
紅
鱈
新
里

7
2
2
<

て

野
口
美
樹
心
頂
梅
原
％
出

金
子
悟
士
妙
博
子
中
谷
％
甲

際

前
田
健
吾
訊
虹
中
谷
％
に

奈
良
幸
汰
由
＂
子
田
島
％
の

出

ー
あ
く
や
み
1
1

（
敬
称
略
）
届

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
匠
」
は

方

小
田
木
重
徳

5
8
ス
ヱ
新
里
弧
い

吉
永
サ
キ
9
1

明
博
梅
原
％
な

れ

多
田
リ
ヨ

7
8
静
雄
上
江
黒
％
さ

石
崎
茂
作

8
1
和
男
矢
島
％
望

希

石
塚
正
7
9
一
生
川
俣
％
を

増
田
太
ま
8
6
榮
四
郎
田
島
％
載

2
6
掲※

 

本
澤
こ
と
8
6

長
治
南
大
島
ジ

（
会
月
の
納
め
〗

軽
自
動
車
税
（
5
月
1

日
納
期
限
）
、

国
民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金

(
4月

2
8日
納
期
限
）
の
納
入
月
で
す
。
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

＿
編
集
後
記
一

▽
昭
和
三
十
年
、
三
カ
村
が
合
併
し
て
今
年

の
三
月
一
日
で
四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
と
い
え
ば
、
私
が
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

と
し
て
小
学
校
に
入
学
し
た
年
で
あ
り
、
今
で

も
桜
が
満
開
に
咲
い
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
四
月
に
は
、
息
子
二
人
が

そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
と
小
学
校
に
入
学
し
ま
す
。

▽
四
月
の
人
事
異
動
で
広
報
担
当
か
ら
離
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
年
七
カ
月
と
い
う

期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
赴
任
先
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
す
の

で
、
泳
ぎ
に
き
て
く
だ
さ
い
。
⑳

平成 7 年 4 月 10 日 (18) 



⑤
 

ニニ

広 報
●発行／明和村役場〒370-07 群馬県邑楽郡明和村大字新里288番地・編集／企画課広報係 •印刷／東京広告株）

1995 
（平成 7 年）

5

N

o

[

 



（第 4 次総合計画策定〕

未来を創造する明和文化

のまちづくりをめさして
平
成
十
六
年
を
目
標
年
次
と
し
た
”
第
四
次
明
和
村
総
合
計
画
I
I

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
村
長
が
明
和
村
開
発

計
画
審
議
会
（
会
長
・
泉
田
和
作
議
長
）
の
答
申
を
受
け
、
三
月

の
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
四
月
号
の
「
広
報

め
い
わ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
は
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

中部地区市街地

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
本
村
を
と
り

ま
く
諸
情
勢
は
、
か
つ
て
な
い
程
の
急

速
な
テ
ン
ポ
で
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
、
す
べ

て
の
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
計
画
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
合
意
と
参
加
に
よ
り
二
十

一
世
紀
初
頭
の
本
村
の
あ
る
べ
き
姿
を

掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な

方
向
と
体
系
的
な
政
策
の
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
主
要
課

題
等
を
踏
ま
え
、
六
つ
の
主
要
目
標
を

定
め
ま
し
た
。

〇
限
り
あ
る
資
源
の
高
度
利
用
に
よ
る

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

0
安
全
で
快
適
な
個
性
あ
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

〇
健
や
か
で
ふ
れ
あ
い
と

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

〇
感
性
と
創
造
性
を
育
み
多
彩
な

文
化
が
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

〇
創
意
と
工
夫
に
よ
る
地
域
に
調
和
し

た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

0
住
民
の
信
頼
と
連
帯
で
築
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
ら
の
目
標
は
、
こ
れ
か
ら
の
本

村
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
で
あ
り
、
こ
の

実
現
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
姿
こ
そ
、

将
来
の
本
村
の
姿
で
あ
り
ま
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、

住
民
の
共
通
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、

「
未
来
を
創
造
す
る
明
和
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
定
め
ま
し
た
。
平
成
十
六
年

を
目
標
に
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し

て
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
本

村
の
発
展
の
た
め
に
英
知
を
出
し
合
い
、

相
互
に
協
力
し
合
い
、
力
を
尽
く
し
、

そ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
基
本
的
条
件
と
し
て
、
次
の

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
村
の
人
日

は
、
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
時
に
一
万

三
百
九
十
人
で
以
降
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
都
市
甚
盤
の
整
備
や
工
業
開
発
等

に
よ
り
市
街
化
区
域
を
整
備
促
進
し
、

宅
地
供
給
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平

成
十
六
年
の
人
口
を
一
万
五
千
人
と
想

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
帯
数
は
、
二
千
六
百
八
十

二
世
帯
、
一
世
帯
当
た
り
三
・
八
七
人

で
し
た
が
、
核
家
族
化
等
の
進
行
に
伴

い
、
平
成
六
年
に
は
三
千
七
十
四
世
帯

で
、
一
世
帯
当
た
り
三
・
六
九
人
と
減

少
し
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
傾
向
は
、

以
前
ほ
ど
急
速
で
は
な
い
と
想
定
さ

れ
、
平
成
十
六
年
に
は
一
世
帯
当
た
り

三
・
三
七
人
、
総
世
帯
数
を
四
千
四
百

五
十
世
帯
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

平成 7 年 5 月！0 日（水） 第4次明和村総合計画期間は、平成7年度～平成16年度の10年間です。 (2) 



0
河
川
・
水
路

0
上
水
道

洪
水
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
、
河
川
生
活
に
密
着
し
た
基
盤
施
設
と
し
て

限
り
あ
る
資
源
の
高
度
利
用
に
よ
る

か
な
ま
ち
づ

ー
都
市
基
盤
の
整
備
ー

0
土
地
利
用

現
状
の
土
地
利
用
を
見
直
し
、
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
、
東
部
地
区
、
中
部

地
区
、
西
部
地
区
の
均
衡
あ
る
土
地
利

用
の
も
と
に
、
総
合
的
な
土
地
利
用
計

画
を
策
定
し
、
効
率
的
な
土
地
利
用
を

推
進
し
ま
す
。

0
市
街
地
の
整
備

幹
線
道
路
等
の
都
市
計
画
決
定
を
図

り
、
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
土
地
区
画
整
理
等
の
面
的

整
備
事
業
に
よ
り
川
俣
駅
周
辺
お
よ
び

既
成
市
街
地
の
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。

0
村
の
中
心
地
つ
く
り

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中
心
地
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
中
心
商
業
地
と
行
政
の

中
心
地
区
を
一
体
的
に
整
備
し
、
ま
ち

の
シ
ン
ボ
ル
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

0
道
路

南
北
軸
と
東
西
軸
の
幹
線
道
路
等
の

都
市
計
画
道
路
の
早
期
決
定
を
図
り
、

こ
れ
を
骨
格
と
し
て
公
共
施
設
等
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
、
さ
ら
に
生
活
関
連
道

路
の
整
備
を
推
進
し
、
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
す
。

の
改
修
整
備
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

河
川
敷
を
住
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
場
と
し
て
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
生
活
排
水
等
に
対
す
る
総
合

的
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

0
公
園
・
緑
地

住
民
の
憩
い
の
場
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
の
公
園
や
緑
地
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
河
川
敷
の
活
用
、

緑
道
の
整
備
な
ど
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

0
公
共
交
通
機
関

川
俣
駅
周
辺
の
開
発
整
備
計
画
お
よ

び
都
市
計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
東
西

出
口
の
設
置
等
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
効
率
的
な
村
内
を
循
環
す
る

交
通
手
段
お
よ
び
、
広
域
圏
対
応
の
共

同
運
行
バ
ス
等
の
協
議
・
検
討
を
進
め

ま
す
。

0
情
報
通
信

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
導
入
な
ど
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
、
住
民
ニ

ー
ズ
を
反
映
し
た
地
域
情
報
化
を
推
進

し
ま
す
。

豊

< 

り

排
水
等
処
理
施
設
の
普
及
に
努
め
ま

す
。

(3) 

安
全
で
快
適
な
個
性
あ
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

ー
生
活
環
境
の
整
備
ー

水
道
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
な
か
、

社
会
の
発
展
や
生
活
水
準
の
向
上
に
伴

い
増
大
す
る
水
需
要
に
対
し
、
今
後
の

水
道
整
備
事
業
を
進
め
安
定
供
給
を
図

り
ま
す
。

0
下
水
道

市
街
化
区
域
に
お
い
て
は
、
公
共
下

水
道
事
業
を
進
め
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を

推
進
し
、
快
適
な
居
住
環
境
と
自
然
環

境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

0
住
宅

優
良
宅
地
の
供
給
に
つ
い
て
、
官
民

一
体
の
取
り
組
み
を
図
る
と
と
も
に
、

住
宅
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
民
間
資
カ

に
よ
る
住
宅
建
設
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

た
公
営
住
宅
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

0
ご
み
処
理

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
を
検
討
し
ま

す
。ま

た
、
住
民
の
清
掃
意
識
の
高
揚
に

努
め
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

化
、
収
集
の
改
善
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

0
し
尿
・
家
庭
雑
排
水
処
理

下
水
道
整
備
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
お
よ
び
家
庭
雑

0
自
然
保
護

自
然
等
を
貴
重
な
財
産
と
し
て
良
好

に
保
全
す
る
と
と
も
に
、
生
活
基
盤
、

保
養
の
場
等
と
し
て
多
目
的
な
活
用
を

図
り
ま
す
。

〇
景
観
形
成

美
し
い
自
然
や
街
並
み
の
景
観
を
形

成
す
る
た
め
、
指
針
の
検
討
・
策
定
を

推
進
し
ま
す
。

〇
猥
境
美
化

住
民
に
よ
る
地
域
環
境
の
美
化
活
動

や
花
づ
く
り
を
支
援
し
、
不
法
投
棄
を

防
止
す
る
な
ど
、
快
適
で
住
み
よ
い
生

活
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

0
防
災

総
合
防
災
体
制
の
強
化
、
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
多
角
的

な
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
地
区
の

自
主
防
災
組
織
の
確
立
を
促
進
し
ま

す
。

0
公
害
の
防
止

公
害
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
悪
臭
、
騒
音

振
動
等
の
防
止
施
策
を
講
じ
て
、
地
域

住
民
の
健
康
維
持
と
生
活
環
境
の
保
全

を
図
り
ま
す
。

〇
消
防
・
救
急

消
防
力
の
充
実
・
強
化
、
消
防
団
員

の
確
保
と
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
救
急
体
制
の
充
実
・
強
化
、
救
急

隊
員
の
確
保
・
養
成
に
努
め
ま
す
。

0
安
全
・
防
犯

交
通
安
全
施
設
の
充
実
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
、
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
、

交
通
安
全
運
動
協
力
団
体
の
活
動
強
化

な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
に
つ
い
て
は
、
防
犯
施

設
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の

防
犯
意
識
の
高
揚
や
民
間
協
力
団
体
の

活
動
な
ど
防
犯
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

〇
消
費
者
保
護

消
費
者
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
消
費
者
生
活
相
談
体
制
を
充
実

し
ま
す
。

平成 7 年 5 月 10 日（水）



健
や
か
で
ふ
れ
あ
い
と

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

I

健
康
•
福
祉
の
向
上
ー

〇
健
康
づ
く
り

食
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
関
連
情
報
の
提
供
お
よ
び
地
域

健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

〇
保
健
予
防

保
健
相
談
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
訪
問
保
健
婦
の
設
置
に
よ
る
訪
問

活
動
や
健
康
診
断
の
充
実
な
ら
び
に
リ

ハ
ビ
リ
活
動
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
母
子
保
健
対
策
や
疾
病
予
防

対
策
を
充
実
し
ま
す
。

〇
医
療
体
制

地
区
医
師
会
等
の
協
力
の
も
と
に
•

夜
間
・
休
日
診
療
体
制
の
充
実
お
よ
び

救
急
医
療
体
制
の
整
備
拡
充
を
推
進
し

ま
す
。

0
地
域
福
祉

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
活
動
支
援
を

図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
自
主
的
な
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
と
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

0
高
齢
者
福
祉

老
人
保
健
福
祉
計
画
を
着
実
に
推
進

し
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
社

会
の
な
か
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
諸
施
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
高
齢
者
か
楽
し
く
生
き
か
い
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
充
実
等
に
よ
り
生
き
が
い

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

〇
児
童
福
祉

保
育
園
を
統
廃
合
し
、
児
童
が
心
身

と
も
に
健
全
に
育
成
さ
れ
る
た
め
の
体

制
づ
く
り
と
、
保
育
内
容
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
統
廃
合
後
の
跡
地
利

用
計
画
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
な
遊
び
場
の
確
保
等
児

童
福
祉
施
設
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

0
田
子
・
寡
婦
・
父
子
福
祉

心
身
と
も
に
健
康
で
安
定
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
相
談
指
導
の
充
実
や

福
祉
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

〇
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉

在
宅
福
祉
の
充
実
や
施
設
の
整
備
な

ど
諸
施
策
の
展
開
に
努
め
る
と
と
も
に
、

早
期
治
療
や
療
育
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

0
社
会
保
障

〇
幼
児
教
育

幼
稚
園
を
統
廃
合
し
、
幼
児
教
育
内

容
の
改
善
・
充
実
お
よ
び
運
営
の
効
率

化
を
進
め
る
と
と
も
に
新
し
い
就
園
体

制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
統
廃

合
後
の
跡
地
利
用
計
画
を
検
討
し
ま
す
。

0
小
学
校
教
育

良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

教
育
施
設
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
心
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を

目
指
し
た
教
育
を
行
い
、
国
際
理
解
教

育
、
福
祉
教
育
、
環
境
教
育
、
郷
土
教

育
等
を
推
進
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
各
種
医
療
制
度

の
給
付
の
平
等
を
実
現
す
る
た
め
医
療

保
険
制
度
の
一
元
化
の
推
進
な
ど
給
付

の
改
善
、
財
政
の
健
全
化
、
医
療
費
の

適
正
化
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
受
給
権
確
保
の
た
め

制
度
の
普
及
・
啓
発
、
加
入
の
促
進
、

無
年
金
者
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

老
人
医
療
•
福
祉
医
療
は
、
老
人
医

療
費
制
度
の
充
実
、
福
祉
医
療
費
支
給

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
対

し
て
は
適
切
な
処
理
・
処
遇
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
相
談
指
導
体
制
を
充
実

し
ま
す
。

感
性
と
創
造
性
を
育
み

多
彩
な
文
化
が
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

ー
教
育
文
化
の
向
上

0
中
学
校
教
育

知
•
徳
・
体
の
調
和
の
あ
る
人
間
形

成
を
基
調
と
し
、
国
際
化
に
伴
う
教
育

指
導
体
制
づ
く
り
や
情
報
機
器
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
す

る
た
め
教
育
施
設
の
整
備
・
充
実
を
図

り
ま
す
。

0
学
校
結
〈
良
・
学
校
保
健

共
同
調
理
方
式
（
セ
ン
タ
ー
方
式
）

に
よ
る
完
全
給
食
を
導
入
し
、
運
営
の

効
率
化
と
給
食
内
容
の
改
善
を
図
り
ま

す
。ま

た
、

健
康
診
断
等
学
校
保
健
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

0
生
涯
学
習

生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
、
学
習

情
報
提
供
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
生

涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
文
化
施
設
等
の

整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯

学
習
指
導
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
の
育
成

．
援
助
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
の
各

種
教
室
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

0
青
少
年
健
全
育
成

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
や
地
区
活

動
の
充
実
を
進
め
、
青
少
年
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
、
青
少
年
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク

ル
の
育
成
援
助
等
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
体
験
学
習
、
子
ど
も
会
活
動

等
の
社
会
参
加
の
推
進
左
図
り
ま
す
。

0
生
涯
ス
ポ
—
ツ

住
民
一
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
、
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
と

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
団
体
の
育
成
・
強
化
を
図
り
、
各
種

大
会
の
開
催
な
ど
に
努
め
ま
す
。

0
文
化
活
動

文
化
施
設
の
整
備
・
充
実
を
図
り
、

住
民
の
自
主
的
・
創
造
的
な
芸
術
・
文

化
活
動
の
育
成
・
支
援
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
芸
能
と
後
継
者
の
育
成

に
も
傾
注
し
、
歴
史
や
文
化
の
伝
承
・

活
用
に
努
め
ま
す
。

平成 7 年 5 月 10 日（水） (4) 



〇
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
を
促
進
し
、
ほ
場

整
備
等
に
よ
り
生
産
の
拡
大
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
農
業
公
社
設
立
に
よ
る

農
用
地
の
流
動
化
、
農
作
業
受
委
託
の

促
進
な
ど
を
進
め
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
用
地
の
集
約
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
に
密
着
し
た
都
市
近

郊
型
農
業
や
観
光
型
農
業
の
振
興
を
図

り
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
促
進
し
ま

す
。

〇
商
業

商
店
の
集
積
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
図

る
た
め
、
朝
市
的
共
同
販
売
を
促
進
し
、

地
域
商
店
の
発
展
と
買
い
物
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
、
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
、
市
街
地

の
整
備
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
併
せ
て
、

本
村
の
中
心
地
と
し
て
の
魅
力
あ
る
商

店
街
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

0
工
業

土
地
の
有
効
利
用
と
環
境
保
全
を
基

本
に
計
画
的
工
業
立
地
に
努
め
、
生
産

性
が
高
く
若
年
労
働
力
の
定
着
が
可
能

な
工
業
の
立
地
を
目
標
に
、
地
元
企
業

ヘ
波
及
効
果
の
高
い
企
業
の
立
地
や
研

究
開
発
型
工
業
等
の
優
良
企
業
の
誘
致

な
ど
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業

等
の
近
代
化
の
た
め
の
指
導
・
助
成
・

0
国
際
交
流
•
国
内
交
流

国
際
的
な
感
覚
や
視
野
を
身
に
つ
け

0
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

自
治
会
活
動
等
の
地
域
住
民
の
自
主

的
な
活
動
を
よ
り
活
発
化
さ
せ
る
た
め
、

人
材
の
育
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

充
実
を
図
り
、
住
民
の
創
意
と
工
夫
を

生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
•

ま
た
、
地
区
の
祭
り
や
行
事
へ
の
支

援
を
図
り
、
住
民
相
互
の
交
流
活
動
を

促
進
し
ま
す
。

住
民
の
信
頼
と
連
帯
で
築
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

ー
行
政
基
盤
の
強
化
ー

〇
勤
労
者
行
政

勤
労
者
福
利
厚
生
の
向
上
の
施
策
を

創
意
と
工
夫
に
よ
る
地
域
に
調
和
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

ー
産
業
の
振
興
ー

0
観
光

自
然
や
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
香

り
高
い
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

新
し
い
観
光
資
源
や
観
光
産
業
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

充
実
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

た
住
民
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
住

民
の
海
外
体
験
交
流
な
ど
の
交
流
活
動

を
促
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
内
外
の

都
市
と
の
姉
妹
・
友
好
都
市
の
交
流
を

推
進
し
ま
す
。

0
行
政
組
織

良
好
な
居
住
環
境
や
文
化
基
盤
の
整

備
・
充
実
を
図
る
な
か
で
町
制
へ
の
移

行
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に

は
、
社
会
経
済
情
勢
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
、
自
治
体
規
模
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織

〇
財
政
運
営

自
主
財
源
を
積
極
的
に
捕
捉
す
る
と

を
確
立
す
る
た
め
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
人
事
管
理

の
適
正
化
、
職
員
研
修
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

0
行
政
運
営

事
務
処
理
の
合
理
化
と
効
率
化
を
進

め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
高
ま
る
行
政
需
要
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
応
え
る
た
め
庁
舎
の
整
備
拡

充
を
推
進
し
ま
す
。

と
も
に
、
経
費
配
分
の
適
正
化
・
効
率

化
に
努
め
、
健
全
で
弾
力
性
の
あ
る
財

源
構
造
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
財
務
会
計
電
算
化
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
推
進
し
、
財
政
運
営
の
近
代

化
を
図
り
ま
す
。

0
広
域
行
政

住
民
の
日
常
生
活
圏
や
社
会
経
済
圏

が
広
域
化
し
、
そ
れ
に
伴
う
行
政
需
要

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
市
町

村
と
連
携
を
密
に
し
て
、
広
域
行
政
体

制
を
推
進
し
ま
す
。

口
基準年次 目標年次

平成 2 年度 平成16年度

総 人 ロ （人） 10,390 15,000 

世 市曲 数 （世帯） 2,682 4,450 

一世帯当り人口（人） 3.87 3.37 

合計 5,414 7,800 

就業人口
第 1 次産業 946 468 

（人）
第 2 次産業 2,528 4,095 

第 3 次産業 1,940 3,237 

(5) 

制
度
融
資
等
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

（人ロ・世帯数の予測］
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りにお手伝いします
役員さん決まる

斗
合
田
区
橋
本
武
雄

下
江
黒
区
二
十
里
功

上
江
黒
区
江
森
幸
三

副
区
長

斗
合
田
区
砂
賀
柾
夫
（
再
）

下
江
黒
区
多
田
邦
雄
（
新
）

上
江
黒
区
田
口
辰
（
新
）

千
津
井
区
野
本
和
市
（
新
）

江
口
区
蜜
井
奎
二
（
再
）

田
島
区
新
井
幹
一
（
再
）

南
大
島
区
本
澤
萬
古
（
再
）

新
里
区
野
本
長
松
（
再
）

中
谷
区
内
山
勇
三
郎
（
再
）

梅
原
区
吉
永
茂
（
新
）

川
俣
区
福
田
達
雄
（
新
）

須
賀
区
田
口
稔
（
新
）

大
輪
区
村
田
清
吉
（
再
）

入
ケ
谷
区
蓮
見
典
四
郎
（
新
）

矢
島
区
渡
邊
和
夫
（
再
）

大
佐
貰
区
鯉
沼
忠
男
（
再
）

※
区
長
会
長
1
1

内
山
勇
三
郎
▽
副
会

長
1
1

村
田
清
吉
・
蜜
井
奎
二
▽
会
計

1
1

野
本
長
松

区

長
（
再
）

（
新
）

（
新
）

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
村
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
、
ご
協

力
い
た
だ
く
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
各
種
役
員
さ
ん

か
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
（
改
選
か
行
わ
れ
た
も
の
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
）
〔
文
中
、
敬
称
略
〕

衛
生
部
長

大矢入大須川梅中中新新南南田江千
佐ケ 大大津
貫島谷輪賀俣原谷谷里里島島島日井
区区区区区区区区区区区区区区区区

小
久
保
喜
美
雄

岡
田
清

日
比
野
清

島
田
親
司

島
田
晃
元

小
田
木
正
弘

野
村
文
雄

坂
上
八
十
一

小
林
健

立
川
｛
貰

塩
谷
幾
雄

落
合
明
祐

松
本
芳
雄

金
子
竹
雄

清
水
正
夫

石
村
一
雄

蓮
見
芳
久
（
斗
合
田
）
再

中
村
功
（
下
江
黒
）
新

出
井
銀
一
（
上
江
黒
）
再

山
岸
幸
雄
（
千
津
井
）
新

今
成
隆
宥
（
江
口
）
新

小
菅
守
夫
（
田
島
）
新

岡
安
貞
一
（
南
大
島
）
新

小
泉
行
雄
（
新
里
）
再

西
郡
喜
男
（
中
谷
）
新

恩
田
悦
明
（
梅
原
）
再

藤
倉
玉
治
（
川
俣
）
新

澁
澤
昭
（
須
賀
）
新

松
本
仲
司
（
大
輪
）
新

金
子
拘
五
（
入
ケ
谷
）
再

泉
田
嘉
一
郎
（
矢
島
）
再

石
村
美
喜
雄
（
大
佐
貰
）
再

※
衛
生
協
力
会
長
1
1

澁
澤
昭
▽
副
会

長
1
1

今
成
隆
宥
・
恩
田
悦
明

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

折田提村神荻清清豊―野奈新小増川橋
原中箸田谷野水水蔵村良井久田辺本

保
秀正劫達高昌栄好 武嘉児 富幸文
明男美男幸男司生隆次夫口勝夫泰次

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

（
大
輪
）

（
入
ケ
谷
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貰
）

関
口
健
一
（
梅
原
）
再

機
村
高
久
（
斗
合
田
）
再

薗
田
一
雄
（
大
佐
貫
）
再

木
村
包
（
田
島
）
再

本
澤
恒
夫
（
南
大
島
）
再

須
永
栄
治
（
矢
島
）
新

小
平
久
喜
（
新
里
）
新

野
本
貴
義
（
千
津
井
）
新

早
川
顕
（
大
輪
）
新

※
交
通
指
導
員
隊
長
1
1

関
口
健
一
▽

副
隊
長
1
1

機
村
高
久
・
薗
田
一
雄

子
と
も
会
育
成
会
長

交
通
指
導
員

衛
生
副
部
長

再再再新新再再新新新新新新再新再

作長※折泉金吉青石吉坂佐穀増今中荒篠阿
• II 子原田子本木原田上藤澤田成島川原部
石佐ど 太 慎
原藤も充憲 美賢康 津元 新慎 克幹海
康元会男一滋也一男茂美久忠古治勝己男作
男久育
▽成

副団＾ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 会体大矢入大須川梅中新南田江千上下斗
長連佐ケ 大 津江江合

II 絡貫島谷輪賀俣原谷里島島口井黒黒田
阿協――――――――――――――――

餅議
凋会新新新新新新新新再再新新新新新再

兵庫隈南部地震災害義援金

日本赤十字社明和村分区で 4 月 1 日から 4

月 30 日までに受け付けした募金は、次のとお

りでした。

◎役場住民課、福祉課窓口分 2,074円

4 月 30 日現在累計 8,225,850円

ご協力ありがとうこざいましだ。

平成 7 年 5 月 10 日（水）
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辞令交付式

明るい村づく
新しい

圏
本
部
▽
団
長
関
口
章
夫

団
長
今
成
隆
、
島
田
高
志

I
l
l
第
一
分
団
▽
分
団
長
篠
原
和
浩

明
和
消
防
団

• 

▽
副

四
月
二
日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
明

和
消
防
団
辞
令
交
付
式
か
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
、
二
十
八
人
の
新
団
員
と
十

四
人
の
昇
格
団
員
に
関
口
団
長
か
ら
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
団
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
副
分
団
長
奥
澤
健
司
▽
①
班
長

荒
川
雅
男
▽
①
団
員
菌
部
哲
也
、

町
田
敏
雄
、
橋
本
俊
幸
、
多
田
賢
司
、

多
田
克
己
、
丸
山
裕
広
、
鈴
木
公
明
、

中
村
克
己
、
原
島
文
章
、
川
邊
博
、
飯

島
淳
、
佐
々
木
秀
之
、
木
村
康
弘

▽
②
班
長
小
林
功
一
▽
②
団
員

小
林
勉
、
関
口
武
、
新
井
師
夫
、
田
部

井
猛
、
澁
谷
功
、
新
井
正
彦
、
山
岸
信

行
、
荒
井
克
明
、
奈
良
吉
伯
、
奥
澤
延

行
、
野
中
忠
之
、
清
水
武
、
大
川
博
司

0
第
二
分
団
▽
分
団
長
本
澤
好
美

▽
副
分
団
長
東
充
▽
①
班
長

須
永
利
之
▽
①
団
員
本
澤
稚
樹
、

唐
沢
浩
一
、
小
久
保
博
史
、
帆
足
勝
美
、

本
島
春
彦
、
内
山
恵
司
、
栗
原
正
幸
、

島
田
重
男
、
菅
野
康
雄
、
蓮
見
和
正
、

小
松
原
豊
久
、
栗
原
淳
、
小
松
原
賢
一

▽
②
班
長
山
形
和
良
▽
②
団
員

浅
見
修
、
野
村
彦
文
、
古
屋
只
彦
、
島

田
英
紀
、
西
郡
孝
夫
、
始
澤
勇
夫
、
山

野
井
幸
男
、
松
岡
勇
悦
、
吉
永
知
博
、

西
野
彰
一
、
加
藤
浩
士
、
恩
田
浩
行
、

石
村
和
彦

〇
第
三
分
団
▽
分
団
長
篠
木
好
一

郎
▽
副
分
団
長
松
本
孝
生
▽
①

班
長
野
本
哲
男
▽
①
団
員
原
口

昇
、
松
本
誠
、
村
田
真
、
松
本
敏
幸
、

斎
藤
剛
直
、
島
田
忠
幸
、
荻
野
正
志
、

高
木
一
義
、
石
崎
雅
一
、
渡
邊
千
拾
、

田
口
博
文
、
戸
ケ
崎
良
幸
、
原
口
崇

▽
②
班
長
清
水
一
雄
▽
②
団
員

石
川
功
、
大
津
信
裕
、
篠
木
孝
夫
、
篠

木
英
治
、
大
津
郁
雄
、
大
津
恵
一
、
石

新
団
員
2
8人
に
辞
令
交
付

県
政
モ

村
一
久
、

田
俊
雄
、

口
明
利

一
一

須
藤
久
雄
、

秋
野
一
正
、

タ
ー

婦
人
消
防
隊

蒼
婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会

▽
隊
長
金
子
茂
子
▽
副
隊
長

崎
京
子
、
高
橋
三
重
子
▽
書
記

元
け
い
子
▽
会
計
奈
良
明
子

〇
地
区
隊
長

▽
斗
合
田
常
見
利
代
▽
下
江
黒

関
日
節
子
▽
上
江
黒
砂
賀
光
子

▽
千
津
井
中
田
房
枝
▽
江
口
今

成
千
代
子
▽
田
島
奈
良
明
子
▽

南
大
島
森
尻
ト
キ
子
▽
新
里
角

田
せ
つ
子
▽
中
谷
五
月
女
元
子

▽
梅
原
黒
澤
美
代
子
▽
川
俣
落

合
芳
子
▽
須
賀
根
岸
文
子
▽
大

輪
村
田
ヨ
シ
江
▽
入
ケ
谷
盛
と

み
子
▽
矢
島
大
津
花
子
▽
大
佐

貫
岩
元
け
い
子
〔
敬
称
略
〕

県
で
は
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
平
成
七
年
度
、
本
村

で
は
次
の
二
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
県
政
モ
ニ
タ
ー
ヘ
お
話
し
く

だ
さ
い
。
〔
敬
称
略
〕

島
田
幸
子
（
南
大
島
）

C
闘
3
2
8
2

荒
川
春
子
（
須
賀
）

C
闘
2
2
5
7

岩峯

篠
木
加
仁
、
泉

蓮
見
朋
治
、
田

〔
敬
称
略
〕

村
で
は
『
運
転
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
「
ま
あ
い
い
か
」
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

▽
期
間

5

月
1
1日

1
2
0日

▽
運
動
の
重
点

0
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

時
速
二
十
キ
ロ
の
衝
突
で
の
衝

撃
は
、
体
重
の
六
ー
十
五
倍
に
な

り
ま
す
。
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

0
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

道
路
の
正
し
い
横
断
の
仕
方
な

ど
を
子
ど
も
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国

交
通
安
全
運
動

(7) 

荒川春子さん 島田幸子さん

平成 7 年 5 月 10 日（水）
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鋤（すき）入の儀を行う斎藤村長

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て

平
成
四
年
度
に
多
目
的
広
場
、
平
成
五

年
度
に
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
芝
生
広
場
な
ど
の

施
設
が
整
備
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
層

の
村
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事
業
の
基
本
計

画
で
は
約
ニ
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広

場
の
中
に
こ
れ
ら
の
施
設
の
他
、
文
化

活
動
•
生
涯
学
習
・
研
修
の
場
と
し
て

の
機
能
を
備
え
た
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
の
建
設
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。こ

の
施
設
の
建
設
は
、
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
推
進
委
員
会
で
決
定
し
、
三
月

の
村
議
会
で
可
決
承
認
さ
れ
、
四
月
二

十
六
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
完
成
は
平
成
八
年
三
月
の
予

定
で
す
。

次
代
を
担
う
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し

◇
構

造

◇
所
在
地 施
設
の
概
要

0
七
―
―
-
_
-

南
大
島
一
、

他鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

三
階
建

◇
延
床
面
積
三
、

0
九
六
・
七
二
面

◇
建
物
用
途

多
目
的
ホ
ー
ル
（
固
定
席
五
六
九
席
、

障
害
者
用
三
席
合
計
五
七
二
席
）

図
書
館
（
蔵
書
数
四
五
、
0
0
0
冊
）

研
修
室
二
室

歴
史
展
示
資
料
コ
ー
ナ
ー

産
業
展
示
コ
ー
ナ
ー

◇
事
業
費
建
設
工
事
費
の
う
ち
建
築

・
電
気
・
機
械
工
事
費

―
二
億
六
八
、
九
六0
千
円

て
大
き
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

回
村
議
会
臨
時
会

平
成
七
年
第
一
回
村
議
会
臨
時
会
か
三
月
二
十
八
日
（
会

期
一
日
）
開
か
れ
、
三
議
案
（
村
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
建

設
工
事
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

工
事
に
応
じ
て
建
設
業
者
各
八
社
に

よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
次
の

三
社
と
建
設
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

▽
建
築
工
事

〇
契
約
金
額
九
億
二
七
、

O
O
O

千
円
（
消
費
税
含
む
）

〇
契
約
の
相
手
方
荒
井
•
河
本
明

和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
建
設

工
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
明
和
村
大
字
大
佐
貫
六

八
七
番
地

荒
井
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
荒
井
清

〇
契
約
の
方
法
指
名
競
争
入
札
に

よ
る
契
約

▽
電
気
設
備
工
事

〇
契
約
金
額
一
億

0
八
、

千
円
（
消
費
税
含
む
）

〇
契
約
の
相
手
方
前
橋
市
古
市
町

二
―
五
番
地
六

株
式
会
社
関
電
工
群
馬
支
店

支
店
長
中
川
康
彦

〇
契
約
の
方
法
指
名
競
争
入
札
に

よ
る
契
約

▽
機
械
設
備
工
事

〇
契
約
金
額
二
億
―
二
三
、
八
一
〇

千
円
（
消
費
税
含
む
）

〇
契
約
の
相
手
方
高
崎
市
飯
塚
町

一
、
一
七
四
番
地
五

藤
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社取
締
役
社
長

〇
契
約
の
方
法

よ
る
契
約

藤
田
登

指
名
競
争
入
札
に

一
五
〇

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

建
設
工
事
請
負
契
約
締
結

第
一

平成 7 年 5 月 10 日（水） (8) 



〔ふるさと産業文化館の完成予想図〕
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置 図〕
N
4

丁

口
多 目 的 広 場

ふるさと産業文化館
B&G財団

咀和洒洋センター

老人福祉センタ― l

咀和駐在所

口テイサービスセンター

左から関根収一君、小林志津子さん、岡浩美さん

(9) 

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
目

標
利
用
者
数
六
万
二
千
人
を
四
月
六
日

困
午
後
一
時
五
十
分
、
つ
い
に
突
破
し

ま
し
た
。

六
万
二
千
人
目
の
利
用
者
と
な
っ
た

の
は
、
羽
生
市
の
小
林
志
津
子
さ
ん
翻
゜

前
後
賞
二
人
は
、
小
林
さ
ん
の
孫
の
岡

浩
美
さ
ん
⑯
と
中
谷
の
関
根
収
一
君
⑬

で
し
た
。
三
人
の
方
に
は
斎
藤
村
長
か

ら
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
「
今
日
は
久
し
ぶ
り
に

来
て
、
六
万
二
千
人
目
な
ん
て
本
当
に

偶
然
で
す
ね
。
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

人
が
毎
日
米
て
い
る
の
か
と
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
」
と
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

岡
さ
ん
は
「
ま
だ
若
い
の
で
、
こ
の
よ

う
な
賞
を
と
っ
て
し
ま
う
と
、
あ
と
あ

と
良
い
事
が
な
さ
そ
う
な
の
で
前
で
良

か
っ
た
か
な
」
と
少
し
テ
レ
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
関
根
君
は
「
久

し
ぶ
り
に
来
て
、
六
万
二
千
一
人
目
と

い
う
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一

年
前
に
ス
イ
ミ
ン
グ
を
習
っ
て
い
て
泳

ぎ
を
忘
れ
た
く
な
い
の
で
利
用
し
て
い

ま
す
」
と
口
数
少
な
い
な
が
ら
、
今
の

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
の
温

水
プ
ー
ル
五
十
一
施
設
の
中
で
、
利
用

者
数
が
常
に
上
位
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
方
か
利
用
し
て
く
だ
さ
る
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
が
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

六
二
、
0
0
0
人
達
成

平成 7 年 5 月 10 日（水）



“次はぼくが呼ばれるのかな”

胸ドキドキの西小 1 年生

桜
の
花
が
満
開
に
な
っ
た
四
月
十
日
、

東
・
西
の
小
学
校
で
は
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
東
小
四
十
七
人
、
西
小
八

十
一
人
の
新
入
学
生
は
‘
ち
ょ
っ
ぴ
り

大
き
く
感
じ
ら
れ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
い
元
気
に
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

西
小
で
は
、
六
年
生
の
お
姉
さ
ん
に

手
を
ひ
か
れ
た
一
年
生
が
、
大
き
な
拍

手
に
迎
え
ら
れ
て
入
場
し
ま
し
た
。
関

根
校
長
先
生
は
「
み
な
さ
ん
に
『
元
気

ス希い紙団 メ生な荒とにレ・
夕望ま芝に式ッに事添話育ゼや
）にし居よ典セ相で鉄さつンる
卜胸たをる終 l 談も也れよ卜気
しを゜ー交了ジし困君まうし・
ま膨最年通後かてつかしにま勇
しら後生安‘贈くたらた頑す気
たまにら全交らだ時は゜張゜匡
゜せ記し教通れさは→まつ三の
t｀念＜室安まい‘どたてつ三
卓臆真か‘全しヒ僕ん‘くのつ
校彩剣開教たとたな六だ種の
生差にか育゜激ちに年さか種
活汀見れ講 励上小生い立を
か、て‘師 の級さのヒ派プ

ク、全パジゞシベテYシバテゞシ～＞Yへ/°‘久ノで入こツ～～＾公

お姉さんに手をひかれて教室へ
^‘~/ 

4 月から新しくできた明

和駐在所勤務となりました。

建物は、白を基調に洋館風

をイメージしてあり、 2 人

制駐在所として機動力の強

化も図りました。地域のみ

なさんに信頼され、親しま

れるように一生懸命頑張り

たいと思いますので、よろ

しくお願いします。

あ巡りさん力らのメッセ＿ジ

新井巡森

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

牛木巡査部長

お
友
達
い
っ
ぱ
い
つ
く
る
冷

I
.

ピ
カ
ピ
カ

一
年
生

明和駐在所では、新たに

住民の方々に利用していた

だくためにコミュニティル

ームを設けました。住民の

方々が駐在所に立寄って遠

慮のない意見を述べていた

だけたら、その意見を地域

安全活動に反映させていき

たいと考えておりますので

よろしくお願いします。

ャ
｀

. 
`

'

r

 

三

新設された明和駐在所

館
林
警
察
署
明
和
駐
在
所
の
開
所
式

か
四
月
十
四
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
北
側

の
同
駐
在
所
で
同
署
員
や
、
村
長
、
議

長
、
地
権
者
な
ど
関
係
者
一
二
十
人
余
り

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
ま
ず
、
明
和
村
、
地
権
者
（
小

松
原
義
夫
さ
ん
、
蓮
見
清
さ
ん
）
、
荒
井

建
設
株
式
会
社
へ
感
謝
状
か
贈
呈
さ
れ
、

春
原
館
林
警
察
署
長
の
式
辞
で
は
、
「
新

し
い
駐
在
所
の
完
成
を
機
に
、
地
域
住

民
か
平
穏
で
安
全
な
生
活
か
確
保
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
斎
藤
村
長
か
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
建
物
概
要
説
明
、
さ
ら
に
牛
木

弘
二
巡
査
部
長
（
所
長
）
と
新
井
進
一

巡
査
（
所
員
）
の
勤
務
員
か
紹
介
さ
れ

式
は
終
了
し
ま
し
た
。

◇
所
在
地
明
和
村
大
字
南
大
島
一
、

―
―
ニ
ー
一

6
闘
2
2
0
0

明
和
駐
在
所

開
所
式
行
わ
れ
る

平成 7 年 5 月 10 日（水） (10) 



/ 
ん
／

学
校
遍
五
日
制
で

ス
ポ
ー
ツ
t
楽
し
む

明和西少年

野球クラブ

第
二
十
回
県
選
抜
少
年
野
球
大
会
は

二
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
六
日
ま
で
、

県
営
敷
島
球
場
で
熱
戦
か
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

邑
楽
郡
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
明

和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
代
表
者
・
石

田
清
美
さ
ん
、
監
督
・
田
中
実
さ
ん
）

は
機
動
力
を
生
か
し
た
堅
実
な
攻
め
で
、

金
島
コ
ン
ド
ル
（
渋
川
・
北
群
馬
）
を

接
戦
の
末
6
対
5
で
下
し
、
初
の
ベ
ス

ト
四
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
準
決
勝
で

は
、
大
類
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
ズ
（
高
崎
）

に
5
対
6
で
惜
し
く
も
敗
れ
、
三
位
決

定
戦
の
結
果
、
健
闘
む
な
し
く
四
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
今
後
の
少
年
た
ち
の

活
躍
を
祈
り
ま
す
。

．
ん
．
久
｀

パークゴルフを楽しむ小学生

^‘ 

学
校
週
五
日
制
の
月
二
回
実
施
に
伴

い
、
初
め
て
第
四
土
曜
日
が
休
日
と
な

っ
た
四
月
二
十
二
日
、
ふ
る
さ
と
の
広

場
や
社
会
体
育
館
で
体
育
指
導
員
に
よ

る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
が
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
社
会
体
育
館
で
は
、
午

前
中
子
ど
も
た
ち
に
無
料
開
放
し
卓
球

な
ど
が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で

は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
指
導
が
あ
り
、
芝

生
の
上
で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
て

楽
し
そ
う
で
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
「
土
曜
日

の
休
み
が
増
え
て
う
れ
し
い
、
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

村
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が

ク
リ
ー
、

Z
作
戦
展
開

正
し
い

清掃に汗を流す参加者

自
転
車
の
乗
り
方
教
室

四
月
二
十
日
、
中
学
一
年
生
百
二
十

八
人
を
対
象
に
、
「
自
転
車
の
正
し
い
乗

り
方
教
室
」
が
明
和
中
学
校
周
辺
の
道

一
路
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

―
こ
れ
は
、
車
社
会
の
一
員
と
し
て
生

一
徒
た
ち
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
、
運
転

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

ー
館
林
警
察
署
、
村
交
通
指
導
員
の
協
力

―
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
交
差
点
で

^
9

の
左
右
の
確
認
な
ど
、
具
体
的
な
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ

く
守
っ
て
、
事
故
の
な
い
楽
し
い
中
学

校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

四
月
十
六
日
早
朝
、
利
根
川
総
合
運

動
場
を
中
心
に
河
川
敷
ク
リ
ー
ン
作
戦

が
、
村
体
育
施
設
利
用
団
体
協
議
会
の

人
た
ち
お
よ
そ
二
百
五
十
人
に
よ
っ
て

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
例
年
、
建

設
省
な
ど
が
提
唱
し
て
い
る
「
河
川
美

化
運
動
」
に
合
わ
せ
て
同
団
体
が
自
主

的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ゴ
ミ
袋
や
ス
コ
ッ
プ
片
手
に
側
溝
や

繁
み
の
中
の
空
缶
、
空
び
ん
、
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
、
ま
た
、
護
岸
に

積
も
っ
た
砂
な
ど
を
ス
コ
ッ
プ
で
取
り

除
き
、
一
時
間
ほ
ど
汗
を
流
し
ま
し
た
。

日
曜
日
と
い
う
こ
と
で
子
ど
も
連
れ

も
多
く
参
加
し
、
拾
い
集
め
た
ゴ
ミ
の

多
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

河
川
敷
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と
り
が

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

゜

、
つ

指導を受けている生徒

(11) 平成 7 年 5 月 10 日（水）



植木生産組

村に100万円寄付

合

：ロニ：：ロ
寄付金を手渡す野本伊勢松さん

平
成
七
年
四
月
一
日
付
け
で
鯉
沼
哲

雄
さ
ん
（
大
佐
貫
）
が
、
総
務
庁
長
官
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
、
日
頃
、
国
道
・
国
税

郵
便
等
国
の
業
務
、
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
が
国
か
ら
委
任
や
補
助
を
受
け
て

八
四
ー
ニ
四
七
三

鯉沼哲雄さん

行
っ
て
い
る
国
民
年
金
•
生
活
保
護
・

土
地
改
良
事
業
等
の
業
務
、
な
ら
び
に

特
殊
法
人
(
J
R

や
N
T
T

な
ど
）
の

業
務
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
は
困
っ
た
、
何

と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
悩
ん
で

い
る
こ
と
や
、
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」
と

い
う
よ
う
な
苦
情
・
要
望
・
意
見
か
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

、
。
し

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

〔
連
絡
先
〕

◇
住
所
明
和
村
大
字
大
佐
貫
二
九
五

|

-
◇
電
話

鯉
沼
哲

雄
さ
ん

行
政
相
談
委

員
に

東
京
都
内
の
地
下
鉄
電
車
内

で
毒
ガ
ス
事
件
が
発
生
し
、
多

数
の
死
傷
者
が
で
ま
し
た
。
類

似
事
件
か
予
想
さ
れ
ま
す
か
ら

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〇
毒
ガ
ス
（
サ
リ
ン
）
の
特
徴

1
1

無
味
無
臭
・
気
化
し
や
す

い
・
呼
吸
器
系
、
目
の
粘
膜
、

皮
膚
か
ら
も
吸
収
さ
れ
る
・

空
気
よ
り
も
重
い

®
症
状
1
1

吐
き
気
が
す
る
・
咳

こ
む
・
目
か
か
す
む
・
目
の

前
か
暗
く
な
る
・
視
野
か
狭

く
な
る
・
目
の
瞳
孔
が
縮
む

・
ロ
か
ら
泡
を
吹
き
鼻
血
が

出
る
こ
と
が
あ
る
・
筋
肉
か

麻
ひ
し
呼
吸
困
難
と
な
る

※
不
審
な
物
を
置
い
た
人
を
見

た
ら
0

人
相
・
着
衣
・
使
用
車

両
（
ナ
ン
バ
ー
）
を
メ
モ
し
館

林
警
察
署
6
⑮
o
1
1
0
へ
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〔4
月
1
日
付

▽
篠

〔
転
出
〕

▽
武
井
和
夫
（
館
林
消
防
署
）

崎
浩
之
（
館
林
消
防
署
）

〔
退
職
〕
（3
月
3
1
日
付
）

▽
鈴
木
正
明
（
明
和
分
署
長
）

〔
転
入
〕

▽
岩
上
慎
啓
・
明
和
分
署
長
（
館
林

消
防
本
部
）
▽
野
村
文
男
（
館
林
消
防

署
） 言ガス被害防止と事件情報提供（こご協力を］

敬
称
略
〕

明
和
分
署
職
員

人
事
異
動

第6回シートベルト着用推進

キャンペーンクイズ

最近、シートベルトを締めずに車に乗る人が増えてい

ますか、これは大変危険なことです。平成 6 年に自動車

乗車中に事故にあって亡くなった人の約 7 割は、シート

ベルトを着用していませんでした。シートベルトをきち

んと締めていれば、数多くの人の命か助かったといえる

のです。

次のクイズの答えを考えてください。このクイズを通

してシートベルトの必要性とその効果について、ご家族

の皆さんで話し合い、ふるってご応募ください。

問 1 ．平成 6 年中における全国の自動車乗車中の死者の

うち、シートベルトをしていなかった人の割合は次

のうちどれでしょうか。

( 23.7% 

( 50.0% 

( 74.4% 

問 2. シートベルト非着用の違反をしていた場合、次の

免許更新時に優良運転者に対して与えられる「ゴー

ルド免許」はもらえますか。

① もらえない

② 1 回の違反であればもらえる

③ 何回違反してももらえる

問 3. 小学校に入学する前の子どもが車に乗るとき、

次のうち最も安全なのはどれでしょうか。

① 大人のひざの上にだっこする

② チャイルドシートを使用する

③ そのまますわる

◇賞品 A賞 電動アシストサイクル 10名

B 賞 テレビデオ 20名

C 賞 ミニコンポ 20名

◇応募方法 官製ハガキに、希望の賞品名、クイズの

答え、住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を

明記のうえ、

〒106 東京都港区西麻布3-24-20

（財）日本交通安全教育普及協会「シートベルトクイズ」

F係までお送りください。

◇応募期間平成 7 年 4 月 15 日～ 6 月 15 日

有効）

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせてい

ただきます。

（当日消印

平成 7 年 5 月 10 日（水） (12) 



村
体
育
協
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

次
の
方
々
が
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献

さ
れ
た
方
々
で
す
。
〔
敬
称
略
〕

〔
協
会
長
表
彰
〕
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1
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東
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一
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田
純
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⑪
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上
江
黒
1
1

第
4
0
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日
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中
学
校
通
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陸
上
競
技
全
国
大
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百
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一
位
•
第
2
2
回
関
東
大
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百
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四
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第
4
0
回
群
馬
県
総
合
体
育
大
会
陸

上
競
技
大
会
百
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一
位

▽
森
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・
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江
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馬
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合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
走

高
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一
位
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第
2
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回
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ュ
ニ
ア
オ
リ
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ピ
ッ
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陸
上
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技
大
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走
高
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二
位
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木
島
剛
一
⑬
・
梅
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1
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第
4
0
回
全
日

本
中
学
校
通
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陸
上
競
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全
国
大
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走
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回
事
業
所
・
壮
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

合
併
4
0
周
年
記
念

第
3
7回
村
民
野
球
大
会

参
加
チ
—
ム
募
集

◇
期
日
6
月
4
日
⑪

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
村
内
在
住
、
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
料
無
料

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

2
5
日
困
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ

（
九
チ
ー
ム
参
加
）

新
里
・
田
島
ソ
フ
ト

や
ま
う
ソ
フ
ト
部

日
東
製
器
杓

役
場
職
員
ク
ラ
ブ

5

月

高
跳
一
位

▽
荒
木
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教
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大
輪
1
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第
4
9
回
国
民

体
育
大
会
競
泳
百
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自
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形
三
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•
第

1
7
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全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
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季
水
泳
競
技
大
会
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自
由
形
三
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▽
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達
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・
南
大
島
1
1

平
成
六
年

度
全
日
本
学
生
選
手
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レ
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リ
ン
グ
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8
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級
優
勝
・
第
4
9
回
国
民
体
育
大
会

（
秋
季
大
会
）
レ
ス
リ
ン
グ
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g
級
優
勝

〔
協
会
長
感
謝
状
〕

▽
藤
野
清
吉
罰
・
川
俣
1
1

村
体
育
協
会

常
任
理
事
お
よ
び
理
事
四
年

多く含む食品

レパー、ニンジン、ウナギのか
ば焼き、春菊、ニラ、ホウレン
草チーズ、鶏卵など

三準優
優

位勝勝

峯
崎
マ
ツ
子

吉
永
廣
次

柿
沼
け
さ
子

欠乏症

皮膚・粘膜の乾燥、ニキピ、夜
盲症、暗II廊も低下、消化吸収能
カの低下など

(13) 

交

流：、

[ :]アロ左から吉永廣次さん、蓬崎マツ子さん、柿沼けさ子さん ¥........I Z工 ヱエ イ憂勝：した「奈斤里・田島ソフト」チーム
吟姦参奈令姦参：各参姦参姦苓奈参奈参奈ぅ菜珍姦参姦苓姦参奈参姦参：、を参姦苓奈苓姦参奈参：各参姦ぢ姦参姦参姦苓奈参姦参奈参姦参姦参姦咲各ぢ姦参姦参姦参奈ぅ累翁：各吟奈参奈参姦参奈奇冬谷奈苓姦ぅ累翁姦参姦

●ビタミンAを多く含む食品 めに粘まとくと チどビチバ ビ 咋忍＾＾ー一心
ビも膜す暗関呼ビンにタノ 1ヽビタ
夕深や゜がわば夕 L 多ミ l タミ
ミ＜皮もりつれミにくンルウミン
ン関膚うにて‘ン分含 AL ナン A
A わのひ目お私 A けまにとキ｀ A の
がつ表とがりたはられ変‘；はは
不て面つ対‘ち-,れるわ体—‘だ
足いをの応この目ま植る内っ動ら
すま保働でれ視のす物緑によ物き

虐内巴； ：累冨悶゜胃喜： ［悶
‘そるしく足能ミ -,野てる品
皮の成てなすにン カ菜か-, ^ 
膚た分‘りる深 L 口ならレレ

ニ
ン
ジ
ン
の
場
合
、
カ
ロ
チ
ン
の
吸
収
率
は
、
生
で

食
べ
る
と
ー
割
弱
煮
る
と3
割
に
な
リ
、
油
で
炒

め
る
と
5
1
7

割
も
吸
収
率
は
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

●カロチンは煮る·炒めるで
吸収率アップ

ハ
ロ
ー
健
康
⑱

が
乾
燥
し
て
カ
サ
カ
サ
し
た
り
、
体
内

の
呼
吸
器
系
の
枯
膜
が
細
菌
や
ウ
ィ
ル

ス
に
弱
く
風
邪
の
抵
抗
力
も
落
ち
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
A

の
上
手
な
摂
り
方

ビ
タ
ミ
ン

A
は
レ
チ
ノ
ー
ル
と
カ
ロ

チ
ン
と
で
半
々
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る

の
が
理
想
で
す
。
そ
し
て
、
効
率
よ
く

ビ
タ
ミ
ン

A

を
摂
取
す
る
に
は
、
良
質

の
た
ん
ぱ
く
質
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た

り
、
生
よ
り
煮
る
、
炒
め
る
な
ど
の
調

理
を
加
え
た
方
が
吸
収
率
は
高
ま
り
ま

す
。

平成 7 年 5 月 10 日（水）



くらしの相談
福祉事務所では、生活・法律など

の問題をかかえてお困りの方を対象

に、 くらしの相談を実施します。

◇ H 時＝ 5 月 29 日（月）午後 1 時～ 4 時

◇場所＝明和村老人福祉センター

◇相談内容＝福祉全般・法律問題

◇予約と問い合わせ先は、邑楽福祉

事務所生活福祉課合（73)2141へご連絡

ください。

求人説明会

事業主の皆さんへ

平成 8 年 3 月新規学校卒業者の採

用を予定している事業主の方々を対

象として開催されますので、ご出席

くださしヽ。

◇日時＝ 6 月 9 日（金）午後 1 時30分～

◇会場＝館林市文化会館

※詳しいことは、ハローワーク館林

合(75)8609へお問い合わせください。

子ともの相談は

児童相談所へ

児童相談所は、子どもたちの健や

かな成長と幸せをはかるため、児童

福祉法に基づいて設けられた専門の

相談機関です。

電話での相談、直接相談所に来所

しての相談、出張相談など相談の方

法はいろいろあります。相談はいっ

さい無料で、秘密は守られます。

※詳しくは、役場福祉課合(84)4926 ま

たは太田児童相談所合（31)3721へお問

い合わせください。

東毛わんばく教室

参加者募集

◇期日

0 第 1 回・・ 7 月 8 日（士）～ 9 日（日）

0 第 2 回… 9 月 9 日（士）～ 10 日（日）

◇会場＝県立東毛少年自然の家

◇対象者＝県内の小学 3 年生から 6

年生までの児童で、全 2 回出席で

きる人

◇募集人員＝ 80人

◇内容＝自然観察、野外活動など

◇参加費＝ 3,800円（食事代など）

◇申し込み方法＝ 6 月 3 日（士）までに

ハガキか FAXで申し込んでくだ

さい。希望者多数の場合は、抽選

で決定します。

※詳しくは、〒379-23新田郡藪塚本

町大字薮塚3657 県立東毛少年自然

の家合0277(78) 5666 FAX 0277 (78) 

7322へお問い合わせください。

調理師試験説明会
平成 7 年度群馬県調理師試験か 8

月 2 日（水）に実施されます。

受験を希望される方は、説明会に

出席してください。

◇ H 時＝ 5 月 17 日（水） 午前10時また

は午後 2 時

◇会場＝館林保健所 2 階大会議室

◇対象＝調理業務に 2 年以上従事し

た者で、受験を希望する者

◇内容＝願書用紙配布、調理師読本、

調理師試験問題集販売およ

び講習会の申し込み (10,000

円程度）、質疑応答

※詳しくは、館林保健所合（72)3230

へお問い合わせください。

新しい地震情報を
気象庁では、強い揺れを感じたと

きの地域名を用いた震度の発表など

新しい地震情報を提供することにな

りました。

◇震度速報…地震発生から約 2 分後

に、震度 3 以上の地域名を発表し

ます。

◇地震情報…震源の位置、地震の規

模（マグニチュード）、震度 3 以上

の地域名を発表します。

地震発生後しばらくしてから、

震度 1 以上の各観測点ごとの震度

も発表します。

※詳しいことは、前橋地方気象台合

0272(31)1404へお問い合わせくださ

し、

゜

高山温泉の湯に
入りませんか

群馬県高山温泉の湯が（杓東京電力

館林営業所のご好意により、老人福

祉センターにプレゼントされます。

これは、「TEPCO あなたの声キ

ャンペーン」によるものです。どう

ぞ皆さん、お越しください。

◇日時＝ 5 月 26 日（金）午前 10時～

◇場所＝明和村老人福祉センター

群馬県春の

礫境美化運動

美しい環境づくりを一層推進する

とともに、空き缶等飲料容器の散乱

防止に努めるため 5 月 1 日（月）から 6

月 30 日（金）まで実施されます。自分の

ゴミは家庭まで持ち帰りましょう。

くらし

の
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◇日時＝ 6 月 12 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受 付＝ 6 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。
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◇日時＝ 6 月 15 日（木）

午前9時30分～10時30分受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 6 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

：：：王三：蓋：／□：桓：｀：：：麗
◇日時＝ 6 月 15H （木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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◇固定資産税、国民年金保険料、水道

料金

◇納期限＝ 5 月 31 日（水）

平成 7 年 5 月 10 日（水） (14) 



青年洒外協力隊員

募集説明会

青年海外協力隊は、国際協力事業

団が実施している国の事業です。開

発途上国の人々の新しい国づくりの

ために、あなたの技術・経験・情熱

を生かしてみませんか。

募集説明会を下記のとおり開催し

ます。

◇日時＝ 5 月 26 日（金） 午後 6 時30分

から午後 8 時30分まで

◇場所＝太田市商工会議所

◇内容＝派遣のシステムや待遇等に

ついて詳しく説明します

◇資格＝ 20歳から 39歳までの日本国

籍をもつ方

※詳しくは、群馬県県民生活部国際

課ff0272(23) 1111 内線2454へお問い

合わせください。

家内労働旬間

5 月 21 日～ 31 日

家内労働者（内職者）の労働条件

の向上と、生活の安定を図ることを

目的に今年も「家内労働手帳渡し

て築く 互いの信頼」のスローガン

のもと、各種の活動がこの期間中に

集中的に実施されます。この機会に

家内労働者、委託者の皆さんも次の

事柄を再点検しましょう。

(1)家内労働手帳を交付して、委託の
都度記入されていますか。

(15) 

(2)工賃は、現金で 1 カ月以内に支払

われていますか。

(3)設定されている最低工賃が守られ

ていますか。

(4) 「インチキ内職」については手口

も巧妙化しております。うまい話

には十分注意しましょう。

(5)危険・有害な業務について、安全

装置の取り付けや文書による指導

が行われていますか。

※詳しくは、群馬労働基準局賃金課

ff0272(31)4517へお問い合わせくだ

さしヽ。

村道等法面への

除草薬散布は

やめましよう

村では、道路、水路等の法面を保

護するために、法面の維持管理は除

草薬を散布せずに、草刈り等でお願

いします。

※詳しくは、役場建設課合（84)3111 

へお問い合わせください。

道路等法面図（例）

田／／ぶ＼道路貪八
参粂

田

自動車税の納期限

は 5 月 31 日です

自動車をお持ちの皆さん、 5 月は

自動車税を納めていただく月です。

納税通知書が届きましたら、お早

めに金融機関等の窓口で納税をお済

ませください。

なお、身体などに障害のある方が

所有または使用している自動車につ

いて、その障害の程度により自動車

税が減免される場合がありますので、

5 月 24 日（水）までに館林財務事務所に

申請してください。

※詳しくは、館林財務事務所合 (72)

4461へお問い合わせください。

群馬県職員募集

採用試験を行います

平成 7 年度群馬県職員採用試験が

行われます。

◇上級（受付 5 月 15 日～ 26 日）

◇中級（受付 7 月 31 日～ 8 月 18 日）

◇初級（受付 7 月 31 日～ 8 月 18 日）

◇警察官（受付 A … 5 月 8 日～ 6 

月 9 日、 B··· 7 月 17 日～

8 月 18 日）

受験資格、試験日、試験方法など

については、試験種類によって異な

りますので、群馬県人事委員会事務

局合0272(23) 1111 内線3952へお問い

合わせください。

] 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤づ : 科 人祝板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内 外
にのは

休 科 科
なにみ [ 
る限―

真中医院 川田（耳）医院 森下医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と , がロ 生5 月 14 日
合 (72) 1630 合 (72)3314 合 (73)7776 fl(72)6000 同じです。 同じです。 あ診療時 病院

日 り間 — 
横田（婦）医院 川村医院 横田（善）医院 川島脳外科 橋本医院 竹越医院 まは t 

5 月 21 日
合 (72)0255 合 (72) 1337 合（72)4970 ft(75)551 I 合 (82) 1150 合 (84)3137 ] ] (72) 3 

で‘| | 

当 浜野病院 川田医院 安楽岡医院 礫川堂医院 館林地区と 小西医院 胃 9 4 

゜5 月 28 日
合 (86)2261 しで ‘--/ 

合 (88)5678 ff (72) 3724 合 (72)0572 fl(74)0184 同じです。
てで が
かす 担

白沢医院 小倉医院 大石医院 永寿堂医院 井上医院 館林地区と
ら゜ 当

呑ロ点ク し

番
6 月 4 日

合 (72) 1600 合 (72)0606 合 (74)2362 合 (72)4469 合 (82) 1131 同じです。 ま
し す
て ゜

落合医院 大神医院 落合医院 海宝医院 増田医院 竹越医院 < 内
6 月 11 日 だ 科

医
合 (72)3160 合 (62)2200 合 (72)3160 合 (74)0811 ff(82)2255 合 (84)3137 さ

し‘ 外
゜ 科

根岸医院 川田（耳）医院 増田医院 岡田医院 石山医院 館林地区と
6 月 18 日

合 (72)3262 合 (72)3314 合(72) 1387 合(72)3163 ff(82)0103 同じです。 喜

平成 7 年 5 月 10 日（水）



の
だ
て
せ
き
き
ふ
く

野
点
席
ま
で
の
起
伏
を
梅
の
道

日
名
子
春
実

み
ず
わ

五
十
鈴
川
水
輪
に
集
う
春
の
鯉荒井

み
ね
子

望
郷
の
道
を
閉
ざ
せ
る
春
の
雪野

沢

芳
子

は
ず

ト
ラ
ク
タ
ー
音
弾
ま
せ
て
夏
隣
り

江
原
さ
い

か
た
か
こ
や
万
葉
の
妹
訪
い
し
径

松
本
夜
詩
夫

と
う
せ
い
つ
く
が

r
s
.
j

踏
青
や
即
か
ず
離
れ
ず
句
仇
と山

下
ふ
で

や
よ
い
じ
さ
ん
ふ
で
ぷ
と

春
弥
生
自
賛
の
一
句
筆
太
に

山
下

富
治

明
和
俳
句
会

き
め

星
一
っ
木
の
芽
起
こ
し
の
雨
上
る

高
橋
三
重
子

村の人口と世帯
5月 1 日現在

世帯数 3 I 142戸

人口総数 I I, 418人

男 5,751 人・女 5,667人

(4 月中の動き）

出生 5 人・死亡 6 人

転入 45人・転出 52人

4月の救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 I I 件

•その他 2 件

●計 16 件

⑨叫三空竺竺⑤⑬
ボーイスカウト明和第一団

代表落合明祐

「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
」

と
は
、
一
体
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
方
々
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、
。

、

1

カボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に

は
、
幼
稚
園
児
か
ら
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
平
成
七
年

か
ら
は
、
女
の
子
も
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
自
然

の
中
で
大
き
く
育
て
る

た
め
、
知
カ
・
体
カ
・

や
さ
し
さ
・
強
さ
を
身

に
つ
け
る
と
と
も
に
、

創
造
カ
・
自
主
性
・
協

調
性
等
を
養
い
、
人
間

性
豊
か
な
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
人
間
づ
く
り

歳
時
記＼

口
田
植
え

新
緑
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
全
国
の

水
田
は
田
植
え
が
終
わ
っ
て
緑
一
色
に

な
り
ま
す
。
列
車
の
窓
か
ら
見
る
田
園

風
景
は
、
初
夏
の
風
物
詩
と
い
え
ま
す
。

ひ
と
昔
前
は
、
田
植
え
は
田
の
神
に

奉
仕
す
る
、
農
家
の
神
聖
な
一
大
行
事

で
し
た
。
早
乙
女
と
呼
ば
れ
る
女
性
た

ち
が
、
紺
が
す
り
の
着
物
に
赤
い
帯
、

て
っ
こ
う
き
ゃ
は
ん

赤
い
た
す
き
に
手
甲
・
脚
絆
、
新
し
い

す
I
f
が
さ

菅
笠
と
い
う
装
い
で
、
並
ん
で
田
に
入

り
苗
を
植
え
ま
し
た
。

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
ビ
ー
バ
九

人
、
カ
ブ
十
八
人
、

ボ
ー
イ
十
六
人
、
シ

ニ
ア
一
人
の
外
、
団

委
員
、
指
導
者
十
三

人
、
合
計
五
十
七
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に

本
当
に
大
切
な
こ
と

を
教
え
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
活
動
し

な
か
ら
友
達
の
輪
を

広
げ
、
県
内
・
国
内

を
は
じ
め
、
世
界
中

に
友
達
を
つ
く
る
等

楽
し
い
奉
仕
の
団
体

で
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。
大
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
、
こ
の

と
き
ば
か
り
は
早
乙
女
で
す
。
大
勢
の

女
性
が
同
じ
格
好
を
し
て
横
に
並
ん
で

苗
を
植
え
て
い
く
様
は
圧
巻
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
水
田
に
入
っ
て
、
足

を
取
ら
れ
な
が
ら
の
作
業
な
の
で
重
労

働
だ
っ
た
の
で
す
。
今
で
は
、
早
乙
女

に
よ
る
田
植
え
は
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
程
度
で
す
。

さ
て
、
五
月
は
「
消
費
者
月
間
」
で

す
。
物
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す
る
消

費
に
つ
い
て
、
考
え
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
一
人
一
人
が

I
I

賢
い
消
費
者
＂

と
な
り
、
悪
質
業
者
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

氏
兎
澤

亀江
山原
真ま

和芹哲図衣い瑞？晃：名
輝き也ゃ那な姫き子こ

木
村

機
村1

1

あ
く
や
み
ー

氏
名
年
齢
世
帯
主

蘭
田
延
由
7
0

征
邦

原
ロ
ツ
ナ

8
7

真

寺
本
小
三
郎
7
7
修
二

清
水
亀
久
雄
5
7
民
子

岩
田
ふ
を

8
3
光
義

佐
瀬
ア
キ
8
3

和
行

＿
編
集
後
記
一

▽
四
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
の

毎
H

で
す
か
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

広
報
づ
く
り
を
目
指
し
て
努
力
し
ま
す

の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
®

▽
I
I

春
だ
ね
ぇ
”
と
い
う
季
節
も
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
じ
め
じ
め
と
し
た

梅
雨
か
や
っ
て
き
ま
す
ね
。
皆
さ
ん
は

今
年
、
お
花
見
に
行
き
ま
し
た
か
？
今

で
は
、
も
う
葉
桜
と
な
り
新
緑
が
と
て

も
眩
し
い
で
す
…
…
。

さ
て
、
広
報
め
い
わ
5
月
号
は
い
か

が
で
し
た
か
。
何
も
分
か
ら
ず
、
担
当

三
人
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
？
未
熟
者
で
す
が
、
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
⑭
・
®

悦好文秀厚文美武ア春
織ニ

代ー江軋子幸子志夕雄

父
母
名

ー
あ
め
で
だ
ー

平成 7 年 5 月 10 日（水）

｛工梅矢］大川地蔽 ] ］占中梅地薮
口原島黒輪俣区称 田黒黒谷原区称
略略

％凶％％％ ％盟E ―% % % % %8閻―

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

(16) 
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第2
 
圃村議会定例会

5月定例会で議案審議する村議会議員

第2回村議会定例会は、 5月16日（会期 1 日）開かれ、

平成7年度明和村土地開発公社予算の報告のほか、ふる

さと産業文化館の設置及び管理に関する条例の制定なと

8件（村長提出）について審議が行われ、いすれも原案

とおり可決承認されましだ。その主な内容をあ知らせし

ます。

関
す
る
条
例
の
制
定
な
と
可
決

笛
8
疇
目
E
租
逗

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

圏
収
入

▽
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益

な
ど
）
…
二
千
円
▽
事
業
外
収
益
（
受

取
利
息
）
…
三
七
六
万
二
千
円

0
支
出
．

▽
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価

な
ど
）
…
二
千
円
▽
販
売
費
及
び
一

般
管
理
費
…
四
三
五
万
円
▽
事
業
外

費
用
（
支
払
利
息
）
…
一
千
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

圏
収
入

▽
短
期
借
入
金
…
一
千
円

0
支
出

▽
公
有
地
取
得
事
業
費
…
一
千
円

▽
短
期
借
入
金
償
還
金
…
一
千
円

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対

し
て
不
足
す
る
額
一
千
円
は
、
当
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま

す
。
）

村
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
村
税

条
例
の
改
正
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
地
震
災
害
等
に
よ
り
住
宅
や
家
財
等

の
資
産
に
つ
い
て
損
失
が
生
じ
た
時
は
、

個
人
住
民
税
の
所
得
（
平
成
七
年
度
課

税
分
）
に
つ
き
、
損
失
の
金
額
を
雑
損

控
除
の
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
か
で
き

平
成
七
年
度
村

土
地
開
発
公
社
予
算

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
税
条
例
の

一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
六
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
六
年
度

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
）

0
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

0
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

0
村
総
合
農
政
推
進
資
金
融
通
措
置

条
例
の
制
定

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
地
価
下

落
傾
向
を
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
八
年

度
ま
で
の
負
担
調
整
の
仕
組
み
に
反
映

さ
せ
、
平
成
七
年
度
及
び
八
年
度
の
税

負
担
の
増
加
を
緩
和
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◎
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

の
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
電
気
自
動
車
に
対
す
る
軽
自
動
車
税

の
税
率
の
特
例
措
置
が
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

上
程
議
案

平成 7 年 6 月電10 日（土） (2) 



ふるさと産業文化館建設工事

平
成
六
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
五
八
万
八
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
二
億
一
、
八
六
三
万
四
千
円

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
医
療
費
の
増
加

に
よ
り
、
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
村
税
：
二
五
八
万
八
千
円
(
-
三
億

五
、
九
三
0
万
八
千
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
民
生
費
…
二
五
八
万
八
千
円
（
五
億

六
、
ニ
ニ
七
万
八
千
円
）

医
療
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
、
老
人

保
健
特
別
会
計
の
財
源
が
不
足
し
た
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
二
五
八
万
八
千
円

を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

村
総
合
農
政
推
進
資
金

融
通
措
置
条
例
の
制
定

平
成
六
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

◎
課
税
限
度
額
が
五
十
万
円
か
ら
五
十

二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
応
益
割
合
の
滅
額
制
度
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。

地
方
公
務
員
共
済
組
合
法
の
改
正
に

伴
い
、
育
児
休
業
手
当
金
が
支
給
さ
れ

る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

こ
の
程
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
諸
規
程
を
定
め
、
運
営
管
理
す

る
た
め
制
定
し
ま
し
た
。

農
業
経
営
基
盤
の
安
定
強
化
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、
従
来
か
ら
の
農
業
関

係
の
資
金
融
資
制
度
を
整
理
統
廃
合
し

て
融
資
制
度
の
充
実
を
図
る
た
め
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

村
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

地
方
自
治
や
教
育
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
、
郷
土
の
発
展
に
寄
与
し
た

功
労
者
を
顕
彰
す
る
群
馬
県
総
合
表
彰

の
本
年
度
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
県
下
で
十

三
人
の
受
賞
者
の
う
ち
、
本
村
か
ら
村

区
長
会
会
長
の
内
山
勇
三
郎
さ
ん
（
中

谷
）
が
、
群
馬
県
知
事
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
度
、

県
内
に
一
層
の
ボ
ラ
ン
テ

内山勇三郎氏

合
表
彰

自
治
功
労
彰

長
の
斎
藤
憲
氏
が
五
月
三
日
付
け
で
表

彰
さ
れ
地
方
自
治
功
労
の
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
村
議
会
議
員
を
皮
切
り

に
議
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
元
年
七
月

村
長
に
就
任
以
来
、
村
の
行
政
一
筋
に

歩
み
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。特

に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
な

ど
を
整
備
し
、
教
育
文
化
や
村
民
福
祉

の
向
上
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、
多
く
の
行

政
手
腕
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

ィ
ア
活
動
や
様
々
な
社
会
参
加
活
動
を

広
め
て
い
く
た
め
「
群
馬
県
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
」
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

内
山
さ
ん
は
、
平
成
六
年
四
月
か
ら

自
治
会
組
織
を
統
括
す
る
区
長
会
会
長

の
要
職
に
あ
り
、
特
定
分
野
に
と
ら
わ

れ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
全
般
に
幅

広
い
理
解
を
持
っ
て
活
動
が
行
え
る
方

で
あ
る
た
め
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
村
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
参
加
や

地
域
の
活
性
化
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

内
山
勇
三
郎
さ
ん

8 月 6 日（日）納涼祭

(3) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
に

今
年
も
8

月
6
日
⑪
、

午
後
三
時
か
ら
ふ
る
さ
と

の
広
場
で
納
涼
祭
を
行
う

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
例
年
行
っ
て
い

み
こ
し
と
ぎ
ょ

る
お
神
輿
渡
御
、
郷
土
芸

能
な
ど
の
ほ
か
に
合
併
四

十
周
年
記
念
と
し
て
、
花

火
は
昨
年
よ
り
盛
大
に
打

ち
上
げ
、
ま
た
、
チ
ビ
ッ

コ
広
場
を
設
け
て
ミ
ニ
S

L

の
運
行
、
金
魚
す
く
い

な
ど
多
数
催
し
物
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

斎藤 憲氏

群
馬
県
総

斎
藤
村
長

平成 8年度村職員募集

役
場
で
は
、
平
成
八
年

度
採
用
の
職
員
募
集
を
次

の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま

す
。

◇
採
用
人
員
若
干
名

◇
職
種
一
般
事
務
職
員

お
よ
び
土
木
事
務
専
門

職
員

◇
試
験
県
町
村
会
が
行

う
統
一
試
験

◇
試
験
日
9
月
1
7
日
⑪

◇
試
験
場
所
県
立
前
橋

女
子
高
等
学
校
（
前
橋

市
紅
雲
町
2
1
1
9ー

1
)

※
詳
し
く
は
、
七
月
号
の

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
お
問
い
合
わ

せ
は
役
場
総
務
課
6
闘
3

ー

1
1

へ
お
願
い
し
ま
す
。

平成 7 年 6 月 10 日（土）



明
る
い
生
活

大
切
な

昨年度の選挙啓発ポスター優秀作品
...., .. 

▽
七
月
三
十
日
現
在
で
満
二
十
歳
以
上

の
人
（
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
ま

^ 

議村

議
員
選

挙 会

^ 
．、

貴
重
な

_ 
票

3
て

合
年
は
、
私
だ
ち
に
と
つ
て
身
近
な
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

7

月
2
3
日
⑭
は
群
馬
票
知
事
選
挙
、7
月
3
0
日
⑭
は
村
議
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
時
間
は
、
と
ち
ら
も
午
前
7
時

か
ら
午
後
6

時
ま
で
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
票
政
や
村
政
の
方
向

を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
有
権
者
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
を

も
ち
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
正
し
い
判
断
の
も
と
に
、
あ
な

だ
の
大
切
な
＿
票
を
有
効
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

県
知
事
選
挙

▽
七
月
二
十
三
日
現
在
で
満
二
十
歳
以

上
の
人
（
昭
和
五
十
年
七
月
二
十
四
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

▽
平
成
七
年
四
月
五
日
ま
で
に
村
に
住

民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
三
か
月
以
上

村
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

県
知
事
・
村
議
会
議
員
の
選
挙
権
の

あ
る
人
は
次
の
よ
う
な
方
々
で
す
。

選挙人名簿登録者数
（平成7.3.30現在）

地区名
登録者数

男 女 計

斗合田 148 154 302 

下江黒 136 129 265 

上江黒 190 210 400 

千津井 233 238 471 

江 口 230 254 484 

田 島 223 220 443 

新 里 554 559 1,113 

中 公ロ 446 414 860 

梅 原 361 353 714 

南大島 444 483 927 

大 輪 355 349 704 

) I I 俣 154 160 314 

須 賀 190 210 400 

入ヶ谷 51 50 101 

矢 島 251 274 525 

大佐貰 324 232 556 

合計 4,290 4,289 8,579 

で
に
生
ま
れ
た
人
）

▽
平
成
七
年
四
月
二
十
四
日
ま
で
に
村

に
住
民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
三
か
月

以
上
村
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

.. 

選
挙
権
の
あ
る
人
は
あ
な
だ

ヽ＇山

票
を
打
効
に

村
議
会
議
員
選
挙
じ
7
月
3
0日
⑭

県
知
事
選
挙

8
7

月
2
3日
⑭

ハ
ガ
キ
式
の
投
票
所
入
場
券
は
、
各

個
人
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

投
票
に
出
か
け
る
と
き
は
、
入
場
券

を
忘
れ
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
も
し
、

入
場
券
が
届
か
な
い
と
き
は
、
村
選
挙

管
理
委
員
会
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
人
は
、
そ
の
旨
を
投
票
所
の
係
員
へ

申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
そ
の
場
で
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
所
名
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
広

報
七
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

投 投

票
票

所

所
の

入
場
券

平成 7 年 6 月 10 日（士） (4) 



少年のI~ 袴係恥l
ち正反 I
るも

お問い合わせは、村選挙管理

委員会事務局（役場内）へ

合84-3111

(5) 

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
情
の
た
め
、
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
前
も

っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間
等
は
、
各
選
挙
の
日
程
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

体
が
不
自
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
の
う
ち
、
重
度
の
身
体
障
害
者
で
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
と
き

不
在
者
投

票

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

各選挙の日程

選挙名 県知事 村議会議員

選挙期日
7 月 6 日（木） 7 月 25 日（火）

の告示日

期間
7 月 6 日（杓から 7 月 25 日（火）から

不在者 7 月 22 日（士）まで 7 月 29 日（土）まで

投票
時間 午前 8 時30分から午後 5 時まで

日 7 月 23 日（日） 7 月 30 日（日）

投票

時間 午前 7 時から午後 6 時まで

・不在者投票は、土耀・日曜日も受け付けします。

・不在者投票場所は役場の選挙管理委員会です。印鑑

を忘れすにご持参ください。

郵便による不在者投票ができる人

両下肢、体幹、移

動機能の障害

心臓、じん臓、呼吸器、

ほうこう、直腸、小腸

の機能の障害

身体障害者福祉法に

よる身体障害者
1 級または 2 級 1 級または 3 級

戦傷病者特別援護法

による戦傷病者

特別項症から

第 2 項症まで

特別項症から

第 3 項症まで

は
、
必
ず
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
選
挙
期
日
の

4

日
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
人
や
、
更
新
（
有
効

期
間
は
4

年
）
さ
れ
る
人
は
、
証
明
書

交
付
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
利
根
大
堰
施
設
緊
急
改
築
事
業
」

と
「
利
根
中
央
用
水
事
業
」
の
事
業
実
施

計
画
が
平
成
七
年
三
月
十
五
日
付
け
で

認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、

利
根
大
堰
に
あ
る
水
資
源
開
発
公
団
利

根
導
水
総
合
事
業
所
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
所
は
、
昭
和
四
十
三
年
に

完
成
し
た
利
根
大
堰
、
邑
楽
用
水
路
な

ど
を
管
理
し
て
き
ま
し
た
か
、
建
設
以

来
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
施
設
の
維
持
管

理
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

今
回
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

〈
利
根
大
堰
施
設
緊
急
改
築
事
業
〉

こ
の
事
業
は
、
利
根
大
堰
下
流
護
床

工
の
改
築
と
大
堰
上
流
に
あ
る
利
根
加図想予成完

揚
水
機
場
の
移
設
改
築
を
行
い
、
水
の

安
定
供
給
と
円
滑
な
施
設
管
理
を
図
る

事
業
で
す
。

利
根
大
堰
は
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
等

の
農
業
用
水
や
、
埼
玉
県
等
の
水
道
用

水
・
工
業
用
水
等
計
約
一
三
七
m
a
/
s

を
取
水
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

実
際
の
工
事
は
、
洪
水
の
心
配
が
な

い
十
一
月
か
ら
五
月
頃
の
時
期
に
実
施

し
ま
す
。

〈
利
根
中
央
用
水
事
業
〉

こ
の
事
業
は
、
農
業
用
水
路
で
あ
る

邑
楽
用
水
路
（
約
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

な
ど
の
改
修
を
行
う
事
業
で
す
。

こ
れ
ら
の
用
水
路
は
、
施
設
の
老
朽

化
・
広
域
地
盤
沈
下
の
影
響
等
を
受
け
、

適
正
な
配
水
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、

農
業
を
行
う
の
に
支
障
を
来
す
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
水
路
施
設
等
の
改
修
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
用
水
を
安
定

的
に
配
水
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
十
二
年
度
ま
で

の
予
定
で
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
の

工
事
は
農
業
に
支
障
を
与
え
な
い
冬
場

に
実
施
し
ま
す
。

水
資
源
開
発
公
団
は
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
進
め
る
た
め
に
最
善
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の
管
理
事

業
同
様
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

邑

楽
用
水
路

I

の

改
修
工
事
な
と
着
手

平成 7 年 6 月 10 日（土）



明
和
村
合
併
四
十
周
年
を
記
念
し
た

N
H
K

「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開
録
音

が
五
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
前
橋
放
送
局
の
飯
塚
浩

之
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
で
本
村
が
全

国
に
向
け
て
紹
介
さ
れ
た
後
、
落
語
家

の
林
家
木
久
蔵
さ
ん
な
ど
六
組
の
出
演

者
が
ス
テ
ー
ジ
に
次
々
に
登
場
す
る
と

会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

観
客
席
は
詰
め
か
け
た
約
五
0
0
人

合1肘0周年

記念事業

林家木久蔵さんによる落語 真
打
ち
競
演

の
村
民
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
漫
才
、

声
帯
模
写
、
落
語
な
ど
の
熟
演
に
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
楽
し
い
夜
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
真
打
ち
競
演
は

N
H
K

ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
次
の
と
お
り
放
送

さ
れ
る
予
定
で
す
。

◎
放
送
予
定
日
、
出
演
者

（
敬
称
略
）

◇
7
月
9
日
⑪
午
後
1
0
時1
5
分
1
1
1
時

き
た
ぐ
ち
み
つ

▽
び
い
ど
う
し
（
漫
才
）
▽
北
口
幹
二

ひ
こ
こ
こ
ん
て
い
う
ち
ょ
う

彦
（
声
帯
模
写
）
▽
古
今
亭
右
朝
（
落

語
）

◇
7
月
1
6日
⑪
午
後
1
0
時1
5
分
1
1
1時

し
ょ
力
＜

▽
青
空
球
児
・
好
児
（
漫
才
）
▽
心
鶴

ゃ
ち
は
や
し
や

家
千
と
せ
（
模
写
漫
談
）
▽
林
家
木
久

ぞ
う蔵

（
落
語
）

N
H
K
 

北口幹二彦さんによる声帯模写 出演者の熱演で盛りあがつだ観客

笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
る

公
開
録

音

青空球児・好児さんによる漫才 古令亭右朝さんによる落語

平成 7 年 6 月 10 日（士） (6) 



群馬梱若会

村にフ万余円寄付

日本民謡梅若流群馬梅若会会主、梅若蘊産
（冨塚仁一郎さん・中谷）は、創立15周年記念

発表会チャリティー益金を 5 月 3 日、文化振

興のためにと村に76,831 円寄付されました。

村では感謝申しあげるとともに、有効に活

用させていただきます。ありがとうございま

した。

ー
国
民
年
金
の
届
出
ー

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
間
、
誰

で
も
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

加
入
者
の
う
ち
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
を
「
第
3
号
被
保
険
者
」
と
い
い

ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
は
、
本
人
が
就
職

し
た
り
、
収
入
が
増
え
扶
養
家
族
で
な

扶
養
家
族
で

く
な
っ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
配
偶
者

が
転
職
や
退
職
し
た
と
き
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
役
場
住
民
課

保
険
・
年
金
係
ま
で
、
種
別
変
更
・
確

認
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▽
夫
（
妻
）
か
退
職
し
た
と
き

▽
夫
（
妻
）
が
転
職
し
た
と
き

▽
夫
（
妻
）
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制

度
が
変
わ
っ
た
と
き

▽
夫
（
妻
）
か
死
亡
し
た
と
き

▽
離
婚
し
た
と
き

▽
自
分
の
収
入
が
増
え
、

な
く
な
っ
た
と
き

第
3
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の

届
け
出
を
忘
れ
て
い
た
皆
さ
ん

へ
、
特
例
的
に
届
け
出
が
で
き
ま

す
。

' 

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
相
当
分

は
、
配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制

度
全
体
で
負
担
す
る
た
め
個
人
で
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
該
当
し
た
と

き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
、
該
当
し
た
日
か
ら

二
年
以
上
遅
れ
た
場
合
、
直
近
の
二
年

間
に
限
り
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の
法

律
改
正
に
よ
っ
て
、
昭
和
六
十
一
年
四

月
以
降
の
未
届
、
あ
る
い
は
届
け
出
の

遅
延
に
よ
り
未
納
扱
い
と
さ
れ
て
い
た

年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い

明
日
の
社
会
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
に
、
よ
り
よ
い
環
境
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
は
大
人
た
ち
の
大
き
な

責
務
で
す
。

成
人
向
け
の
雑
誌
や
ビ
デ
オ
な
ど
は

未
成
熟
な
子
ど
も
た
ち
に
悪
影
響
を
お

よ
ほ
し
、
ま
た
最
近
は
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
を
使
っ
た
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ

ャ
ル
の
営
業
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

青
少
年
の
非
行
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
県
内
の
状
況
を
見
る
と
、
こ

れ
ら
を
収
納
し
た
自
動
販
売
機
が
増
加

有
害

の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
土
地
を
貸

す
場
合
は
「
何
の
自
販
機
か
」
を
文
書

（
契
約
書
な
ど
）
で
確
認
し
、
有
害
図
書

・
ビ
デ
オ
自
販
機
で
あ
れ
ば
土
地
を
貸

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

業
者
の
中
に
は
何
を
売
る
か
を
あ
い

ま
い
に
し
た
契
約
書
を
作
り
、
そ
れ
を

盾
に
有
害
図
書
な
ど
を
売
る
者
も
い
ま

す
。地

域
住
民
の
力
で
、
私
た
ち
の
街
か

ら
有
害
図
書
・
ビ
デ
オ
を
追
放
し
、
環

境
浄
化
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

図
書
な
と
を

追
放

し

よ

r
,
'
ｷ
 

~
第
3
号
被
保
険
者
の
方
は
本
人
だ

一
け
で
な
く
配
偶
者
の
転
・
退
職
に

ー
よ
っ
て
も
種
別
の
変
更
・
確
認
の

一
届
け
出
か
必
要
で
す
。

＿
つ

期
間
が
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
平
成
九

年
三
月
ま
で
の
間
に
、
役
場
に
届
け
出

る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
し
た
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

既
に
年
金
を
受
け
て
い
る
方
や
、
期

間
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
に
年
金
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
該
当
し
ま
す
。

届
け
出
す
る
だ
け
で
年
金
額
が
増
え

た
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し
ま
し

よ
、
つ
。

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
は
、
便
利

な
口
座
振
替
で

r
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
・
年

金
係
6
八
四
ー
三
一
―
―
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農休日は7月 1 • 2 ·3 日です
合年の「農作業標準労賃」

村
で
は
、
こ
の
ほ
ど
従
来
の
ゴ
ミ
収

集
車
が
老
朽
化
し
た
た
め
買
替
え
ま
し

た
。
三
•
五
ト
ン
車
、
荷
箱
容
積
六
立

方
メ
ー
ト
ル
、
安
全
作
業
に
充
分
配
慮

さ
れ
、
性
能
も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

六
月
は
環
境
月
間
で
す
。
マ
ナ
ー
の

あ
る
持
ち
出
し
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ゴミ収集車買替え

区分 作業種 目 単 位 標準額
育 苗 1 箱 700円（手正子代：含む椎苗）

耕 起 10アール当り 6,000 
水 （トラクター）

ィ七 （トラヵクコター） き

” 6,500 

稲 田植え 1 機（苗持ち馘) ” 20,000 

1 機（苗月1J械) ” 8,000 

メ Ij （りコンパイ耳ン又) 
り

” 18,000 
作

脱 穀 12,000 ” 
セ(XIJ')取 1)- IJむ段ッ・点乞燥・モミす＇）ト) ” 30,000 

業
乾燥・調整のみ 1 俵当り (60kg) 1,600 

調整のみ（モミすり） ” 700 

耕 走旦 10アール当り 7,000 （トラクター）

麦 施（肥村わ起播・糠II巴料（·f.illド子リ代Jはレ別f番） ) ” 4,500 

作 容 土

” 2,80/) （トラクター）

メ lj （コりンパイ取ン）~ り

” 15,000 
業

セ()(ljり耳又りカ~ッら店乞•屈と il/li)杢を）ト ” 26,000 

たヵ 農繁期労賃 1 日当り 男 8,.000
女 7,000

賃
農繁期以外の労賃 ” 6,000 

詳細は農業委員会（役場内）にお問い合わせください。

(7) 平成 7 年 6 月 10 日（士）



書種職湯でf拿験學詈
中学2•生154人

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

i 

△童心にかえってフルーツ

バスケットのゲームを…

（中央幼稚園）

I>今日は私たちがお手伝い

します

（デイサービスセンター）

明
和
中
学
校
で
は
進
路
指
導
の
一
環

と
し
て
、
二
年
生
一
五
四
人
を
対
象
に

村
内
外
の
三
十
四
の
事
業
所
等
の
協
力

を
得
て
五
月
三
十
日
、
職
場
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
こ
の
学
習
で
、
将
米
の

生
き
方
や
仕
事
の
意
義
を
学
ぶ
な
ど
実

り
多
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

緑
が
色
濃
く
な
っ
た
梨
畑
で
の
作
業

を
初
め
て
体
験
し
た
生
徒
は
、
「
自
然
の

中
で
梨
の
袋
か
け
を
体
験
で
き
、
将
来

の
進
路
選
択
の
上
で
と
て
も
役
立
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

• _ --
-..,.-------- __. 

ペタペタと平らにして真剣に箱詰めしています（製造会社）
~ ~ー· • -. 

甘く大きく実ることを願って……（梨の袋かけ作業）

シートペ9U~

着 屠

,. 
明
和
東
J
B

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
代
表
者
・
澁
谷
和
雄
さ
ん
）
は
、

五
月
五
日
こ
ど
も
の
日
に
東
小
学

校
校
庭
で
同
少
年
団
発
足
以
来
の

O
B

を
迎
え
て
、
第
一
回

O
B

野

球
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
友
情
と
連

帯
を
深
め
る
た
め
、
一
期
生
か
ら

十
一
期
生
に
参
加
を
募
り
、
現
役

と
合
わ
せ
て
五
十
人
余
り
が
参
加

し
交
流
試
合
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
少
年
団
は
、
昭
和
五
十
九

年
に
発
足
し
、
県
大
会
に
も
数
回

出
場
の
経
験
が
あ
る
少
年
野
球
チ

ー
ム
で
す
。
O
B

同
士
や
O
B

と

現
役
の
試
合
が
行
わ
れ
、

村
交
通
対
策
協
議
会
で
は

五
月
十
七
日
、
館
林
警
察
署
、

安
全
協
会
婦
人
部
の
協
力
を

得
て
田
島
地
内
で
街
頭
指
導

＿
ー
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ

導

1

指
ラ
シ
な
ど
を
配
り
、
シ
ー
ト

\
”
ベ
ル
ト
の
着
用
等
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
館
林
地
区
交
通
団

体
連
絡
協
議
会
で
は
五
月
十

四
日
、
同
地
区
（
明
和
・
板

倉
・
館
林
）
の
主
要
道
路
を

ス
ー
パ
ー
セ
ブ
ン
な
ど
の
名

車
で
パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
安

全
を
訴
え
ま
し
た
。

曙9D車JB•OB交濃誠含
パレード

現
役
の
小
学
生
は
緊
張
し
な
が

ら
も
基
本
を
忠
実
に
守
り
、
新

緑
の
中
で
は
つ
ら
っ
と
し
た
プ

レ
ー
を
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

平成 7 年 6 月 10 日（土） (8) 



三 位 準優勝

久
保
庭
伶
江
さ
ん

r

憧
れ
の

ハ
ワ
イ
航
路
」

r

悲
し
い
酒
L

鈴
木
喜
代
子
さ
ん

第
八
回
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ
ラ

オ
ケ
大
会
か
、
五
月
九
日
、
同
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
約
四
十
人
が
優
勝
の
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
目
指
し
て
自
慢
の
の
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
約
二
百

二
十
人
か
集
ま
り
、
「
日
頃
の
成
果
が
発

表
で
き
る
の
で
楽
し
み
で
す
」
と
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
〔
敬
称
略
〕

④
優
勝

1
1

小
林
久
（
梅
原
）

④
準
優
勝
1
1

鈴
木
喜
代
子
（
須
賀
）

〇
二
位

1
1

久
保
庭
伶
江
（
新
里
）

④
優
秀
賞
1
1

▽
大
橋
祐
男
（
大
輪
）
▽

新
井
啓
之
（
田
島
）
▽
関
口
重
市
（
中

谷
）

④
特
別
賞
1
1

▽
原
口
玲
二
（
大
輪
）
▽

今
成
嘉
一
郎
（
江
口
）
▽
小
田
木
正
三

郎
（
新
里
）
▽
柿
沼
廣
一
（
大
輪
）
▽

金
子
三
郎
（
矢
島
・
入
ケ
谷
）
▽
川
邊

平
吉
（
下
江
黒
）

、．

優勝

小
林

冒久
畠さ
L ん

、、

慢
の
の
ど
t
披

... 
ヽ
．

rヽ
n
出
応

.J 

j

/

!

)

 

圧ー・←――――.―

ドコ•9しつで交流会
千
葉
県
八
日
市
場
市

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

愛
好
会
二
十
四
人
と
本

村
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
会
八
十
四
人
の
交
流

会
が
五
月
二
十
三
日
、

ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
七
年
前
の
全

国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
縁

で
知
り
合
っ
て
以
来
、

毎
年
春
と
秋
に
交
流
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
和
気
あ
い

あ
い
と
十
六
ホ
ー
ル
を

目
指
し
、
五
月
晴
れ
の

中
さ
わ
や
か
な
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

”
こ
れ
“
何
の
巣
つ
・

五
月
七
日
、
新
里
の
地
蔵
寺
で
お
釈

迦
さ
ま
の
誕
生
日
（
旧
暦
四
月
八
日
）

を
祝
う
花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
周
辺
の

子
ど
も
た
ち
な
ど
三
十
余
人
が
集
ま
り

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

住
職
の
安
見
智
尋
さ
ん
か
ら
花
ま
つ

り
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
た
後
、

浦
上
紀
子
さ
ん
ら
読
み
聞
か
せ
の
グ
ル

ー
プ
の
人
た
ち
が
、
紙
芝
居
や
人
形
劇

花
ま
つ
り
で

に
ぎ
わ
う

を
行
い
、
お
菓
子
な
ど
を
口
に
し
た

子
ど
も
た
ち
は
五
月
晴
れ
の
中
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

、 I

(9) 

ゥし

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
野
鳥
が
巣
作
り
に
精
を
出
し
ま

す
が
、
こ
ん
な
巣
か
見
つ
か
り
ま
し
た
。

田
島
の
小
菅
文
夫
さ
ん
宅
の
梨
棚
に

作
ら
れ
た
、
シ
ュ
ロ
の
毛
と
ビ
ニ
ー
ル

紐
で
で
き
た
直
径
お
よ
そ
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
鳥
の
巣
。
四
月
中
旬
に
行
っ

た
梨
の
受
粉
の
時
に
は
、
こ
の
巣
に
は

気
付
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

巣
の
中
に
は
鶉
の
卵
を
小
さ
く
し
た

よ
う
な
白
っ
ぽ
い
卵
が
四
個
産
ん
で
あ

り
、
親
鳥
が
懸
命
に
温
め
て
い
ま
し
た
。

ひ
な

こ
の
卵
か
ら
や
か
て
雛
が
か
え
り
、
巣

立
っ
て
い
く
日
も
間
近
で
し
ょ
う
。

平成 7 年 6 月 10 日（士）



◇
期
日
閲
川
国
〗
…
7
月
2
5
日
因•2
6

H

困
・
2
7
日
困
・
2
8
日
命
・
2
9
日
由

園
：

·
8

月
1
日
因
・
2
日
困
．

3

日
困
•
4
日
命
・
5
日
由

◇
時
間
午
後
2
時
ー
3
時

◇
対
象
者
小
・
中
学
生

◇
会
場

B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン

タ
ー

◇
募
集
人
数

人
◇
募
集
期
間

日
⑪

◇
参
加
費

入
会
金
…
5
0
0
円

会
費
…
1
,
0
0
0
円

◇
申
し
込
み
先
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

6

月

2
0日
閲
1
7

月
9

第
1
期
•
第
2
期
共
4
0

夏
休
み

短
期
水
泳
教
室
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へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
（
先
着
順
受
け
付
け
）

※
詳
し
く
は
、

B
&
G

財
団
明
和
海
洋

セ
ン
タ
ー

6
闘
5
5
1
1
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

レ
ス
リ
ン
ク
教
室

◇
期
日
7
月
か
ら

8

月
ま
で
計
8

回

◇
会
場
館
林
商
工
高
等
学
校
レ
ス
リ

ン
グ
道
場

◇
講
師
金
子
博
先
生

◇
対
象
者
村
内
在
住
小
中
学
生
男
女

◇
募
集
人
数
2
0
人
（
先
着
順
受
け
付
け
）

◇
参
加
費
4
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
）

◇
申
し
込
み
先

6

月
1
4
日
困
か
ら
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
期
日

寺nnL 

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◇
講
師
体
育
指
導
委
員
ほ
か

◇
対
象
者
小
学
生
以
上
の
男
女

◇
募
集
人
数
4
0
人

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
先
当
日
午
後
1
時
か
ら

社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

健
康
ス
ポ
—
ツ
教
室

◇
期
日
7
月
か
ら
1
1
月
ま
で
計
1
0回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
講
師
体
育
指
導
委
員
ほ
か

◇
対
象
者
6
0
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

◇
募
集
人
数

3
0人
（
先
着
順
受
け
付
け
）

◇
参
加
費
4
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
）

6

月
2
4
日
出
午
後
2
時
1
4

パ
ー
ク
コ
ル
フ
講
習
会

千
津
井
ク
ラ
ブ

新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

大
佐
貫
ク
ラ
ブ

や
ま
う
ソ
フ
ト
部

◇
福
の
部

(
7
5歳以
上
）

▽
4
コ
ー
ト
優
勝
明
和

(
O田
中
稲

太
郎
、
東
峯
雄
、
門
間
岩
吉
、
瀧
口
晟

優
勝
新
里

第

1
5
回
県
世
代
別

ゲ
—
ト
ボ
ー
ル
大
会

優勝した「千津井クラフ」チーム

第
1
4回
老
人
ク
ラ
フ

ゲ
—
ト
ボ
—
ル
大
会

= 

優
勝

準
優
勝

三
位ーー 合

併

4
0
周
年
記
念

第
1
8回
村
民

ソ
フ
ト
ボ
—
ル
大
会

2 

◇
申
し
込
み
先
7
月
1
日
出
よ
り
社

会
体
育
館
、
ま
た
は
環
境
保
健
課
6

闘
4
6
8
6
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

代勢▽ ◇二
※吉松 7 禄‘
O‘‘ コの高
は栗森 1 部澤

ー玉主原尻卜＾茂
―=一二将丈正優 74 雄

吉己勝i...__.,
敬 ‘‘65
称野石明歳
略本川和...__.,

義宗＾
英佑 0
...__.,‘野

喜言福の部4コート優勝チーム禄の部7コート優勝チーム

ッ
ク
ニ
位

▽
監
督
武
井
英
夫
▽
選
手
恩
田

正
、
青
柳
茂
、
江
森
崇
夫
、
福
田
操
、

吉
田
茂
、
黒
澤
信
幸
、
吉
永
智
博
、
立

川
祐
一
、
関
口
始
、
始
澤
一
幸
、
始
澤

稔
、
吉
永
裕
身
子
、
永
野
和
津
江
、
村

社
弘
美
、
野
口
富
美
江
、
立
川
緑

村綱

A の
フ
口部

弓 I 合

き

村
の
部総

五
位

第
1
2回

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
一
ン
ク
大
会（

敬
称
略
）

ニ

.,— 

ニ＼ヘニ、；9
.----. ･ 

一

準
優
勝
須
賀

A

三
位
中
谷

優勝した「新里」チーム

平成 7 年 6 月 10 日（士） (10) 



▽
監
督
市
村
正
男
▽
選
手
阿
部

緊
美
、
門
澤
政
憲
、
阿
部
敏
江
、
瀧
ロ

清
郎 タ

ー
ゲ
ッ
ト
バ
—
ド
コ
ル
フ

村
の
部

B

フ
ロ
ッ
ク
十
一
位

▽
監
督
清
水
治
雄
▽
選
手
峯
崎

マ
ツ
子
、
吉
永
廣
次
、
柿
沼
け
さ
子
、

吉
永
康
子
、
新
井
薫
和
田
政
江
、
澁

澤
ろ
く
、
清
水
ま
さ
子
、
始
澤
き
み

ク
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ

村
の
部A

フ
ロ
ッ
ク
ハ
位

▽
監
督
久
保
口
敏
夫
▽
選
手
富

塚
優
香
、
金
田
聖
子
、
森
原
昌
代
、
森

尻
有
美
子
、
多
田
奈
津
子
、
鎌
田
さ
と

み
、
早
川
陽
一
郎
、
秋
山
晃
司
、
森
田

純
一
、
杉
山
弘
卓
、
山
野
井
俊
之
、
笠

井
康
史
、
瀬
下
嘉
彦
、
久
保
口
敏
夫

▽
監
督
森
尻
正
己
▽
選
手
本
澤

寒
次
、
野
本
義
英
、
竹
迫
佐
吉
、
森
尻

正
己
、
竹
迫
清
、
石
川
宗
佑
、
秋
野
公

江
年
代
混
合
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

村
の
部B

フ
ロ
ッ
ク

一
位

一
、8
0

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

村
の
部B

フ
ロ
ッ
ク
ニ
位

村
で
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら

海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
送
迎
バ
ス
を
無
料

運
行
し
て
い
ま
す
。

役
場
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
社
会
体
育

館
な
ど
に
用
事
の
あ
る
場
合
で
交
通
手

段
の
な
い
方
は
、
送
迎
バ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

海
洋
セ
ン
タ
ー

送
迎
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「光る汗•新しい風明和村」の横断幕を持って入場行進（オープニング大会）

●ピタミンBを積極的に摂って欲しい人

: 

イライラして仕事力
手につかない人

スポーツを頻繁にする人

ロ内炎ができやすい人

' 

(11) 

ビ
タ
ミ
ン
B

群

私
た
ち
の
肉
体
や
精
神
の
活
動
に
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン

B

群
゜

イ
ラ
イ
ラ
し
て
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
、

な
ん
と
な
く
身
体
が
だ
る
く
て
疲
れ
や

す
い
な
ど
の
症
状
の
多
く
は
、
ビ
タ
ミ

ン
B

不
足
が
原
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
季
節
、
体
が
だ
る
い
、

疲
れ
や
す
い
な
ど
の
夏
バ
テ
に
は
ビ
タ

ミ
ン

B
l．
ビ
タ
ミ
ン
恥
を
、
動
脈
硬
化

L

利
直
5g

峯
’―
明
h
 

ハ
ロ
ー
健
康
⑲

を
予
防
す
る
た
め
に
は
タ
ン
パ
ク
質
や

脂
質
の
代
謝
に
大
き
く
関
わ
る
ビ
タ
ミ

ン

B
Gを
、
ま
た
、
貧
血
ぎ
み
の
あ
な
た

に
は
赤
血
球
を
作
る
仕
事
に
関
し
て
い

る
ビ
タ
ミ
ン
恥
を
積
極
的
に
摂
取
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ビ
ー
ル
や
お
酒
な
ど
の
ア

ル
コ
ー
ル
好
き
な
あ
な
た
に
は
豚
ヒ
レ

肉
や
鶏
レ
バ
ー
な
ど
ビ
タ
ミ
ン

B
lを
多

く
含
む
お
つ
ま
み
を
、
ま
た
、
妊
娠
中

・
授
乳
期
の
女
性
と
成
長
期
の
子
ど
も

た
ち
に
は
身
体
の
成
長
を
促
進
す
る
乳

製
品
・
卵
・
牛
レ
バ
ー
な
ど
の
ビ
タ
ミ

ン
恥
を
多
く
含
む
お
か
ず
を
添
え
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

健
康
で
美
し
く
あ
る
た
め
に
は
、
毎

日
の
食
事
に
も
気
を
配
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
食
生
活
を
し
っ
か
り
と
満

ち
足
り
た
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
栄

養
の
源
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
に
つ

い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ピタミン は た ら き 多く含む食品 欠乏症

血液中のプドウ糖をエネルギーに変え、脚気や疲労を防止す 豚ヒレ肉、胚芽米、レバー、 体がだるい、疲れやすい、食

B1 る。また、脳の神経細胞がはたらくための潤滑油として、記 ライ麦パン、ぬか漬け、ベー 欲不振、うつ症、記憶力低下、
憶力を高め、ノイローゼやうつ症を防止する役目も。 ＇コン、ゴマ、落花生など 脚気など

ビ 脂肪をエネルギーに変えるなど、栄養素の代謝を促進する。 ャッメウナギ、レバー、サバ、
ロ唇炎、皮府炎、口内炎、目

夕 B2 その結果、｝j｝しの美しさを保ち、発育を促す効果かある。また、 スキムミルク、納豆、鶏卵、
の充血、口角炎、舌炎など

ミ コレステロールの沈着を防止し、動脈硬化も防止する。 干しシイタケなど

ン 病原梢や異物に対する抗体•免疫グロプリンの生成を促進。 サケ、サバ、イワシ、レバー、 食欲不振、貧血、自己免疫力
B B6 自己免疫力を高め、アレルギーを防止する。また、糖をた＜ ジャガイモ、サツマイモ、牛 の低下、脂漏性皮膚炎、多発

群 わえるのに必要なインシュリンを合成し、糖尿病を予防。 乳、クルミなど 性末梢神経炎など

肝臓内でアミノ酸からタンパク質を合成する作用にかかわ＇）、 コンフリー、レバー、アサリ、
神経機能低下、悪性貧血、末

B12 肝機能を改善するため、疲労回復などに効果。また、造血作 シジミ、カキ、ノヽマグリ、牛
梢神経炎など

用かあるので、貧血の防止にも効果かある。 乳、チーズなど

平成 7 年 6 月 10 日（土）



老人大学学生募集

ー大利根学園一

高齢化社会における“介護’'とい

う課題について学習します。

◇期間＝ 9 月 19 日から 12 月 8 日まで

の間で計14 日間、このはか老人等

家庭訪問技術実習 1 日

◇場所＝館林合同庁舎大会議室

館林保健所（介護講習及び

調理実習の 4 日間）

◇入学資格＝県内に居住する 60歳以

上（昭和10年 3 月 31 日以前に出生）

で、学習意欲があり通学可能な方

◇内容＝ホームヘルパー (3 級課程）

養成研修、一般教養、園外学習

◇授業料＝無料（入場料等の実費は

個人負担）

◇申し込み方法＝願書を記入し、 7 

月 14 日までに福祉課へ提出（願書

は村の福祉課に用意してあります）

※詳しくは、福祉課合（84)4§26へお
問い合わせください。

東毛林問・臨洒学校

をご利用ください

東毛広域市町村圏振興整備組合で

は、林間学校（赤城山）と臨海学校

（新潟県出雲崎）の施設を一般に貸し

出します。

◇利用期間

•林間学校＝ 7 月 28 日（金）‘～ 8 月 12 日

由、 8 月 17 日（木）～ 29 日（火）

・臨海学校＝ 8 月 12 日（士）～ 20 日（日）

◇利用できる人＝東毛広域圏内（館

林・邑楽地区等）に居住の人

◇利用料金 (1 泊） ＝小・中学生300円

高校生500円、大学生・一般1,000円

◇食事料金

・林間学校＝朝食430円、昼食500円、

夕食620円

・臨海学校＝朝食470円、昼食510円、

夕食640円

◇申し込み方法

•林間学校＝ 6 月 26 日（月） 9 時から電

話にて組合事務局で受け付けます。

・臨海学校＝ハガキに利用したい期

間 (2 泊 3 日以内）を第 1 から第

3 希望と住所、氏名、宿泊人数、

電話番号を記入し 7 月 7 日（金）まで

に組合事務局へお送りください。

ハガキ 1 枚に付き 1 室とし、希望

者が部屋数を越えたときは抽選と

します。抽選結果については 7 月

20 日頃までに通知します。

◇申し込み先＝太田市浜町 2 -35 

太田市役所内 東毛広域市町村圏

振興整備組合合（45)8181

6 月は男女雇用

機会均等月間

男女雇用機会均等法が施行されて

今年は10年目です。企業の雇用管理

において男女雇用機会均等法が一層

社会に定着し、職場における男女の

均等取扱いの実現を促しましょう。

そして、女性か自らの意欲と能力

を十分に発揮できるような環境づく

りを推進しましょう。

「均等法 10年活かしていますか
ちから

女性の能力」

暴走族追放強調運動

6月 1 巳～ 6月 30 日

夏期を迎え暴走族（夜遊び族を含

む）による不法・迷惑行為等の多発

が懸念されるため、暴走は「しない、

させない、許さない」をスローガン

に実施されます。

暴走させない環境づくりと、地域

から暴走族等を出さない運動により、

青少年の健全育成と交通秩序を確立

して、住みよい社会をつくりましょ

扇風機は使用前に

必す自己点検を．I

そろそろ扇風機が活躍する季節。

安全に使うため、十分な点検を行い

ましょう。羽根の回転や、モータ部

の熟、ニオイ、音などに巽常があっ

たら、次のチェックを。プラグが抜

けていないか、タイマーツマミが「切」

になっていないか、ガードが変形し

ていないか、ガードや羽根の取り付

けがゆるんでいないかなど。それで

も異常があれば、発煙•発火の恐れ

がありますので、すぐにプラグを抜

いて使用を中止してください。再使

用の際には必ず販売店等にご相談く

ださい。
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◇日時＝ 7 月 10 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 7 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。

◇日時＝ 7 月 13 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 7 月 4 日（火）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 7 月 17 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
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◇日時＝ 7 月 13 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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夏の票民交通安全運動・レティス交通安全週問
スローガン：マナーアップインサマー「あなたが主役．1 交通安全」

真月 靡］： 7 月 4 日（火）～ 7 月 10 日（月）
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◇村県民税、国民健康保険税、利根加用

水賦課金、国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 6 月 30 日（金）

平成 7 年 6 月 10 日（土） 笏h
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キャンプに参加して
友情の輪を広げよう

村教育委員会では、小学 4 • 5 • 

6 年生を対象にキャンプの参加者を
募集します。夏休みの思い出として、

アルバムに新たな l ページを飾りま

しょう。

◇期日＝ 8 月 2 日（水）、 3 日（木）

◇場所＝小平の里（大間々町）

◇募集人員＝ 25人（個人応募に限る）

◇受け付け＝ 6 月 20 日から教育委員

会事務局（中央公民館内）で随時

受け付けし、定員になり次第締め

切ります。応募者多数の場合は、

初参加者を優先させていただきま

すのでご了承ください。

◇内容＝野外炊飯、ハイキング、

キャンプファイヤーなど

◇参加費＝ 5,000円

※詳しくは、教育委員会合 (84)4491 

へお問い合わせください。

6 月は計量強調月間

見つめよう「計量値.J

適正な計量は、経済の上で大切な

ルールです。このルールを守るため

に大切なことは、消費者一人ひとり

の監視の目です。計量の実態や計量

器の取扱いに関じを持つことが、「適

正な計量」の力となります。お買い

物の際、ちょっと気を付けてみてく

ださい。

※詳しくは、役場経済課または群馬

県計量検定所ff0272(63)2436へお問

い合わせください。

応援します

“児童手当’

児童手当は、国、県、村と事業主

が費用を持ち合い、児童を養育する

人に児童手当を支給することにより、

家庭生活の安定と、次代を担う児童

の健全な育成および資質の向上を目

的としています。

◇児童手当を受けられる人

児童手当は、 3 歳未満の児童を養

育している人で、 3 歳の誕生月ま

で支給されます。

ただし、前年の所得が一定額以上

の場合は支給されません。

◇支給額

• 1~ 2 番目の児童…月額5,000円

• 3 番目以降の児童… 1 人月額

10,000円

なお、 2 月、 6 月、 10月にそれぞ

れ前月までの児童手当が支給され

ます。

◇申請方法

振込先を明示し、印鑑を持参のう

え、福祉課へ申請してください。

◇児童手当現況届を忘れずに

児童手当または児童手当の特例給

付を受けている人は、現況届を 6

月 30 日までに提出してください。

※詳しくは、福祉課合（84)4926へお

問い合わせください。

] 館林邑楽地区 館林地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

根岸医院川田医院 増田医院最上医院
6 月 18 日

合 (72)3262 合 (72)3724 合 (72) 1387 合 (74)3763

日
小西医院 川村医院 田内医院 海宝医院

6 月 25 日
合 (86)2261 ff (72) 1337 合 (72)3855 合 (74)0811

当
浜野病院 川田（耳）医院 須田医院 岡田医院

7 月 2 日
合 (88)5678 合 (72)3314 合 (72)0862 ff(72)3163 

番
真中医院 小倉医院 多々良診療所 新橋病院

7 月 9 日
合 (72) 1630 合 (72)0606 合 (72) 3060 合(75)3011

医
井上（浩）医院 大神医院 大塚医院 川島脳外科

7 月 16 日
合 (88)6300 合 (62)2200 合 (72)0176 合(75)5511

(13) 

税務職員募集

（税務大学校生）

平成 7 年度国家公務員採用 III種試

験（税務）を次のとおり実施します。

◇受験資格＝昭和50年 4 月 2 日から

昭和53年 4 月 1 日までに生まれた

者

◇受付期間＝ 6 月 30 日（金）～ 7 月 7 日

（金）

◇申し込み先＝人事院関東事務局

〒100 東京都千代田区大手町1-3-

3 合03(3214)1621

◇試験日と試験内容

0 第一次試験＝ 9 月 10 日（日）、教養試

験、適性試験、作文試験

0 第二次試験＝ 10 月 18 日（水）から 10 月

25 日（水）までの間の指定する 1 日、

人物試験、身体検査

※詳しくは、館林税務署総務課合 (72)

4373へお問い合わせください。

緑化講座が開かれます
7 月は「身近なハーブ」をテーマ

に下記のとおり開催します。皆さん

ふるってご参加ください。

◇日時＝ 7 月 13 日（杓午前 10時～正午

◇場所＝県緑化センター

邑楽町大字中野3924-1

◇講師＝飯塚博久先生

◇募集人員＝ 35人

◇申し込み先＝県緑化センター合(88)

7188 

◇その他＝雨天決行、参加費無料

※◎ 言
千代田 赤冬 [ 人

板倉地区
明和地区

更科日
にのは

なにみ [ る限.____..

石山医院 館林地区と 場合が診療り 病生
合 (82)0103 同じです。 あ時院

り間た
まは て

橋本医院 館林地区と ] ] (72) 3 
合 (82) 1150 同じです。 で‘I I 

冒 9 4 

゜しで ‘--ノ

館林地区と 小西医院 てで が
かす 担

同じです。 合 (86)2261 ら゜ 当

呑ロ乎ク し
ま

し す
井上医院 館林地区と て ゜

合 (82) 1131 同じです。
< 内
だ 科
さ
し‘ 外
゜ 科増田医院 竹越医院

fl(82)2255 合 (84)3137 喜

平成 7 年 6 月 10 日（土）



「
み
な
つ
き
」
、
ま
た
は
「
み
な
づ
き
」

と
読
み
ま
す
。
旧
暦
六
月
の
こ
と
で
、

新
暦
で
は
七
月
頃
で
す
。
俳
句
で
は
、

晩
夏
の
季
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

語
源
に
つ
い
て
は
、
水
が
枯
れ
る
季

節
と
い
う
説
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
六
月
の
異
名
と
し
て
「
水
待

月
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
「
農
事
み
な
つ
き
た
る

意
」
、
す
な
わ
ち
農
作
業
を
み
な
や
り
つ

く
し
た
月
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
「
五
月
に
植
え
た
る
早
苗
の
み
な
っ

き
た
る
意
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
―
}
リ

水
無
月
の
埃
積
れ
る
芭
蕉
か
な

鈴
木
花
蓑

水
無
月
や
風
に
吹
か
れ
に
古
里
へ

歳
時
記

\ 
水
無
月

村の人口と世帯
6月 1 日現在

世帯数 3 I 147戸

人口総数 I I, 424人

男 5,755人・女 5,669人

(5 月中の動き）

出生 12人・死亡 I I 人

転入 34人・転出 29人

鬼
貫

戸
口
か
ら
青
み
な
月
の
月
夜
か
な一

荼

一
荼
の
句
の
「
青
み
な
月
」
と
は
、

青
葉
が
こ
ん
も
り
と
生
き
生
き
と
茂
る

様
な
の
で
、
水
が
な
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
と
は
違
う
よ
う
な
気
も
し
ま
す
ね
。

六
月
五
日
は
「
環
境
の
日
」
、
六
月
は

「
環
境
月
間
」
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
環
境
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

責
任
を
自
覚
し
た
い
も
の
で
す
。

5月の救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 14 件

•その他 5 件

●計 23 件

⑨®3お＠＠⑥⑮
------—-------------ガールスカウト群馬第77団

代表中村幸子

、土

坦

初
江

原
口
美
津
子

う
す
紅
の
あ
ん
ず
の
花
は
咲
き
満
て
る

庭
の
鶯
を
窓
開
け
て
聞
く

福
田

つ
ぷ
や

幹
太
き
古
木
に
何
か
呟
き
て
庭
師
は
柿

き

の
枝
伐
り
始
む

富
士

に
い
め
は

針
葉
の
新
芽
の
元
に
紅
小
毬
初
日
に
映

ろ
う
し
ょ
う

ゆ
る
大
き
老
松

仄
暗
き
朝
の
し
じ
ま
の
配
達
の
乳
瓶
の

音
残
し
去
り
ゆ
く

野
本
み
ね
子

奈
良

照
子
ヽ 政

子

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
第
7
7
団
は
、
平
成

元
年
に
発
団
し
、
今
年
で
七
年
目
を
迎
え
ま

す
。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
は
、
女
性
だ
け
で

計
画
立
案
し
実
行
し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。
今
年
度
の
団
員
数
は
、
少
女
二

十
五
人
、
成
人
十
人
、
リ
ー
ダ
ー
四
人
の
合

計
三
十
九
人
で
す
。

主
な
活
動
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
「
や

く
そ
く
」
と
「
お
き
て
」
を
守
り
、
少
女
た

ち
自
身
で
決
め
て
、
料
理
や
ク
ラ
フ
ト
な
ど
、

野
外
活
動
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
等
の
集
会
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
世
界
連

盟
と
国
連
の
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
と
の

共
同
で
、
平
和
に
向
け
て
の
取
り
組
み
も
な

さ
れ
、
世
界
の
難
民
に
つ
い
て
な
ど
の
集
会

も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
つ
で
も
新
し
い
仲
間
を
歓

迎
し
ま
す
。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
、
入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
、
一
緒

に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

初
春
の
陽
射
し
寒
き
に
孫
集
ま
り
て
ア

イ
ス
買
い
に
行
く
と
声
張
り
て
言
ふ

原
口
文
江っ

ぽ
み

葉
が
く
れ
に
朝
あ
さ
数
へ
し
椿
の
奮
今

さ
に
わ
な
が

朝
は
狭
庭
に
い
で
て
眺
む

泉
田

本
島

宗
治

72 40 80 75 

良

斗
合
田
％

新
橋
政
枝

茂

% 

篠
木
む
ら

建
治

大
佐
貫

下
江
黒

% 

砂
賀

新
井

新
橋

神
田

絵
美

と
く
4
 

．
f
-
ぐ

ー

清

ム
口

、
>
、
.

中
谷
％

茂
下
江
黒

平成 7 年 6 月 10 日（土）

誠 光
男

12 84 71 

栄

斗
合
田

%%  

新

斗
合
田
％

瀧
口
茂
男

鎮

男

田
島
％

横
塚
誠
一
郎

一
夫

由
雄

吉
田

年
齢
世
帯
主

7
 
6
 
7
 
5
 

, 
6
 

ー
6
 
耕

片
岡

夕

力

大梅

輪
% 
原
％

保

氏
名

区
J
H
E
B
L

千
津
井
％

地

ー
あ
く
や
み
ー

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

浅
見

小池森松小野鈴岡常
野本谷岡久村木田木氏
田 保優ゅ

咲さ知和字理り実み梓バ憂閃美み茜が記美み翔匂名
希き央ぉ暉き恵ぇ生ぅ ざ也ゃ穂ll 平；；奈な太fこ

さ 宏俊マ忠、明一美善志 真勇悦洋み崇美 み直令孝 X
つ修 リ 佐名章 ゆ和隆ゆ 丑｝
き 子夫子克美男江行子 澄悦子三き之子 き樹子治令：

中
谷

山
岸
柴
田

新新千
津
井 里 里

中

谷輪

大新南大新
大佐
島貫里 里

中
谷
新
里
地
区

ー
あ
め
で
だ
I
I

% % % % % ％尻尻％ % % ％闘

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

(14) 
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投

票
日

7 月 23 日（日）
群馬県知事選挙
参議院議員通常選挙

投 票 所（表一①）

第 第 第 第 第 第 第

<7 6 5 4 3 2 1 , , < 饂筐 , 艮且 , 
入 閾 心 < 塁 上 ] ケ 江
父ロヽ

贋
の

度ロヽ
里" 、ヽ 田 投

羹 贔 の

非よ ] 塁の

贋 票

[ 贔 黒

の 江 の

晶 ロ 塁 区
の

悶塁 域の

鳳
大 明

<合 ; : 明 明 下

佐
和 和 和

江西 東 投

貫 小 村 小 里’’‘ 
学 商 A 子 票

東 校

I 工
校 集

体 セ 体光 ン ムコニ 荷 所
育 夕

コF云

寺 館 I 館 館 所

投

票

所

7
月
2
3日
⑭
に
は
、
群
馬
県
知
事
選
挙
と
参
議
院
議
員
通
常
一

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
政
、
県
政
の
方
向
を
決
｛

め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
投
票
日
に
は
必
す
投
票
し
、
大
切
な
i

一
票
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
は
、
村
内
7
カ
所
に
設
け
ら

れ
ま
す
。
（
表
ー
①
）

投
票
所
名
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で
で
す
。

投
票
に
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
入

場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
入
場
券

を
な
く
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。投

票
順
序

入
口
↓
入
場
券
提
出
（
受
付
）
↓
知

事
選
の
投
票
用
紙
を
受
け
取
る
↓
記
載

↓
投
票
↓
参
院
選
選
挙
区
の
投
票
用
紙

を
受
け
取
る
↓
記
載
↓
投
票
↓
参
院
選

比
例
代
表
の
投
票
用
紙
を
受
け
取
る
↓

記
載
↓
投
票
↓
出
口

七
月
一
日
か
ら
一
カ
月
間
、
社
会
を

. 

明
る
く
す
る
運
動
が
法
務
省
な
ど
の
主

唱
で
、
全
国
一
斉
に
展
開
中
で
す
。

村
で
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら

海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
送
迎
バ
ス
を
無
料

運
行
し
て
い
ま
す
。

役
場
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健

公
共
施
設
へ
無
料
逼
行

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

特
に
少
年
の
非
行
防
止
と
更

生
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民

の
方
々
の
理
解
と
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
統
一
標
語

「
ふ
れ
あ
い
と

対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」

洒
洋
セ
ン
タ
ー
送
迎

セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
社
会
体
育

館
な
ど
に
用
事
の
あ
る
場
合
で
交
通
手

段
の
な
い
方
は
、
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
社

る

し‘

会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

平成 7 年 7 月 10 日（月） (2) 



平成 8 年度

村 職 員を募 集
8月 1 日（火）から16日（水）まで受け付け

• 

村
で
は
、
平
成
8
年
4

月
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
群
馬
県

町
村
会
に
委
託
し
て
、
次
の
と
あ
り
行
い
ま
す
。
村
政
に
情
熱
の
あ

る
皆
さ
ん
、
あ
な
だ
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
あ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

0
受
験
資
格

◇
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

◇
一
般
行
政
職
：
．
昭
和
4
1
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

◇
土
木
技
術
職
…
昭
和
3
1
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
土
木
系
の
高
等
学
校
以

上
の
卒
業
ま
た
は
見
込
み
の
者

0
職
務
内
容
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

◇
一
般
行
政
職
（
一
般
的
な
書
記
的
業

務
ま
た
は
補
助
業
務
）
…
…
若
干
名

◇
土
木
技
術
職
（
主
と
し
て
土
木
関
係

業
務
）
…
…
…
…
…
…
…
…
若
干
名

0
試
験
の
方
法

◇
第
1
次
試
験
（
初
級
試
験
）
…
公
務

員
と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
、
知
識

お
よ
び
能
力
に
つ
い
て
の
択
一
式
の

筆
記
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

◇
第
2
次
試
験
…
日
述
試
験
、
作
文
試

験
、
身
体
検
査

0
試
験
日
お
よ
び
場
所

◇
第
1
次
試
験
…
9
月
1
7
日
同
、
県
立

前
橋
女
子
高
等
学
校
ま
た
は
県
立
医

療
短
期
大
学
（
前
橋
市
）

◇
第
2
次
試
験
…
1
0
月
下
旬
予
定
、
役

場
会
議
室
（
第
1
次
合
格
者
に
つ
い

て
の
み
行
い
ま
す
）

0
合
格
者
の
発
表

◇
第
1
次
試
験
…
1
0
月
中
旬
予
定

◇
第
2
次
試
験
…
1
1
月
中
旬
予
定

④
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期
間

◇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先

申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課
で
交
付

し
ま
す
。

◇
申
込
受
付
期
間

8
月
1
日
因
か
ら
1
6
日
困
ま
で
（
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
で
す
。

◇
受
付
時
間

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
1
5
分

ま
で
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
6
闘
3
1

1
1
内
線
3
3
2
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と
ら
え
よ
う

日
本
の
鼓
動
を

数
字
か
ら

◎国勢調査
I 平成 7 年 10 月 1 日（日） 1 

総務庁統計局 明和村

1
0
月
1
H
は
国
勢
調
査

7
月
1

日
、
製
造
物
責
任
法

r
p
L

法
L
が
ス
タ
ー
ト

◇
製
造
物
責
任
法
と
は

製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
生
命
、
身
体
、

ま
た
は
財
産
に
損
害
を
被
っ
た
こ
と
を

証
明
し
た
場
合
に
、
被
害
者
は
製
造
業

者
な
ど
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
法
律
で
、
通
称
P
L

(
P
r
o
d
u
c
t
 L
ia
bi
l
i
t
y
)
法
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
平
成
七
年
七
月
一
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
は
、
製
品
の
適
正

な
選
択
、
使
用
お
よ
び
保
守
が
重
要
で

す
。
製
品
の
仕
様
・
機
能
・
内
容
の
確

認
に
努
め
、
使
用
す
る
際
に
は
表
示
・

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
に
つ

十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
五
年
に
一

度
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が

対
象
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

な
が
る
よ
う
な
使
い
方
を
し
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
製
品
の
保
守
・

点
検
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
も
大
切
で

す
。

◇
製
品
の
事
故
が
発
生
し
だ
と
き
は

被
害
状
況
の
写
真
を
撮
っ
て
お
く
な

ど
、
現
場
の
状
況
を
確
認
・
記
録
す
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
製
品
を
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
窓
口
は

役
場
経
済
課
6
闘
3
1
1
1
や
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
C
0
2
7
2
⑫
4
9

6
1
な
ど
で
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る
消
費
生
活
を

(3) 平成 7 年 7 月 10 日（月）
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夕ード

第4回

涼

雨天の場合は 12 （土）
祭

別
催
し

r
 // /
二S
L
L
も

午
後

3

時

ス
タ
ー
ト
”

特

2

回
開
催

抽
選

会
は

"

g

[

i

 

,
d
 

）
一

村
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
活
力
と
う
る
あ
い
の
あ
る
村
づ
く
り

を
推
進
し
よ
う
と
、
合
併
四
十
周
年
記
念
第
四
回
納
涼
祭
が

8
月
6

日
⑭
、

午
後
3

時
か
ら
9

時
1
0分
ま
で
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
あ
な

だ
も
祭
り
に
参
加
し
て
、
楽
し
い
夏
の
＿
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

雨
天
の
場
合
は
、
1
2日
由
に
行
わ
れ
ま
す
。

午
後
3
時
の
花
火
を
合
図
に
祭
り
が

始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
合
併
四
十
周
年

記
念
の
催
し
と
し
て
、
な
つ
か
し
い
石

炭
の
に
お
い
と
白
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
、

実
物
そ
っ
く
り
の
ミ
ニ

S
L

が
走
り
ま

す
。
ま
た
、
金
魚
す
く
い
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ポ
ン
大
会
、
昨
年
よ
り
盛
大
な
打
ち

上
げ
花
火
と
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
。

さ
ら
に
、
吹
奏
楽
演
奏
、
和
太
鼓
、

歌
舞
踊
、
民
踊
、
お
み
こ
し
、
き
や

り
、
さ
さ
ら
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、
八
木
節

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ば
い
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
当
日
参
加
し
た
人
を
対
象

に
豪
華
賞
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選

会
が
午
後
6
時
4
5
分
か
ら
と
、
午
後
8

時
2
0
分
か
ら
の
2
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

平成 7 年 7 月 1 0.日（月） (4) 



き
や

◇
木
遍
り蔦

工
業
連
明
和
支
部

◇
踊
り
…
花
笠
音
頭

交
通
安
全
協
会
婦
人
部

親
和
会

◇
ひ
ょ
っ
と
こ

◇
踊
り
…
社
明
音
頭

更
生
保
護
婦
人
会

-ー：口；；；二
カッコイイ「ミニ S L 」がみんなを待っています

令
年
の
主
な
催
し
物

◇
さ
さ
ら江

口
獅
子
舞
保
存
会

◇
ミ
ニ
S
L

の
運
行

ぁ

り

車
は

相
乗

交
通
規
制
に

ご
協
力
を

当
日
は
た
く
さ
ん
の
人
出
が
予
想
さ

れ
、
駐
車
場
も
不
足
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
お
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

な
る
べ
く
相
乗
り
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
交
通
規
制
も
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
納
涼
祭
成
功
の
た
め
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
歌
と
踊
り

老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

◇
お
み
こ
し
出
陣

明
青
会
・
大
佐
貫

子
育
連
等

で

こ。£
cこた。こ

クc::. 多三弓
乙でや O ＜デー

c;> ooo:"' 。
ク゜のク°'\:)も℃で）
O゜へ攣゜ぃ
(]; b 6 

| --( • 

.... ! 
ｷ.. 
,c:, ~ 
ャ字 '9

呻こし担き手

募i(中
「
セ
イ
ヤ
I

．
セ
イ
ヤ

I
.

」
と
威
勢
よ
く
担
ぎ

上
げ
ら
れ
る
「
み
こ
し
」
は
祭
り
の
華
。
年
々
盛

り
上
が
っ
て
く
る
「
納
涼
祭
」
で
、
あ
な
た
も
一

緒
に
「
み
こ
し
」
を
担
ぎ
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
て
祭
り
を
肌

で
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
恥
ず
か
し

が
ら
ず
に
お
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ

、
。
し食

み
こ
し
は
重
さ
加
k
g
の
商
工
会
青
年
部
に
よ

る
手
づ
く
り
み
こ
し

含
祭
り
半
て
ん
、
み
こ
し
タ
ビ
は
実
行
委
員
会

で
お
貸
し
し
ま
す
。

玄
参
加
す
る
人
は
、
役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1

l

、
商
工
会
6
闘
3
1
3
0
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◇
八
木
節明

和
八
木
節
保
存
会

◇
和
太
鼓

明
和
太
鼓
稲
妻
会

◇
民
踊
◇
花
火
打
ち
上
け

村
文
化
協
会
加
入
団
体
等

◇
金
魚
す
く
い

会場は『ふるさとの広場』です

ロニ□ 納涼祭駐車場
←一一方通行 N

L

 

役場

◇
吹
奏
楽
演
奏

明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部

◇
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン

大
会

(5) 平成 7 年 7 月 10 日（月）



永
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と

し
て
行
政
相
談
制
度
の
発
展
に
寄
与

建
設
大
臣
顕
彰

優
秀
施
工
者

建
設
事
業
の
第
一
線
に
あ
っ
て
業

務
に
精
励
し
技
術
・
技
能
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
遠
藤
茂
男
さ
ん
（
荒
井

建
設
株
式
会
社
勤
務
）
は
、
こ
の
ほ
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•
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' 

、
'
·
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総
務
庁
長
官
感
謝
状

さ
れ
た
、
大
佐
貫
の
鯉
沼
利
三
郎
さ

ん
に
、
こ
の
ほ
ど
国
務
大
臣
総
務
庁

長
官
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

鯉
沼
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年
六

月
か
ら
二
十
余
年
の
長
き
に
わ
た
り

活
躍
し
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
昨

年
秋
に
は
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受

章
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
委
員
の
後
任
に
は
、

長
男
の
哲
雄
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
親
子

二
代
に
わ
た
っ
て
行
政
相
談
業
務
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

遠
藤
茂
男
さ
ん

ど
優
秀
施
工
者
（
建
設
マ
ス
タ
ー
）

建
設
大
臣
顕
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

建
設
業
に
従
事
す
る
人
達
は
人
日

の
約
一
割
と
い
わ
れ
、
今
回
群
馬
県

下
で
受
彰
さ
れ
た
四
人
の
中
の
一
人

と
な
り
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
、
長
き
に
わ
た
り
建

設
現
場
で
工
事
に
直
接
携
わ
り
、
技

術
技
能
お
よ
び
人
格
等
が
優
れ
、
建

設
工
事
に
貢
献
し
た
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
今
回
の
受
彰
に
暉
き
ま
し
た
。

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん
に

［租税体系］

道府県税

地方税

市町村税

租税

一

当
面
の
景
気
低
迷
を
打
開
す
る
た
め

の
景
気
対
策
と
し
て
、
一
年
限
り
の
特

別
措
置
に
よ
り
1
5
％
相
当
額
の
減
税
が

行
わ
れ
ま
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
が
安
全
で
豊
か
な

生
活
を
営
む
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
納
税

の
義
務
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
税
の
し
く
み
な
ど
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

税
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
活
動
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り

私
た
ち
は
、
こ
の
活
動
に
基
づ
く
い
ろ

分

税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
）通

得
こ
用
費
録

民
普
産
ば
利
消
車

取
登
外

県
業
た
場
方
区
定
資
例

産
者
法
県
フ
地
動

府
県
定

府

動
府
ル
別
猟

寺

道
事
不
道
ゴ
特
自
鉱
狩
道
固
件

,'i 
ぃ
兄

キ
↑通普

目

税
税
釦
税
税
税
税
税

砂
こ
有
通

民
産
村
車
普
町
ば
保
外

市

村
資
在
動
た
産
地
定

所等
村
土
法

町
定
産
自
村

資

T

I
j

I
I
J
ロ

n
T

有
I
I
J

自
軽
入
水
市
固
巾
軽
市
鉱
特
市
入
事
都
水
共
宅
国

、

V

、

,
v
‘
,
v
‘

税
税
税

的
通
的

普

目

得
取

取
引
猟
地

車動
油
利 益

税
税
税
税

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
毎
日

を
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

民
間
で
は
、
で
き
な
い
性
格
の
も
の

や
、
そ
れ
ぞ
れ
で
行
う
と
不
経
済
な
も

の
な
ど
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
仕

事
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
、
国
民
一

人
ひ
と
り
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
税
金
で
す
。

税
金
の
区
分
及
び
種
類

0
国
税
と
地
方
税

国
税
は
、
国
に
納
め
る
税
金
を
い
い
、

地
方
税
は
、
地
方
公
共
団
体
に
納
め
る

税
金
を
い
い
ま
す
、
地
方
税
は
、
さ
ら

に
県
税
と
村
税
に
分
か
れ
ま
す
。

税
税
税
税
税
税
税

険

画
益
設
発

所
保

湯
計
地
施
開
康

業
健市
利
同
地

民

税
金
は
な
ぜ
必
要
か

税
金
の
し
く
み
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

国 税

0
直
接
税
と
間
接
税

直
接
税
は
、
税
金
を
納
め
る
義
務
の

あ
る
人
と
、
そ
の
税
金
を
実
質
的
に
負

担
す
る
人
と
が
同
一
人
で
あ
る
税
金
で

す
。
（
例
所
得
税
、
相
続
税
な
ど
）

間
接
税
は
、
納
め
る
人
の
税
金
が
品

物
や
サ
ー
ビ
ス
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
、

消
費
者
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
税
金
で

す
。
（
例
消
費
税
酒
税
な
ど
）

〇
普
通
税
と
目
的
税

普
通
税
は
、
収
人
の
使
い
み
ち
を
特

定
せ
ず
、
一
般
的
な
財
源
に
充
て
ら
れ

る
税
金
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
税
金
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
（
例
村
民
税
等
）

目
的
税
は
、
特
定
の
行
政
活
動
の
た

め
の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
税
金
で
す
。
（
例

国
民
健
康
保
険
税
等
）

以
上
税
金
の
区
分
を
し
て
み
ま
し
た

が
、
現
在
ど
の
く
ら
い
の
税
金
の
種
類

が
あ
る
か
を
み
て
み
る
と
、
別
表
の
租

税
体
系
の
と
お
り
で
す
。

税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税
税

ー

1

丁
進

ス
料
サ
量
許
影
路
ん
関

こ
油
燃
所
取
重
促

得
人
続
与
価
費
ガ
油
券
紙
免
繹
ん
道
と
油
発

ば
発
機
引
証
車
ー
開

油
空
価
動
録
銀
方
別
重

イ
本
源

所
法
相
贈
地
消
酒
た
揮
石
航
石
取
有
印
自
関
登
日
と
地
特
原
電

平成 7 年 7 月 10 日（月） (6) 



終戦50周年を迎え る今年

戦没者等の遺族の皆さまに

特別弔慰金が支給されます

支
給
の
目
的

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
五
十
周
年
に

あ
た
っ
て
、
国
が
改
め
て
戦
没
者
等
の

遺
族
の
方
に
対
し
て
、
弔
慰
の
意
を
表

す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

支
給
の
方
法

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人
に
つ

い
て
、
額
面
四
十
万
円
の
国
債
で
支
給

さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら
平
成
十
七
年
ま

で
の
十
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
四
万
円

ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
条
件

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
満
州
事
変
（
昭
和
六
年
九
月

十
八
日
）
以
降
の
戦
没
者
等
の
遺
族
の

方
で
す
が
、
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在

に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
。支

給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
は
、
主
と
し
て
次
に
記

載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序
に

従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
方
お
一
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰

金
（
遺
族
国
庫
債
券
）
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

第6回特別弔慰金

国債の額面 40万円

国債の発行日 平成7.10.1

償還金支払日 平8.6.15 ～平17.6.15

時効期日 平10.3.31

特定疾患医療結付対象疾病（表一①）

疾患

6 I 再生不良性貧血

7

8

 

名

1 I ベーチェット病

21 多発性硬化症

3 I 重症筋無力症

41 全身性エリテマトーデス

5 I スモン

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症

91 強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎

101 特発性血小板減少性紫斑病

11 I 結節性動脈周囲炎

121 潰瘍性大腸炎

131 大動脈炎症候群

141 ビュルガー病

15 天疱癒

16 脊髄小脳変性症

17 クローン病

18 劇症肝炎

疾患名

191 悪性関節リウマチ

20 パーキンソン病

21 アミロイドーシス

22 後縦靱帯骨化症

23 ハンチントン舞踏病

24 ウィルス動脈輪閉塞症

25 ウェゲナー肉芽腫症

26 特発性拡張型（うっ血型）心筋症

27 シャイ・ドレーガー症候群

28 表皮水疱症

（接合部型及び栄養障害型）

29 膿疱性乾癬

30 広範脊柱管狭窄症

311 原発性胆汁性肝硬変

321 重症急性膵炎

331 特発性大腿骨頭壊死症

341 混合性結合組織病

351 原発性免疫不全症候群

(7) 

受
付
窓
口

弟
姉
妹
（
な
お
、
戦
没
者
死
亡
以

降
に
遺
族
以
外
の
方
と
改
氏
婚
ま

た
は
、
養
子
縁
組
し
た
方
は
除
か

れ
ま
す
。
）

田
③
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き

続
い
て
一
年
以
上
生
計
を
と
も
に

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
福
祉
課
が

受
付
窓
口
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

請
求
の
受
付
は
七
月
か
ら
開
始
し
て

い
ま
す
。

請
求
書
等
の
用
紙
は
受
付
窓
口
に
備

え
て
あ
り
ま
す
が
、
他
に
戸
籍
抄
本
等

も
必
要
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
明
和
村
役
場
福
祉
課
6
闘
4
9
2

6
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
で
は
、
毎
年
八
月
と
十
二
月
に
原

因
が
不
明
で
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な

い
う
え
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る

難
病
[
表
|
①
（
特
定
疾
患
二
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
患
者
ま
た
は
家
族
に
対
し
、

そ
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
と
、
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

該
当
す
る
方
（
表
ー
①
参
照
）
は
、

7
月
2
0日
ま
で
に
「
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
福

祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
C
闘
4
9
2
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
く
だ
さ
い

特
定
疾
患
に
該
当
さ
れ
る
方

平成 7 年 7 月 10 日（月）
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たのに

といラ時の
ー水防工法講習会一

館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
、
水
害
か
ら
住
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン

に
入
る
前
の
6
月
4
日
早
朝
、
千
津
井
の
利
根
川

堤
防
で
水
防
工
法
習
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

明
和
消
防
団
を
は
じ
め
管
内
の
班
長
ク
ラ
ス
以
上

の
団
員
や
消
防
署
員
な
ど
約
一
八

0
人
が
参
加
し
、

水
害
に
備
え
て
土
の
う
の
作
り
方
や
積
み
方
な
ど

八
種
類
の
工
法
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
日
の
講
習
会
で
は
、
命
綱
を
腰
に
付
け
て

た
け
と
く
い
こ
し
ら
ご
と
く
ぬ
お
も
て

「
竹
尖
げ
・
杭
椿
え
」
「
五
徳
縫
い
」
「
木
流
し
」
「
表

薦
張
り
」
「
積
土
の
う
」
「
フ
ル
コ
ン
シ
ー
ト
」
「
土

留
鋼
板
」
「
月
の
輪
」
の
各
工
法
を
本
番
さ
な
が
ら

に
手
際
よ
く
行
い
災
害
に
備
え
ま
し
た
。
館
林
土

木
事
務
所
の
新
井
洋
征
所
長
か
ら
「
基
本
に
の
っ

と
り
正
確
か
つ
迅
速
に
エ
法
講
習
か
で
き
、
出
水

の
時
に
非
常
に
心
強
く
思
い
ま
す
。
エ
法
を
各
分

団
員
に
も
広
め
て
い
た
だ
き
、
地
元
で
の
活
躍
に

期
待
し
ま
す
」
と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

お寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご厘
絡ください。 役場ff84-3111

めざしてGO/
センター記録大会一 「竹尖げ・杭栴え」

工法

B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
開
館
一

周
年
が
目
前
に
迫
っ
た
六
月
十
一
日
、
第
二
回

水
泳
記
録
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
延
ベ
一
七
八
人
が
、

自
己
記
録
に
挑
戦
、
競
技
種
目
は
、
バ
タ
フ
ラ

イ
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
自
由
形
な
ど
七
種
目
、

四
十
ニ
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
か

ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
る
中
、
練
習
の
成
果

自 分 , 思 し‘ t
 

主 張

最優秀賞

吉田直人くん

9ら・心•も~.ヽヽ

明
和
中
学
校
で
は
、
6
月
1
7
日
由
に

学
校
行
事
の
一
っ
と
し
て
恒
例
と
な
っ

て
い
る
校
内
弁
論
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
、
日
常
生
活
の
中
で
日

頃
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
実
際
の

体
験
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

各
ク
ラ
ス
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
十
二

人
の
若
き
雄
弁
家
た
ち
は
、
い
じ
め
の

問
題
、
ま
た
災
害
や
環
境
問
題
に
い
た

る
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
自
ら

の
考
え
を
力
強
く
主
張
し
ま
し
た
。
中

学
校
文
化
委
員
長
の
矢
島
教
博
君
は
、
「
主

旨
が
ま
と
ま
っ
て
い
て
心
に
訴
え
る
内

容
に
共
感
し
、
全
員
の
発
表
が
す
ば
ら

し
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

し
た

0

[
敬
称
略l

▽
最
優
秀
賞
吉
田
直
人

(
-
B
)

「
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
」

▽
優
秀
賞
宮
崎
淳
子
（
三

A
)

「
自
分
の
こ
と
を
好
き
に
な
る
」

▽
優
秀
賞
小
暮
和
範
（
二

D
)

「
命
か
ら
学
ん
だ
事
」

▽
優
秀
賞
吉
永
平

(
-
D
)

「
災
害
へ
む
け
て
」

ー1

i
中
学
校
．
で

1

弁
繍
＇
太

会

平成 7 年 7 月 10 日（月） (8) 



ヽ

中
央
幼
稚
園
「
お
ん
ぶ
騎
馬
戦
」

元気いっ
一幼稚園でミニ運動会一

西
幼
稚
園
「
パ
ン
食
い
競
争
」

--
東
幼
稚
園

「
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」

ld L1 /
.
 

家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
六

月
の
土
・
日
曜
日
に
東
・
中
・
西
幼
稚
園
で
家
族

ミ
ニ
運
動
会
が
開
か
れ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
、

お
ん
ぶ
騎
馬
戦
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
各
園
と
も

約
十
種
目
を
家
族
で
楽
し
み
ま
し
た
。

園
児
か
ら
大
き
な
声
で
「
が
ん
ば
っ
て
」
と
応

援
さ
れ
る
と
、
参
加
し
て
い
た
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
は
、

I
I

ま
か
し
と
い
て
”
と
、
こ
の
日
は
と
ば

か
り
に
ハ
ッ
ス
ル
し
、
園
児
た
ち
も
大
喜
び
で
し

た
。
一
生
懸
命
頑
張
り
、
快
い
汗
を
流
し
た
家
族

は
、
ふ
れ
あ
い
を
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

自己ベストを
ー第2回洒洋

Tn • 

大佐貫に花しょうぶ圃！？

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
十
五
日
に
は
開
館
一
周
年
を
記

念
し
、
無
料
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間

の
入
場
者
数
は
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
の
お
か
げ

で
七
万
六
、
四
三
二
人
に
な
り
当
初
目
標
の
利

用
者
数
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
い
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

梅
雨
の
季
節
に
な
り
、
大
佐
貫
の
鯉

沼
兵
吉
さ
ん
宅
前
の
花
し
ょ
う
ぶ
園
に

茶
室
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）
と
水
車
（
昔
、

水
路
か
ら
水
田
に
水
を
入
れ
る
た
め
に

使
用
し
た
踏
車
）
が
備
え
付
け
ら
れ
ま

し
た
。鯉

沼
さ
ん
は
、
数
年
前
に
埼
玉
県
内

t
『
ぷ
で
こ
の
よ
う
な
光
景
に
出
合
い
、

I
Iと
て

l
r口
疇
」
賢□ロ
ザ□い
い
い

r
,
3り受
け
た
の
で
す
。

荼
室
の
周
囲
に
は
、
丹
精
こ
め
て
育

て
ら
れ
た
花
し
ょ
う
ぶ
が
約
一
・
五
ア

ー
ル
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
道
を
歩

い
て
み
る
と
、
木
の
火
鉢
が
備
え
て
あ

る
一
坪
半
の
茶
室
に
入
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
た

水
で
直
径
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
水
車
が
回

り
、
そ
の
近
く
で
は
舟
が
水
に
浮
く
な

ど
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
来
年
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
花
し
ょ
う

ぶ
を
植
え
て
、
皆
さ
ん
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
花
し
ょ
う
ぶ
園
に
し
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

(9) 平成 7 年 7 月 10 日（月）



る ぃ
体験学習を終えて 一

初
め
て
の
職
場
体
験
で
し
た
が
、
僕

は
将
来
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
時
に
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
で
は
ど
う
い
う
仕
事
を
す

る
の
か
と
、
そ
れ
し
か
考
え
な
い
で
体

験
し
ま
し
た
。
僕
は
ス
ー
パ
ー
で
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
店

の
人
に
あ
い
さ
つ
を
し
、
作
業
の
手
順

を
教
わ
り
「
な
ん
だ
、
こ
ん
な
こ
と
か
」

鯉沼 聖君

新井健一君

ぐ
ら
い
し
か
考
え
な
い
で
、
そ
の
教
わ

っ
た
商
品
の
陳
列
を
や
り
ま
し
た
が
、

―
つ
二
つ
と
商
品
を
並
べ
て
い
く
う
ち

に
腰
や
足
が
痛
く
な
り
、
つ
ら
い
と
感

じ
ま
し
た
。
毎
日
、
店
の
人
は
こ
ん
な

大
変
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
と
思
う

と
、
自
分
が
は
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

甘
い
考
え
で
体
験
し
た
の
が
大
き
な
過

ち
で
し
た
。
そ
し
て
、
昼
食
を
食
べ
た

後
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
い
う
裏
で
肉
や

魚
、
野
菜
な
ど
を
お
客
さ
ん
が
求
め
や

す
く
す
る
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。
僕

は
、
肉
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ヘ
行
き
、
肉

の
種
類
、
切
り
方
、
パ
ッ
ク
の
や
り
方

な
ど
を
て
い
ね
い
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
パ
ッ
ク
を
実
習
し

ま
し
た
が
、
む
ず
か
し
く
て
ラ
ッ
プ
に

職
場
体
験
学
習
と
い
う
こ
と
で
、
僕

た
ち
五
人
は
漬
物
工
場
に
向
か
っ
た
。

ま
ず
最
初
に
、
工
場
の
中
の
様
子
を
一

回
り
し
て
仕
事
の
内
容
を
教
わ
っ
た
。

職
場
の
人
は
、
み
ん
な
あ
た
た
か
く
迎

え
て
く
れ
た
。

実
際
に
体
験
し
て
み
る
こ
と
に
な
り
、

漬
物
を
箱
に
つ
め
た
。
楽
そ
う
に
見
え

る
け
れ
ど
、
け
っ
こ
う
腰
が
痛
く
な
る

仕
事
だ
っ
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
終
わ

っ
た
の
に
、
休
み
時
間
は
た
っ
た
の
十

分
。
も
う
少
し
長
く
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

休
み
時
間
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
、
ま

た
腰
の
痛
く
な
る
仕
事
を
す
る
の
か
と

波
が
た
た
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
大
変

で
し
た
。
け
れ
ど
、
勤
務
が
終
了
す
る

う
ち
に
は
、
や
っ
と
う
ま
く
い
く
よ
う

に
な
り
、
店
の
人
も
「
初
め
て
な
の
に

う
ま
い
ね
。
」
と
ほ
め
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
時
、
僕
は
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
店
の
人
か
ら
「
職
場
で
働

く
っ
て
い
う
の
は
、
ほ
う
し
ゅ
う
を
も

ら
っ
て
自
分
の
体
を
提
供
す
る
っ
て
い

う
こ
と
な
ん
だ
。
」
と
言
わ
れ
、
初
め
て
、

僕
は
働
く
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
ま
し

こ
。t
 これ

で
職
場
体
験
は
終
了
し
た
の
で

す
が
、
こ
の
体
験
は
僕
に
と
っ
て
と
て

も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
ス
ー
パ
ー
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

思
う
と
頭
が
痛
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
。

仕
事
も
終
わ
り
、
お
昼
に
な
っ
た
。
お

昼
休
み
は
四
十
五
分
と
い
う
、
と
て
も

長
い
時
間
に
感
じ
た
。
と
う
と
う
午
後

の
仕
事
が
始
ま
っ
た
。
午
後
は
流
れ
作

業
に
混
ぜ
て
も
ら
っ
た
。
流
れ
作
業
は

次
か
ら
次
へ
と
く
る
か
ら
た
い
へ
ん
だ

っ
た
。

こ
の
仕
事
を
毎
日
や
っ
た
ら
体
が
も

た
な
い
と
思
う
。
で
も
よ
く
大
人
は
体

が
も
つ
な
あ
と
思
っ
た
。
自
分
の
父
と

母
は
こ
う
い
う
つ
ら
い
仕
事
を
し
て
い

る
と
思
う
と
、
と
て
も
父
母
に
感
謝
し

た
い
。

充
実
感
あ
ふ
れ
る
貴
重
な
体
験

今
回
の
職
場
体
験
学
習
は
、
た
い
ヘ

ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
初
め
て
の
こ
＿

l
 

と
で
た
い
へ
ん
緊
張
さ
れ
た
こ
と
と
思

1

い
ま
す
。
朝
は
九
時
と
い
う
事
で
し
た

一

が
、
だ
い
ぶ
早
く
来
て
く
だ
さ
っ
て
、

お
掃
除
や
お
店
の
開
店
準
備
を
し
て
い
一

た
だ
き
、
お
客
様
が
お
見
え
に
な
っ
て
一

か
ら
も
、
こ
ち
ら
の
指
示
通
り
に
働
い
―

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

l一

私
た
ち
の
仕
事
は
、
技
術
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
接
客
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

C

で
す
か
ら
、
店
に
入
っ
て
米
た
時
の
生

5

徒
さ
ん
た
ち
の
明
る
い
あ
い
さ
つ
に
、

と
て
も
好
感
が
も
て
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
明
る
い
笑
顔
を
忘
れ
な
い

で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
美
容
院
よ
り
ー

昨
年
に
続
き
、
今
年
で
二
回
目
の
職

場
体
験
学
習
。
今
年
は
昨
年
よ
り
勤
務

時
間
が
延
長
さ
れ
、
朝
の
九
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
で
し
た
。
「
中
学
生
で
は
立

ち
ど
お
し
の
仕
事
は
大
変
で
は
な
い
で

み
ん
な
頑
張
つ
だ

/ 

あ
疲
れ
さ
ま... 

素
敵
な
笑
顔
を

心
れ
な
い
で

(10) 



板橋早織さん

一 中学 2 年生職場

私
は
職
場
体
験
で
西
保
育
園
へ
行
き

ま
し
た
。
西
保
育
園
を
選
ん
だ
理
由
は

相
手
が
ち
っ
ち
ゃ
い
子
だ
か
ら
、
仕
事

と
い
っ
て
も
遊
べ
ば
い
い
ん
だ
…
と
思

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
気
を

使
わ
な
く
て
す
む
し
、
楽
し
い
か
ら
い

い
や
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
し
た
。

で
も
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
予
想

外
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ず
っ
と
遊
ん

で
い
て
楽
し
い
と
い
う
こ
と
は
当
た
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
外
で
遊
ん
だ
時
は
、

す
べ
り
台
か
ら
落
ち
て
ケ
ガ
は
し
な
い

か
と
か
、
土
手
へ
散
歩
に
行
っ
た
時
は
、

事
故
に
あ
わ
な
い
か
な
ど
気
を
使
っ
て

ば
っ
か
り
で
し
た
。
今
考
え
る
と
、
保

育
園
な
ん
て
気
が
楽
で
い
い
や
と
思
っ

て
い
た
自
分
が
は
ず
か
し
い
で
す
。
で

も
、
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
初
め
て
会

っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
男
の
子
も
女
の

子
も
「
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、
お
ね
え
ち
ゃ

ん
」
と
い
っ
て
、
手
を
つ
な
い
で
き
た

こ
と
で
す
。
ま
だ
、
人
な
つ
っ
こ
い
年

子
と
も
た
ち
の
あ
た
た
か
い

み っ

\ 

阿部裕子さん

私
は
初
め
て
美
容
師
の
仕
事
を
や
り

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
の

整
理
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
次
に

ア
イ
モ
デ
ル
を
使
い
、
シ
ャ
ン
プ
ー
の

仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
で
す
。
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
私
は
教
わ
っ
た
と
お
り
頭

を
さ
げ
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
言

い
ま
し
た
。
そ
の
一
言
で
き
っ
と
気
分

が
よ
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
客
さ
ん
の
パ
ー
マ
の
補
助
も
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ー
マ
の
補
助

が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

頭
に
さ
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
次
は
ア
イ

モ
デ
ル
を
使
い
、
は
さ
み
で
髪
を
切
り

ま
し
た
。
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
が
、

ま
あ
ま
あ
よ
く
で
き
ま
し
た
。
き
ょ
う

一
日
の
仕
事
は
け
っ
こ
う
い
ろ
い
ろ
と

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
や
っ
て
み
て
、
将
来
こ

の
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
美
容
師
と
い
っ
て
も
大
変
な
＼
仕
事

で
す
。
何
か
ら
何
ま
で
一
人
で
や
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
私
は
そ
の

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
き
ょ
う
は
と
て
も
い
い
経
験
が

で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
―
つ
の
い
い
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。

ご
ろ
だ
か
ら
当
然
か
も
知
れ
な
い
け
れ

ど
、
こ
ん
な
に
な
つ
い
て
く
れ
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
園
児
た
ち
の
お

昼
寝
の
時
の
顔
が
、
ま
だ
私
の
中
に
残

っ
て
い
ま
す
。
寝
っ
こ
ろ
が
っ
て
眠
る

ま
で
い
っ
し
ょ
に
い
ま
し
た
。
指
を
く

わ
え
た
り
し
て
、
と
て
も
無
じ
ゃ
気
な

顔
で
し
た
。

今
ま
で
は
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
私
は
た
っ
た
一
日
の
体
験
で
、

こ
ん
な
に
保
母
さ
ん
に
な
り
た
い
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
将

米
、
保
母
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
責

任
感
の
い
る
仕
事
だ
け
ど
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ー
ス
ー
パ
ー
よ
り
ー

こ
の
体
験
を

生
か
せ
る
よ
う
に

し
ょ
う
か
。
ま
し
て
昨
年
よ
り
時
間
帯

も
長
い
の
で
…
」
と
先
生
に
お
話
し
し

ま
し
た
ら
、
「
そ
れ
で
け
っ
こ
う
な
凶
で

す
よ
。
仕
事
の
大
変
さ
が
少
し
で
も
子

ど
も
た
ち
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
…
。

そ
れ
が
大
切
な
事
な
ん
で
す
か
ら
」
と

い
う
先
生
の
言
葉
に
受
け
入
れ
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

店
内
で
は
清
掃
、
盛
り
付
け
、
食
器

洗
い
に
と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
働
い
て
く

れ
た
四
人
の
男
子
中
学
生
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
慣
れ
な
い
仕
事
に
戸
惑
っ

た
事
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
腰
も
痛
か
っ

た
で
し
ょ
う
ね
。
唯
一
の
楽
し
み
で
あ

る
昼
食
の
時
間
、
エ
プ
ロ
ン
を
放
り
投

げ
て
に
こ
や
か
に
食
べ
て
い
た
姿
を
見

て
、
中
学
生
の
素
顔
を
見
た
気
が
し
ま

し
た
。
ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し

こ
。t
 

ー
飲
食
店
よ
り
1

仕
事
に
取
り
組
む
態
度
は
真
剣
で
意

欲
的
で
し
た
。
中
学
二
年
生
に
し
て
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
っ
て
行
動

し
て
い
ま
す
。
若
さ
が
あ
る
た
め
初
々

し
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
が
あ
り
、
周
り

で
働
く
社
員
や
パ
ー
ト
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
将
来
を
考
え
る
年
代
で
す
の

で
、
実
習
を
通
し
て
何
で
も
良
い
か
ら

自
分
な
り
に
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。



◇
期
日
7
月
か
ら

8

月
ま
で
計
1
0回

剣
道
教
室

◇
日
時

正
午

◇
会
場
明
和
中
学
校
々
庭

◇
対
象
小
学
生
以
上
の
村
内
在
住
、

在
勤
者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
料
無
料

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

7

月

3
0日
⑪
ま
で
社
会
体
育
館
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

8

月

1
9日
出
正
午
1
2
0
H⑪

優勝した「明和西少年野球クラフ」チーム

優勝した「明和クラブ」チーム

合
併
周
年

第
6
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
・

ソ
フ
ト
ボ
—
ル
大
会

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

40 

記

念ヽ

◇
小
学
生
の
部

優
勝
明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

◇
一
般
の
部

優
勝
大
成
野
球
部

準
優
勝
新
里

第

2
3
回
春
季

バ
レ
—
ボ
ー
ル
大
会

合
併

4
0
周
年
念

第
3
7回
村
民
野
球
大
会記
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◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
講
師
館
林
・
邑
楽
剣
道
連
盟
の
先

生
ほ
か

◇
対
象
者
小
・
中
学
生
お
よ
び
一
般

男
女

◇
募
集
人
数
2
0
人
（
先
着
順
受
け
付
け
）

◇
参
加
費

4
0
0

円
（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

7

月

1
5
日
由
よ
り
社
会
体
育
館
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

優勝した「大成野球部」チーム

誠ピ
タ
ミ
ン
D

の
は
だ
ら
き

一
ビ
タ
ミ
ン

D

は
、
小
腸
で
カ
ル
シ
ウ

ム
を
吸
収
す
る
の
を
助
け
、
血
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
酸
の
輸
送
、
そ
し
て

骨
へ
の
沈
着
を
行
う
働
き
が
あ
り
、
骨

や
歯
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で

す
。
こ
の
ビ
タ
ミ
ン

D

に
は
、
植
物
性

食
品
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

D
zと
動
物

性
の
ビ
タ
ミ
ン
い
の
2
種
類
が
あ
り
ま

す
。
D
zは
プ
ロ
ビ
タ
ミ
ン
D

と
も
呼
ば

れ
、
太
陽
光
線
に
当
た
る
こ
と
で
ビ
タ

ミ
ン

D

と
し
て
の
効
力
を
発
揮
し
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
キ
ノ
コ
類
に
多
く
含

ま
れ
ま
す
。
一
方
の
い
は
、
魚
な
ど
に

多
く
含
ま
れ
る
他
、
皮
膚
の
表
皮
に
あ

る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
紫
外
線
が
当
た

る
こ
と
で
も
作
ら
れ
ま
す
。
い
の
生
成

を
促
進
さ
せ
る
狙
い
で
も
日
光
浴
は
必

要
で
す
。
特
に
子
ど
も
で
は
体
内
の
合

成
鼠
が
低
く
、
母
乳
や
牛
乳
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
の
で
、
乳
幼
児
の
日
光
浴

も
多
少
は
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
タ
ミ
ン

D

が
不
足
す
る
と
、

骨
が
も
ろ
く
な
っ
た
り
、
骨
の
発
育
が

悪
く
な
っ
た
り
し
、
く
る
病
や
骨
粗
捻

症
の
原
因
と
な
る
の
で
す
。
骨
量
を
増

や
す
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ば
か
り
を
摂

取
し
て
い
て
も
ダ
メ
。
カ
ル
シ
ウ
ム
と

ビ
タ
ミ
ン

D

は
二
人
三
脚
だ
と
い
う
こ

と
を
覚
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

ハ
ロ
ー
健
康
⑱

ビ
タ
ミ
ン
D

の
上
手
な
摂
り
方

ビ
タ
ミ
ン

D

の
摂
取
量
は
、
大
人
で

一
日
約
1
0
0
I
U

、
成
長
期
に
は
4

O
O
I
U

が
必
要
で
す
が
、
肝
臓
や
腎

臓
の
調
子
が
悪
く
、
ビ
タ
ミ
ン

D

が
う

ま
く
作
れ
な
い
場
合
は
、
こ
の
何
倍
も

摂
取
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
1
1

2
歳
の
幼
児
は
、
1
1
2
時
間
の
日
光

浴
で
1
0
0
I
U

く
ら
い
の
ビ
タ
ミ
ン

D

が
生
成
さ
れ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン

D

を
多
く
含
む
食
品
と
し

て
は
、
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
サ
ン
マ
な
ど

の
青
身
魚
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
皮

や
血
合
い
の
部
分
に
多
く
含
ま
れ
る
の

で
、
捨
て
ず
に
食
べ
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
新
鮮
な
シ
ラ
ス
干
し
や
ウ
ル
メ

イ
ワ
シ
な
ど
の
小
魚
は
、
ビ
タ
ミ
ン

D

と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
一
緒
に
摂
取
で
き
る

の
で
合
理
的
で
す
。

プ
ロ
ビ
タ
ミ
ン
D

を
含
む
シ
イ
タ
ケ

は
、
太
陽
に
干
す
こ
と
で
自
然
に
ビ
タ

ミ
ン

D

が
生
成
さ
れ
ま
す
。
使
う
前
に
、

一
日
か
二
日
シ
イ
タ
ケ
を
太
隅
光
線
に

当
て
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

部
屋
に
こ
も
り
が
ち
な
人
や
、
夜
間

に
働
く
人
な
ど
は
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
D

を
多
く
含
む
食
品
を
積
極
的
に
摂
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

品
量
る
ズ

食
有
）
コ
＿

含

U
'

チ
分
自

む
の
〇
表

含
り

o
o
o
o
o
o

成
布
か

く
か

7
0
5
3
4
5
4
2
3
4
3
0
2
0
1
1
"
9

れ

多
o
g
1

釦
が
ま

0

る
含

を
ー
食
め
も

口
）
紅
占
に

身
を
と

ン
※ミ
品
ほ
宜
）
）
言

ロ
（
げ
生
生
し
か
卵

夕
食
ク
シ
あ
(
(
干
←
類
、

ビ
マ
ワ
ま
ォ
マ
れ
ス
ノ
魚

l

ン
イ
つ
ツ
ン
み
ラ
レ
に
タ

・
ホ
マ
さ
ヵ
サ
つ
シ
豚
主
ハ

平成 7 年 7 月 10 日（月） (12) 



むJtこt'も贔
おおっさ斗ねミ℃

七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

夏
休
み
に
入
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は

学
校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
気
持
ち
が

緩
み
、
生
活
の
ペ
ー
ス
が
乱
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
「
家
が
お
も
し

ろ
く
な
い
」
な
ど
の
不
満
や
、
「
友
人
に

誘
わ
れ
て
」
と
い
っ
た
好
奇
心
か
ら
非

行
に
は
し
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。実

際
、
犯
罪
や
暴
力
事
件
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
世
の
中
で
す
。
子
ど
も
を

深
み
に
陥
ら
せ
な
い
よ
う
、
親
の
役
割

を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
を
前
に
、
子
ど
も
の
非
行
を

防
ぎ
、
健
全
に
育
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、
家
庭
の
役
割
が
大
切
で
す
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

「
い
ま
忙
し
い
か
ら
あ
と
で
」
と
よI
I

 

®
子
と
も
の
よ
さ
を
認
め
子
と
も
の
話

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
か
。

子
ど
も
が
親
に
話
し
か
け
て
く
る
の

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。
親
は
、
何
で
も

隠
さ
ず
話
せ
る
雰
囲
気
を
、
家
庭
に
つ

く
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
社
会
の
ル
ー
ル
を
正
し
く
教
え
、

子
と
も
の
手
本
と
な
る
行
動
を

し
て
い
ま
す
か
。

子
ど
も
は
、
親
を
ま
ね
て
大
き
く
な

る
も
の
で
す
。
社
会
の
決
ま
り
を
教
え
、

親
の
生
き
る
姿
勢
を
さ
り
げ
な
く
み
せ

れ
ば
、
子
ど
も
は
感
じ
と
り
ま
す
。

言
わ
な
い
よ
う
に
し
、
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
話
を
聞
く
心
配
り
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
子
ど
も
の
よ
さ
を
認
め
、

ほ

必
ず
褒
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
し
か
る
と
き
は
、
精
神
的

に
追
い
つ
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
「
お
ま

え
が
か
わ
い
い
か
ら
、
し
か
る
の
だ
よ
」

と
い
う
愛
情
表
現
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

⑮
子
と
も
の
こ
と
を
、
家
庭
で
よ

く
話
し
合
つ
て
い
ま
す
か
。

夫
と
妻
は
、
子
ど
も
の
成
長
や
将
米

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
を
見
て
い
る
子
ど
も
は
、
親
は
自
分

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
く
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。口こ]

 
一

ふ
・
・
・

④
し
か
る
と
き
で
も
ゆ
と
り
と
愛

情
を
も
つ
て
い
ま
す
か
。

親
が
子
ど
も
を
信
じ
て
な
か
っ
た
ら
、

結
果
が
ど
う
な
る
か
詳
し
く
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

「
親
を
困
ら
せ
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
子
ど
も
の
心
に
芽
生
え
ま
す
。

万
引
や
強
盗
、
恐
喝
や
晉
迫
、
放
火

な
ど
新
聞
や
週
刊
誌
に
載
っ
て
い
る
犯

罪
の
記
事
は
、
い
ま
は
大
人
だ
け
の
犯

行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
生
や
高
校

生
、
中
学
生
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

実
際
、
平
成
六
年
中
に
刑
法
犯
で
補
導

さ
れ
た
少
年
は
、
十
三
万
一
、
二
六
八

人
で
し
た
。
前
年
よ
り
補
導
し
た
人
数

は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、

万
引
や
、
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
頃
か
ら
は
、
大
麻
を
所
持

．
乱
用
す
る
青
少
年
が
急
激
に
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
い
じ
め

に
起
因
す
る
事
件
や
自
殺
な
ど
が
多
く
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
の

非
行
の
現
状

①
何
で
も
話
せ
る
雰
囲
気
が
家
庭

に
あ
り
ま
す
か
。

＠
子
と
も
の
こ
と
を
信
じ
て
い
ま

す
か
。

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
解
放
感
か
ら
水
の
事
故
、
交
通
事

故
、
花
火
の
事
故
、
ま
た
非
行
が
芽
生

え
る
の
も
こ
の
時
期
、
夏
休
み
か
断
然

多
い
の
で
す
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
ぐ
る
み
で
見
守

り
注
意
し
合
っ
て
、
楽
し
い
夏
休
み
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
の
な
い

楽
し
い
夏
休
み
を

学
校
や
家
の
こ
と
、
友
人
関
係
な
ど

で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
く

て
困
っ
て
い
る
場
合
は
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
、
学
校
の
先
生
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、

太
田
児
童
相
談
所
6
翻
3
7
2
1
、
館

林
警
察
署
の
子
ど
も
の
悩
み
1
1
0
番

6
閻
8
9
5
1

、
館
林
市
青
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー

C
⑬
4
1
1
4
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
心
理
学
や
教
育
の
専
門

家
が
、
親
身
に
な
っ
て
答
え
て
く
れ
ま

す
。
電
話
だ
と
無
理
に
名
前
を
い
う
必

要
も
な
い
し
、
気
楽
に
話
せ
ま
す
。
一

人
で
悩
ん
で
い
な
い
で
電
話
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

(13) 「壽少年を非行から守る全国強調月晶出…平成7年7月 1 日～31 日までの 1 カ月問

夏休みを

前に考える

と
う
し
た
ら
子
と
も
を

非
行
か
ら
守
れ
る
か

あ
子
さ
ん

ヘ

平成 7 年 7 月 10 日（月）



福祉入門ふれあい教室

参加者募集

◇日時 8 月 18 日（金）午前10時～午後

3 時および 8 月 22 日（灼午前 9 時～

午後 3 時30分の 2 日間

◇場所館林保健所ほか

◇内容 福祉についての講義と体験

学習、福祉施設訪問など

◇参加質無料

◇募集人員 35人（受付順）

※詳しくは、邑楽郡社会福祉協議会

合（73)2141へお問い合わせください。

児童巡回相談

◇日時 7 月 21 日（金）

午前10時～午後 3 時

◇場所 明和村中央公民館

◇相談内容食事、排泄、言葉、睡

眠障害など

※詳しくは、太田児童相談所合 (31)

3721 または福祉課合（84)4926へお問

い合わせください。

身体障害者巡回診査

◇日時 7 月 31 日（月）

午前11時～午後 2 時受付

◇会場 明和村保健センター

◇内容 医学診断（肢体・視力）

義肢・補聴器修理

※詳しくは、福祉課合（84)4926へお

問い合わせください。

サマージャンボ宝くじ
（別称・市町村振興宝くじ）

7 月 28 日（釦からサマージャンボ宝

くじの予約受付が開始されます。

この宝くじの収益金は、市町村の

明る＜住み良いまちづくりに使われ

ます。

NHK青春メッセージ
出場者募集

今、あなたが何を思い、何を考え

ているのか、自分の体験をもとにメ

ッセージを伝えてください。

◇参加資格昭和45年 1 月 16 日から

昭和55年 4 月 1 日までに生まれた

方

◇応募内容 テーマは自由

◇応募方法 自分のメッセージを 4

分30秒以内で発表し終わるように

原稿用紙（400字詰め• 3 枚半程度）

にまとめるか、カセットテープに

録音してお送りください。必ず発

表題をつけてください。

◇応募期限 10 月 13 日（岱く当日消印

有効〉

◇関東甲信越コンクール 11 月 19 B 

（日）東京・ NHK放送センターで開

催

※詳しくは、 NHK前橋放送局合02

72 (51) 1712へお問い合わせくださ

し、

゜

8月は電気使用安全月間

この月間は、電気知識の普及と、

夏季の電気災害を防止するために設

けられたものです。電気の安全は、

お使いになる皆さんが主役です。電

気を安全に使用するために、「 5 つの

ポイント」を守りましょう。

①漏電遮断器を取り付けて、電気の

事故を防ぎましょう。

②アース線はしっかり取り付けまし

ょう。

③ぬれた手で、電気製品を使うのは

やめましょう。

④電気製品の取り扱い説明書は必ず

読みましょう。

⑤電気火災の原因、タコ足配線はや

めましょう。

※詳しくは、東京電力（梱館林営業所

合 (72) 4340 または附）関東電気保安協

会太田事業所合 (25) 8371へお問い合
わせください。

放送大学学生募集

テレビ・ラジオの放送を活用して

講義を行う放送大学では、平成 7 年

度第 2 学期（10月授業開始）の学生

を募集しています。

◇募集人員 全科履修生 2,000人

選科履修生科目履修生｝ 6,000人
◇出願受付期間 7 月 15 日（土）～ 8 月

15 日伏）

※詳しくは、放送大学群馬学習セン

ター合0272(32)5381へお問い合わせ

くださしヽ。

行方不明の人を捜す

相談所が開設されます

◇期日 8 月 1 日因から 31 日（杓まで

◇場所 常時開設…県警察本部鑑識

課、出張相談… 8 月 3 日（杓午前 9

時～午後 4 時、太田警察署

※詳しくは、群馬県警察本部鑑識課

合0272(53)9095 または館林警察署合

(75) 0110へお問い合わせください。

くらし
．の，

情報・案内
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◇日時＝ 8 月 10 日（杓

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 8 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。
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8 月は、お休みさせていただき

ます。
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◇日時＝ 8 月 17 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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◇日時＝ 8 月 17 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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◇固定資産税、国民年金保険料、水道

料金

◇納期限＝ 7 月 31 日（月）

平成 7 年 7 月 10 日（月） (14) 



とうもうめくり

参加者募集

東毛広域（明和村など邑楽郡、館

林市、太田市、尾島町、新田町）で

は、「とうもうめぐり」と称して、圏

域内の名所、旧跡など観光めぐりの

参加者を次のとおり募集します。

◇期日 8 月 16 日（水）および18 日（金）

◇集合時間午前 7 時45分

◇集合場所館林市役所（正面玄関）

◇募集対象者 圏域内の親（保護者）

と子（小学生）の 2 人 1 組

◇募集人数（組数） 1 日につき 52

人 (26組） （多数の場合抽選）

◇参加費 無料（昼食、飲物は事務

局で用意）

◇コース 圏域内 9 市町村の名所、

旧跡等を観光

◇申し込み方法 官製ハガキに住所、

氏名（親と子の氏名と年齢）、電話

番号、参加希望日を明記

◇期限 7 月 25 日因到着分有効

◇申し込み先 東毛広域市町村圏振

興整備組合 〒373太田市浜町 2 番

35号太田市役所内合(45)8181 内

線349へお申し込みください。

やまとり号 1 日見学

参加者募集

館林財務事務所地域振興室では、

県政に対する理解を深めていただ＜

ため「やまどり号 1 日見学」の参加

(15) 

者を募集します。

◇期日 8 月 23 日（水）

◇集合場所・時間館林市役所午

前 7 時45分

◇見学場所みかほ‘‘みらい館（藤岡

市）、桜山温泉センター（鬼石町）

◇対象館林市、邑楽郡在住の18歳

以上の人

◇定員 100人（ただし、定員を超え

た場合は、初参加者を優先し、抽

選となります。）

◇参加費 無料（ただし、集合場所

までの費用および昼食は、参加者

負担）

◇申し込み方法往復ハガキに、住

所・氏名・年齢・職業・電話番号

・過去参加の有無を明記し、 7 月

31 日旧）までに〒374 館林市仲町11

番10号 館林財務事務所地域振興

室合（72)4461へお申し込みくださ

い。 (1 枚につき 1 人）

NOSA i写真
コンクール作品募集

群馬県農業共済組合連合会では、

農業共済制度の普及並びに事業拡大

強化に役立つ作品を募集しています。

◇テーマ 県内の農業・農村・農家

の明る＜楽しい事象、農業災害な

どを扱ったものとします。

◇応募サイズ キャビネ版 (11.7cmX 
16.8cm) 以上とし、白黒、カラー

いずれでもよい。

◇応募点数 1 人何点でもよい。

◇応募作品 未発表の作品に限りま

す。また、作品の裏面には住所、

氏名、年齢、所属、画題、撮影デ

ータを明記してください。

◇応募期限 11 月 30 日（木）

※詳しくは群馬県農業共済組合連合

会総務部広報課合0272(51)5631へお

問い合わせください。

平成7年度自衛官募集

◇応募資格 日本国籍を有する 18歳～

27歳未満の男女および来春高校卒

業見込みの者

◇試験期日 9 月中旬

◇合格発表 試験の概ね 1 カ月後

※詳しくは、群馬地方連絡部太田出

張所合 (45)5563へお問い合わせくだ

さい。

くんま長寿学園

学生募集

◇日時 8 月 30 日（水）から 12 月 13 日（水）

までの合計16回午後 1 時30分～ 4 

時

◇会場館林市文化会館ほか

◇対象 おおむね55歳以上の、健康

で学習意欲があり通学が可能な者

◇定員 50人

◇受講料無料（教材費は自己負担）

◇受付期間 7 月 18 日因～ 8 月 29 日

伏）

※詳しくは東部教育事務所合(31)7151

へお問い合わせください。

言 館林邑楽地区 館林地区
※◎ • 

千代田 赤冬; 人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内科外科
にのは

休 なにみ>
る限り 一

井上(i告）医院大神医院 大塚医院川島脳外科 増田医院 竹越医院

合場が診悶 病生7 月 16 日
合 (88)6300 ff(62)2200 合 (72)0176 合 (75)5511 合 (82)2255 合 (84)3137

日 横田（婦）医院川田（耳）医院 神尾医院慶友病院 石山医院 館林地区と あり 間 — 院
7 月 23 日 まは 合

合 (72)0255 合 (72)3314 合 (75) 1288 合 (72)6000 合 (82)0103 同じです。
ょ口 (72) 
3 

白沢医院 川村医院 ゆたか医院 礫川堂医院 橋本医院 館林地区と で l | 

当
7 月 30 日

合 (72) 1600 合 (72) 1337 合 (73)7308 合（74)0184 合 (82) 1150 胃 9 4 同じです。

゜しで ‘--/ 

土井クリニック 川田（耳）医院 後藤内科医院 永寿堂医院 館林地区と 小西医院 てで が

8 月 6 日 かす゚ 担
合 (72)8841 合 (72)3314 合(72)0134 合 (72)4469 同じです。 合 (86)2261 ら 当

番 呑戸ロク し

落合医院 小倉医院 記念病院 慶友病院 館林地区と 館林地区と ま
8 月 13 日 し す

合 (72)3160 合 (72)0606 合 (72)3155 合 (72)6000 同じです。 同じです。 て ゜
< 内ヽ

浜野病院 だ 科

医
8 月 14 日 さ

合 (88)5678 し‘ 外
゜ 科

8 月 15 日
浜野病院

喜合 (88)5678

平成 7 年 7 月 10 日（月）

(
 



瀑！

昨
年
の
夏
が
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
真
夏
日
と
い
う
言
葉
は
、
す
っ
か
り

お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。
み
な
さ

ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
真
夏
日
と
は

一
日
の
最
高
気
温
が
摂
氏
三
十
度
を
超

え
る
日
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
真
冬

日
は
、
同
じ
く
最
高
気
温
が
零
度
未
満

の
日
で
す
。

ま
た
、
熱
帯
夜
と
い
う
言
葉
も
よ
く

聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
正
式
な
気
象
用

語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
の
最
低

気
温
が
二
十
五
度
以
上
の
日
の
こ
と
で

す
。
最
低
気
温
は
夜
か
ら
朝
方
に
か
け

て
出
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
熱
帯
夜
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歳
時
記＼ぃ

口
真
夏
日

村の人口と世帯
フ月 1 日現在

世帯数

人口総数

男

生 2人・死亡 I I 人

転入 41 人・転出 33人

出

3 I 149戸

I I, 423人

5,751 人・女 5,672人

(6 月中の動き）

ま
た
、
暑
い
日
が
続
く
と
冷
め
た
い

飲
み
物
が
欲
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ

ん
な
こ
と
か
ら
昨
年
は
、
清
涼
飲
料
水

や
ビ
ー
ル
が
記
録
的
な
売
れ
行
き
を
示

し
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
、
ど
ん
な
夏

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

夏
は
食
中
毒
の
季
節
で
す
。
そ
し
て

七
月
は
「
夏
期
食
品
一
斉
取
締
り
月
間
」

で
す
。
家
庭
で
も
、
食
品
の
取
り
扱
い

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

6月の救急車出動回数
1 | 

口言ニ
ニー

睦美会
代表木村嘉珠子

し
ょ
う

落
ち
ぶ
れ
て
小
布
施
の
山
地
に
生
果
て

ひ
と
よ

し
正
則
公
の
生
涯
を
思
ふ

瀬
下

ア
ン
デ
ス
の
山
の
ポ
ス
タ
ー
貼
ら
れ
あ

る
駅
の
ト
イ
レ
の
つ
か
え
を
直
す

立
岡
正
夫

か
ほ
や
が
沼

一
江

股
関
節
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
り
花
冷
え
の

廊
に
目
つ
む
り
結
果
待
ち
を
り柿

沼

ア
ン
テ
ナ
に
と
ま
れ
る
鳩
が
春
風
の
中

に
向
き
替
ふ
風
見
鶏
の
ご
と
く

奈
良
原
き
く
の

対
局
の
終
り
た
る
ら
し
和
や
か
な
話
し

声
聞
こ
ゆ
タ
ベ
の
縁
よ
り
（
囲
碁
対
局
）

江
森
政
美 ま

つ

＿
編
集
後
記
一

◇
夏
祭
り
の
季
節
を
迎
え
、
各
地
か
ら
祭
り
ば

や
し
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
昨
夏
と
異
な
り
、
今
年
は

冷
夏
と
い
う
予
報
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
祭

り
に
参
加
し
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
楽
し
い

夏
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
®

◇
先
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
を
通
り
か
か
っ
た

五
人
の
主
婦
の
会
話
で
す
。
「
こ
こ
は
何
が
で
き

る
の
か
し
ら
？
」
「
知
ら
な
ー
い
。
」
今
、
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
を
建
設
中
な
の
で
す
が
、
こ

の
こ
と
を
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
広
報

紙
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
て
は
い
る
の
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
、
手
に
取
っ
て
見
て
も
ら
え
る
た
め

の
努
力
が
足
り
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

少
々
落
ち
込
ん
で
い
る
⑭

◇
時
が
経
つ
の
は
”
あ
っ
“
と
い
う
間
で
す
ね
。

バ
タ
バ
タ
し
な
が
ら
も
、
三
カ
月
が
過
ぎ
ち
ゃ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
暑
い
夏
が
や
っ
て
き

ま
す
。
5

月
号
で
未
熟
者
だ
っ
た
私
だ
け
ど
、

少
し
は
成
長
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
®

●急

•そ

●交通事故

病

イ也

• 
の
計

6 件

13 件

4 件

23 件

⑨叫三空竺竺⑧⑮

名
前
は
と
全
員
で
色
々
と
考
え
ま
し
た

が
、
何
時
ま
で
も
仲
睦
ま
じ
く
美
し
く

と
い
う
意
味
で
、
睦
美
会
と
名
付
け
ま

し
た
。

会
員
は
江
口
•
南
大
島
・
中
谷
・
梅

原
地
区
の
人
達
で
週
一
回
、
夕
食
後
の

ひ
と
時
を
、
健
康
管
理
と
仲
間
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
と
、
詩
舞
と
民
舞
を
習

っ
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
三
月
は
公
民
館
ま
つ
り
、
八

月
は
納
涼
祭
、
十
一
月
は
文
化
祭
へ
と

村
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

発
表
会
の
後
で
は
、
全
員
で
反
省
会
を

か
ね
て
食
事
会
な
ど
を
も
う
け
、
日
頃

の
練
習
会
の
苦
労
話
な
ど
を
語
り
あ
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
米
年
の
練
習
に

と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
末
長
く
、
こ
の
会
を
大
切
に

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

1
1

あ
く
や
み
ー

氏
名
年
齢
世
帯
主

小
山
田
一
幸

2
9
タ
ケ
子

寺
島
昇
二
郎

7
7
邦
雄

金
子
富
子

6
0
攪
次
郎

飯
塚
か
つ

8
4
正
平

大
室
八
十
吉

8
6
稚
司

須
永
こ
と

8
1
克
也

田
ロ
イ
ク

7
1
明
良

篠
木
忠
次
郎

8
6
正
一

奈
良
清

6
2
和
幸

岡
安
さ
と

9
0

宏

宇
木
の
ぶ
9
2
慶
一

藤
橋

こ
の
会
は
、
平
成
四
年
四
月
に
会
員

十
名
で
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
会
の

佐
々氏
木

直；美み名
生き佳か

1
1

あ
め
で
だ
ー

父
母
名

秀
之
佳
代
子ヵ

恵
利
加

川南田大大田大江入新南地薮
大佐 ヶ大
俣島島貫輪島輪口谷里島区嘉
％％o/z8%％％％％尻賓％り喜一／ % ％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

(16) 

JI I 地
区

斗
合
田俣

（
敬
称
略
）

平成 7 年 7 月 10 日（月）
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選 挙 結 果

4
 ゞ

知事選・参院選の開票風景

—.., 

村議会議員

任
期
満
了
（
八
月
八
日
）
に
伴
う
、
村

議
会
議
員
選
挙
は
七
月
二
十
五
日
に
告
示

さ
れ
、
同
日
の
午
後
五
時
に
立
候
補
の
届

け
出
が
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
立
候
補
者
が
定
数
と
同
じ

十
二
人
で
あ
っ
た
た
め
、
明
和
村
が
昭
和

三
十
年
に
誕
生
以
来
、
初
め
て
の
無
投
票

と
な
り
ま
し
た
。

村
内
投
票
率

群
馬
県
政
の
方
向
を
決
め
る
群
馬
県
知

事
選
挙
は
、
七
月
六
日
告
示
、
七
月
二
十

三
日
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、

小
寺
弘
之
氏
が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
県
内
の
投
票
率
は
、
参
院
選
と

の
ダ
プ
ル
選
挙
の
影
響
か
ら
前
回
（
平
成

三
年
）
の
知
事
選
よ
り
―
ニ
・
一
五
％
上

回
る
五
―
ニ
・
七
四
％
で
し
た
。
ま
た
、
本

村
の
投
票
率
も
前
回
よ
り

0
•

一
三
％
上

回
る
七
0
•
五
七
％
と
な
り
、
今
回
も
邑

得票数（本村分、
得票順、敬称略）

小寺弘之（無現）

4,165票

最上 進（無新）

1,277票

吉村駿ー（無新）

385票

楽
郡
内
で
は
最
上
位
、
県
内
で
も
比
較
的

上
位
で
あ
り
、
県
平
均
を
一
六
・
八
三
％

も
上
回
り
ま
し
た
。

県・邑楽郡内の投票率

町村名 投票率

明和村 70.57% 

板倉町 66.31 

千代田町 64.40 

大泉町 51.68 

邑楽町 54.02 

邑楽郡計 58.06 

群馬県計 53.74 

七
〇. 
五
七
％

群
馬
県
知
事
に

小
寺
弘

之
氏
か

当
選

開票結果（本村分）

◇当日有権者数

8,525人

◇投票者総数

6 、 016人

◇有効投票

5 、 827票

◇無効投票

189票

七
月
三
十
日
の
選
挙
会
に
お
い
て
、
全

員
の
当
選
が
確
定
し
、
村
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
当
選
し
た
村
議
会
議
員
の
任
期
は
、

八
月
九
日
か
ら
四
年
後
の
平
成
十
一
年
八

月
八
日
ま
で
で
す
。
一
万
一
千
余
の
村
民

の
代
表
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1
2人
が
無
投
票
当
選

村
民
の
期
待
を
担
い

当 選
氏 名 住所 年齢 党派等

海老原 金平 上江黒 67 日本共産党・元

石村 昴一 男 新里 63 無所属・現

新井 順一 新里 50 無所属・新

岡 安今朝雄 南大島 62 無所属・現

菌 部 明 千津井 61 無所属・現

泉 田 和 作 矢島 67 無所属・現

＊木* 尻 茂 南大島 67 無所属・現

石 崎 ，木立． ー 矢島 61 無所属・現

関 根慎 市 中谷 46 日本社会党・現

原 ロ 昭一 大輪 68 無所属・現

松 本 功 大輪 58 無所属・元

大 津 孝 男 矢島 50 無所属•新

者 （届出順・敬称略）

平成 7 年 8 月 10 日（木） (2) 



参院選比例代表上位 10
（本村分）

政党等名 得票数

自由民主党 2,435票

新 進 } 兄 1,333 

日本社会党 882 

H 本共産党 234 

第二院クラブ 121 

スポーツ平和党 107 

新党さきがけ 91 

日本福祉党 69 

さわやか新党 66 

平成維新の会 53 

連
立
政
権
発
足
後
、
初
の
国
政

選
挙
と
な
っ
た
第
十
七
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
は
七
月
六
H

公
示
、

七
月
二
十
―
―-
H全
国
一
斉
に
投
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

群
馬
選
挙
区
で
は
、
二
議
席
を

め
ぐ
り
四
人
が
立
候
補
、
激
し
い

選
挙
戦
の
結
果
、
山
本
一
太
氏
と

角
田
義
一
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
県
内
の
投
票
率
は
、
前

回
（
平
成
四
年
）
の
参
院
選
よ
り

三
•
五
七
％
下
回
る
、
五
三
・
一

二
％
で
し
た
。
本
村
の
投
票
率
も
、

六
九
・
九
二
％
と
前
回
よ
り
三
・

六
六
％
下
回
り
ま
し
た
が
、
今
回

も
邑
楽
郡
内
で
は
最
上
位
、
県
内

得票数

（本村分、得票順、敬称略）

山本一太（自新）

阿部一郎（進新）

角田義一

有馬良一

（社前）

（共新）
投票率69.87%

開票結果（本村分）

◇当日有権者数

8,614人

◇投票者総数

6,023人

◇有効投票

5,791 票

◇無効投票

232票

2,932票

I,452票

I, 181 票

226票

で
も
比
較
的
上
位
で
あ
り
、
県
平

均
を
一
六
・
八
％
も
上
回
り
ま
し

こ
。f
 

県・邑楽郡内の投票率

町村名 投票率

明和村 69. 92% 

板倉町 65.96 

千代田町 63.94 

大泉町 50.84 

邑楽町 53.64 

邑楽郡計 57.45 

群馬県計 53.12 

村
内
投
票
率
六
九
. 
九
一_% 

山
本
氏. 
角
田
氏
が
当
選

参
院
選
群
馬
選
挙
区

自
然
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

防
災
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、

災
害
に
対
し
て
の
備
え
を
す
る
こ
と

が
な
に
よ
り
大
切
で
す
。

で
は
、
地
震
対
策
を
中
心
と
し
た

家
庭
の
防
災
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
タ
ン
ス
や
本
棚
な
ど
が
倒
れ
な
い

よ
う
、
金
具
や
テ
ー
。
フ
等
で
し
つ

か
り
壁
に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ニ
ー
三
日
分
の
食
料
や
水
の
用
意
、

小
銭
、
毛
布
、
救
急
箱
、
ラ
ジ
オ

な
ど
を
非
常
用
に
持
ち
出
せ
る
よ

知事選行政区別投票状況

ふ
た
ん
か
ら
の
備
え
が

り
さ
と
り
う
と
き
命
を
救
う

疇

う
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

◇
建
物
の
点
検
で
は
、
筋
か
い
や
火

打
ち
な
ど
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
消
火
器
な
ど
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
飛
び
散
ら
な
い

よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
た
り
、

割
れ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
厚
手

の
ス
リ
ッ
パ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
こ
う
し
た
災
害
へ
の
備
え
は
、
自

然
災
害
全
般
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

防
災
の
日

(
9月
1

日
）

防
災
週
間

(
8月
3
0日
1
9

月
5
日
）

行政区名 有権者 投票者 棄権者 投栗率 順位

斗合田 299 人 218 人 81 人 72.91 % 8 位

下江黒 259 209 50 80.69 2 

上江黒 388 287 101 73.97 6 

千津井· 474 357 117 75.32 5 

江 口 473 322 151 68.08 14 

田 島 444 322 122 72.52 , 
南大島 917 651 266 70.99 10 

新 里 1,123 719 404 64.02 15 

中 谷 860 536 324 62.33 16 

梅 原 714 493 221 69.05 11 

JI I 俣 302 237 65 78.48 4 

須 賀 400 319 81 79.75 3 

大 輪 694 513 181 73.92 7 

入ヶ谷 100 90 10 90.00 1 

矢 島 523 360 163 68.83 13 

大佐貫 555 383 172 69.01 12 

計 8,525 6,016 2,509 70.57 //  

(3) 平成 7 年 8 月 10 日（杓



操作の
正
速
確
さ
さ
と
を競う

明和消防団 ポンプ操法競技大会

―、
明
和
消
防
団
員
に
よ
る
第
十
五
回
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
七
月
九
日
、
ふ

る
さ
と
の
広
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
操
作

の
速
さ
、
正
確
さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
用
機
械
器
具
等

の
基
本
的
な
取
扱
い
と
操
作
の
方
法
を

習
得
し
、
火
災
な
ど
の
有
事
の
際
、
即

応
体
制
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
競
技
終
了
後
、
斎
藤
村
長
か
ら
「
雨

の
中
で
の
大
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総

体
的
に
り
っ
ぱ
に
遂
行
で
き
良
好
で
し

た
。
士
気
の
高
揚
と
体
力
の
増
進
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
の
消
防
の
た
め
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▽
優
勝
第
二
分
団
第
一
班

▽
準
優
勝
第
一
分
団
第
一
班

▽
三
位
第
一
二
分
団
第
一
班

◇
同
（
個
人
）

◎
優
秀
賞

規
律
、
敏
し
ょ
う
性
、
所
要
時
間

な
ど
が
競
わ
れ
た
大
会

奈荒大西
良井津野

彰
一
（
新

恵
一
（
矢

克
明
（
江

吉
伯
（
田

▽
指
揮
者
篠
原
和
浩
（
下
江
黒
）

▽
一
番
員
松
本
敏
幸
（
大
輪
）

▽
二
番
員
小
松
原
豊
久
（
南
大
島
）

▽
三
番
員
木
村
康
弘
（
下
江
黒
）

▽
四
番
員
荻
野
正
志
（
川
俣
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▽
優
勝
第
三
分
団
第
二
班

▽
準
優
勝
第
一
分
団
第
二
班

▽
三
位
第
二
分
団
第
二
班

◇
同
（
個
人
）

◎
優
秀
賞

▽
指
揮
者

▽
一
番
員

▽
二
番
員

▽
三
番
員

里
）

島
）

ロ
）

島
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

,
1

ー
q
-
『

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
個
人
）

T

、
《
勺

[-

優
勝
し
だ
団
体. 
個
人
の
皆
さ
ん

遭片
> 

｀
嵐t
 

屁

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

』
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
個
人
）

平成 7 年 8 月 10 日（木） (4) 



土地開発事業を行う 時は

事前協議が必要です
余裕を

｀戸釜口；、で苫

ー／：霞
--- •こ四芦年：

土地開発事業により建設された住宅地

も
つ て手続を . ー

開
発
事
業
に
よ
り
工
場
や
住
宅
が
建

事
前
協
議
の
目
的
は

私
た
ち
が
、
住
宅
や
新
た
に
事
業
を

始
め
よ
う
と
工
場
や
事
業
所
等
を
建
て

よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
た
は
、
駐
車
場

や
資
材
置
き
場
を
確
保
す
る
た
め
農
地

等
の
用
途
を
変
更
し
た
り
す
る
と
き
は
、

国
の
法
律
等
に
規
定
す
る
許
可
申
請
の

手
続
き
を
行
っ
て
か
ら
で
な
く
て
は
で

き
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
良
好
な
住
環
境
や
営
農
環

境
を
維
持
保
全
す
る
等
の
目
的
や
建
築

物
の
安
全
性
の
確
保
等
の
目
的
を
も
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
等
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
の
う
ち
、
主
に
住
宅

や
工
場
な
ど
の
建
築
物
を
建
て
る
目
的

で
、
土
地
の
区
画
や
形
質
の
変
更
を
行

い
、
施
設
の
整
備
を
行
う
行
為
が
土
地

開
発
事
業
で
す
。

土
地
開
発
事
業
と
は

設
さ
れ
る
と
、
そ
の
事
業
活
動
や
家
庭

か
ら
生
活
雑
排
水
等
が
大
量
に
排
出
さ

れ
、
農
業
用
水
路
、
河
川
等
の
水
質
汚

濁
の
発
生
や
住
環
境
の
悪
化
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

明
和
村
で
は
、
良
好
な
市
街
地
の
形

成
と
営
農
環
境
等
と
が
総
合
的
に
調
和

の
と
れ
た
開
発
行
為
と
な
る
よ
う
、
土

地
開
発
事
業
指
導
要
網
や
家
庭
雑
排
水

等
処
理
指
導
要
綱
を
定
め
て
、
事
前
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
前
協
議
に
は
約
二
十
日
前
後
の
日

数
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
事
前
協
議

の
内
容
が
関
係
法
令
等
に
抵
触
す
る
お

そ
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
ま
た
、
開
発

に
伴
い
住
環
境
や
営
農
環
境
に
支
障
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
か
な
ど
の
検
討

に
要
す
る
最
低
の
日
数
で
あ
り
、
郡
内

の
ほ
と
ん
ど
の
町
で
も
二
十
日
か
ら
二

十
五
H

の
日
数
を
要
し
て
い
ま
す
。

開
発
事
業
の
計
画
が

あ
る
方
は
余
裕
を

も
っ
て
手
続
き
を
／
．

事
前
協
議
に
は
約
二
十
日
の
日
数
を

要
し
ま
す
の
で
、
開
発
事
業
の
計
画
が

あ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
余
裕
を
も
っ

て
事
前
協
議
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
事
前
協
議
書
は
毎
月
一
日
ま

で
に
役
場
都
市
開
発
課

(
6闘
3
1
1

1

内
線
3
7
1
)

に
提
出
し
て
く
だ
さ

、
。
し

要事

す 前

協
議
に

る
日
数
は

都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴
い
決
定

す
る
新
し
い
用
途
地
域
の
索
案
に
つ

い
て
、
す
で
に
説
明
会
を
開
き
ま
し

た
が
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
う
た
め
次
の
と
お
り
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

用
途
地
域
は
、
み
な
さ
ん
の
住
ん

で
い
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
そ
の
甚
本
と
な
る
重
要
な
も
の

で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
的
・
公
益

的
な
立
場
に
立
っ
た
有
益
な
ご
意
見

を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◇
公
聴
会
の
日
時
・
会
場

平
成
七
年
九
月
二
十
五
日
⑪

午
後
二
時
か
ら

明
和
村
役
場
三
階
第
三
会
議
室

◇
公
述
の
申
し
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ

よ
う
と
す
る
方
は
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
職
業
お
よ
び
意
見
の
要

旨
を
記
載
し
た
書
面
（
公
述
申
出

書
）
に
よ
り
、
都
市
開
発
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
述

申
出
書
は
一
定
の
書
式
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
提
出
さ
れ
る
方
は
、
事 会

前
に
都
市
開
発
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇
公
述
申
出
書
の
提
出
期
限

八
月
二
十
八
日
⑪
ま
で
に
都
市
開

発
課
に
到
着
す
る
よ
う
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
公
述
人
の
選
定

公
述
人
は
、
前
記
に
よ
り
あ
ら
か

じ
め
申
し
出
た
方
か
ら
、
村
長
が

選
定
し
て
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま

す
。

◇
公
聴
会
の
傍
聴

公
聴
会
を
傍
聴
し
た
い
方
は
、
当

日
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
先
着
順
で
す
か
ら
、
満

員
の
際
は
入
場
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
願
い
ま
す
。

◇
都
市
計
画
の
素
案

索
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
都
市

開
発
課
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、

〒
3
7
0
|
0
7

八
八
番
地

線
3
7
1
)

だ
さ
い
。

新
用
途
地
域
決
定
に
係
る

公
聴
開
催

を

明
和
村
都
市
開
発
課

明
和
村
大
字
新
里
一
―

6
闘
3
l
l
1

（
内

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

(5) 平成 7 年 8 月 10 日（木）



▲このハッピ、ピンク色なのよ ▲ママ．／かき氷食べさせてよ ▲ミス祭りっ子は私かな？

り
7月一村内では地区の夏祭りガ行われま

しだ。五穀豊穣や天下泰平を祈る夏祭り。伝

統あるこの祭りは、少しすつ形を変えなガら、

合も土地の人々によって愛され続けています。

それぞれの地区ガ趣向をこらし、祭り気分は

最高潮のようでしだ。合年は、ささらと子と

もみこしを中心に追い力けてみましだ。
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▲夏空に映える“ささら’'……斗合田

平成 7 年 8 月 1OH （杓 (6) 



▲ぽくたち小学 5·6 年生、猛練習したんだよ••••••下江黒

能 rひょっと:::.,.1

▲ジュース片手にあと一息……須賀 ▲祈りを込めてささら舞い••••••江口

(7) 平成 7 年 8 月 10 日（杓



青少年に輝かしい未米を

一社会を明る＜する運動一

高じいちゃん、あIa富ちゃん

たのしかったねっヽ

駅や街頭でチラシなどを配布し、社会を明る＜する
運動を展開している村更生保護婦人会（代表、江森政
美さん）は 7 月 3 日、役場を訪れ青少年の未米を考え·
る「社会の母」からのメッセージを斎藤村長に手渡し

ました。
「明日を担う青少年をさまざまな社会悪から守り、

誦かしい未米を自らひらき、希望に満ちた毎日を生き
ていけるよう、非行防止活動に一層の努力をお願いし
ます」と非行防止と青少年の立ち直りについて理解を

求めました。

一寿学級生と世代交流一｝り爪
7 月 7 日、舟学級生と中央幼稚園児との世代交流が行

われ、お年寄りの知恵とパワーで昔なからのお手玉•こ

ままわしなどの遊び方を園児に教えて、伝承行事への興

味と関じを高めました。

また、園児による「うた・ゆうぎ」の披露、痔学級生

と園児が一緒になってのゲーム（豆リレ

ー）、さらに、思い思いに顛いごとを書き、

七夕作り（笹かざり）をするなど、楽し

い一時を過ごしました。

参加した寿学級生は、「子どもと一緒に

いると童心に返り、若返っちゃうね」と

話していました。

r気をつけて．グ」は

家族みんなの遍言葉
ーショッピシグママ作戦一

夏の県民交通安全運動・レディス交通安全

週間期間中の 7 月 7 H 、村交通対策協議会で

は、交通安全協会婦人部の協力を得て、新里

地区のスーパー前で交通安全街頭指導を行い

ました。

ショッピングママ作戦と称して買物客にチ

ラシを配布し、シートベルトの着用義務・着

用効果の啓発と交通安全意識の高揚を図りま

した。



こげい口ぷ→二）

河川愛護月間中の 7 月 16 日早朝、村体育施設利用団

体協議会の人たち約230人が、利根川総合運動場を中心

に河川敷を清掃する「クリーン作戦」を行いました。

大人から子どもまでが環境浄化のため、 1 時間はど

かけて空缶、空びん、ビニールなどのゴミを拾い集め

ました。

河川敷を利用するみなさんが、ゴミを捨てないよう

心掛け、心のよりどころとしての川と自然を大切に守

りましょう。

みんなのために
意義あ~,日…

ー大佐貫地区で廃品回収一

大佐貫子ども会（会長 折原充男さん）では 7 月 16 日、

地区の全世帯を対象に初めて廃品回収を行いました。

みんなで協力して得る労働の楽しさを知ってもらうた

め、小学生と保護者が50人余り参加し、各家庭から軽ト

ラックで集められた雑誌、新聞紙などは約 7 トンにもな

りました。

この売上金は、子ども会の充実した活動資金に充てら

れます。

参加した小学生は、「疲れたが、みんなのために役立つ

ことができてうれしかった」と話していました。

あなたのマナーが
問われます

ークリーン作戦実施一

耐んな諧衣か

高儀含いたね
ー保育園で七夕まつり一

中央保育園では 7 月 27 日、園庭をまつ

りちょうちんや短冊で飾り、七夕まつり

（納涼祭）を行いました。

園児たちは、かわいい浴衣を着て「た
なばた」を歌った後、親子で仲良く盆踊

りや金魚すくい、ヨーヨ一つり、ゲーム

などをして真夏の夜のひとときを楽しく

過ごしました。

なお、西保育園では 8 月 1 日、東保育

園では 8 月 3 日にそれぞれ七夕まつりが

行われました。



◇
期
日
9
月

1
0日
⑲

第
3
9回
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

9
月
3
日
日
・

l
C
B
日

利
根
川
総
合
運
動
場
サ
ッ
カ

ー
コ
ー
ト

◇
申
込
期
限
8
月

2
0日
⑪
ま
で

◇
期
日

◇
会
場

、
＇

9
月

3

日
日、
'

利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

◇
申
込
期
限

8

月
2
5
日
⑥
ま
で

第
3

回
村
民
サ
ッ
カ
—
大
会

◇
期
日

◇
会
場

第
1
0回
村
民
テ
ニ
ス
大
会

第
2
1回
村
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
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◇
期
日

9

月
2
6
日
因

◇
会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

◇
募
集
人
員
2
0
0
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
）

◇
参
加
費
1
2
,
0
0
0
円
（
プ
レ

1

代
、
昼
食
代
、
パ
ー
テ
ィ
ー
代
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
等
）

◇
申
し
込
み
開
始

8

月
1
6
日
因
か
ら

※
い
す
れ
の
大
会
も
対
象
者
は
、
村
内

在
住
ま
た
は
在
勤
者
で
編
成
す
る
チ
ー

ム
ま
た
は
個
人
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
体
育
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼
児
短
期
水
泳
教
室

◇
期
間

9

月
2
日
か
ら

1
0月
7

日
ま

で
の
毎
週
土
耀
日

◇
時
間
午
後
2
時

1
3

時

◇
対
象
者
村
内
在
住
の
4
1
5

歳
児

◇
募
集
人
数

2
0人

◇
参
加
費
入
会
金
5
0
0
円

月
会
費
2
,
0
0
0
円
(
2
カ
月
分
）

第
6

回
村
民
コ
ル
フ
大
会

A ブロック優勝「明和クラブ」チーム

◇
期
日
9
月
1
7
日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
申
込
期
限

9

月
6

日
困
ま
で

優勝した「昧大成」チーム

み—•

優勝した「江口 A 」チーム

A

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

皐畠優
つ 勝勝.;,, 

: : 
第
1
0
回
明
和
村
長
杯

野
球
大
会

優
勝
江
口

A

準
優
勝
大
輪

A

一
＿
一
位
千
津
井
c

第

3
9
回
マ
マ
さ
ん

バ
レ
—
ボ
ー
ル
大
会

第
1
2
回
老
人
ク
ラ
フ

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会

七
月
二
H

、
二
十
三
日
、
利
根
川
総

合
運
動
場
で
郡
内
の
男
子
二
十
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、

本
村
の
田
島
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
愛
好
会
が
、

B

ブ
ロ
ッ
ク
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

第
1
8
回
邑
楽
郡
夏
季

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
1

回
村
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

◇
期
日

9

月
1
4
日
困

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場

◇
申
込
期
限

8

月

3
1日
困
ま
で

第
1
4回
村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
申
込
期
限

8

月

3
0日
困
ま
で

B ブロック優勝「リリーズ」チ＿ム

優勝した吉田さん

◇
募
集
期
間

8

月

1
5日
因
1
2
7
日
⑪

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
明
和
海

洋
セ
ン
タ
ー

6
闘
5
5
1
1
へ
参
加

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

優
勝
吉
田
フ
ミ

準
優
勝
石
村
ヤ
エ

三
位
恩
田
一
江

B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
リ
リ
ー
ズ

準
優
勝
チ
ェ
リ
ー
ズ

（
敬
称
略
）

第
3

回
ク
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
会
交
流
大
会
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兵庫県南部地震

災害義援金水目かぶ

言只三
i 

ご

ご協力ありがと

ざいました

ニ
フ

H 本赤十字社明和村分区で 7 月

17 日（締切 H) までに受け付けし

た募金は、次のとおりでした。

（敬称略）

◎明和アペックス（樹 59,962円

7 月 17 日現在累計 8,285,812円

成人式を迎える
みなさんへ

20 歳の旅 立 ち

村では、下記のとおり成人式を

予定しています。

本村在住でなくても出身であれ

ば、出席できますので郷里で成人

式に参加しましょう。

◇日時 9 月 23B (±）（秋分の日）

午前 9 時から

◇会場中央公民館講堂

◇該当者昭和50年 4 月 2 日から

51年 4 月 1 B までに生まれた人

※詳しくは、教育委員会（中央公

民館内）ff (84)4491へお問い合わ

せください。

親切な明和のみなさん
に感尉しています
アティル・クワジャ

明和村のみなさん、

2 年間楽しく過ごさ

せていただきまして

ありがとうございま

した。

初めての日本、そ

して明和村での生活

は、私にとってとて

も印象深いものとな

りました。明和中学

校で英語指導助手としての仕事をはじめ、小

学校や幼稚園訪問での児童、幼児との交流な

ど数々の思い出が、今目を閉じると鮮明によ

みがえってきます。そして、青々とした春の

田畑、夏の納涼祭、秋晴れの村民体育祭、私

の住居から冬見えた富士山など自然に恵まれ

た明和村での生活を、私は生涯忘れることは

できないと思います。

中でも、私が最も大切にしたい思い出は、

中学校と教育委員会のことです。生徒たちゃ

職員のみなさんかとても親切にしてくださっ

たので、この村を離れる決心をする時は大変

つらかったです。

中学校の生徒たちや、村民のみなさんに、

今お別れを言わなければならないのは、とて

も残念です。最後に、明和村のみなさん本当

にお世話になりました。

アティル・クワジャさん

心
I
.
I

塁
ヨ
〗

私
た
ち
の
身
体
の
細
胞
を
包
む
細
胞

膜
は
、
た
ん
ぱ
く
質
と
脂
質
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
脂
質
が
、
紫
外

線
や
化
学
汚
染
物
質
、
有
害
な
生
体
反

応
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
て
酸
化
さ
れ
、

過
酸
化
脂
質
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
過
酸

化
脂
質
が
、
私
た
ち
の
細
胞
や
身
体
の

組
織
を
損
傷
し
老
化
を
早
め
ま
す
。
例

え
ば
、
皮
用
の
細
胞
が
損
傷
さ
れ
る
と
、

シ
ワ
や
シ
ミ
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
血

管
の
細
胞
膜
か
損
傷
さ
れ
る
と
、
そ
こ

に
血
液
中
の
脂
肪
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

が
沈
着
し
、
血
流
を
妨
げ
る
た
め
に
、

老
化
特
有
の
血
行
障
害
の
原
因
と
な
る

の
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン

E

に
は
油
脂
の
酸
化
を
防

止
す
る
は
た
ら
き
が
あ
り
、
こ
の
老
化

の
原
因
と
な
る
過
酸
化
脂
質
の
発
表
を

防
ぎ
ま
す
。
つ
ま
り
、
ビ
タ
ミ
ン

E

は

私
た
ち
の
若
さ
を
守
っ
て
く
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
な
の
で
す
。

こ
の
他
、
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
は
た
ら
き
も
あ
り
ま
す
。
月
経
不

順
や
冷
え
症
、
自
律
神
経
の
失
調
、
さ

ま
ざ
ま
な
更
年
期
障
害
な
ど
、
体
内
の

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
で

起
こ
る
こ
れ
ら
の
症
状
に
も
、
ビ
タ
ミ

ン
E

が
高
い
効
果
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

●ピタミンEを多く含む食品
“―トコフェロールとして (100 g中m~~)

綿実油・・・・・・・・・・・・・ --56.0

マヨネーズ・・・・・ ·--·24.0

マーガリン・・・・・・・··13.0 

落花生油・・・・・・・・・・··11.0 

トウモロコシ油．．． 7.0 

アーモンド・・・・・

チョコレート・

アップルパイ

ボテトチップ
クルミ· • 

0

3

5

1

8

 

ｷ
ｷ
ｷ
ｷ
ｷ
 

9

5

2

2

0

 

ー
心
国
零
．
醤
’

若
々
し
さ
を
保
っ
た
め
に
欠
か
せ
な

い
ビ
タ
ミ
ン

E
°

で
も
、
こ
れ
は
私
た

ち
の
身
体
の
中
で
作
る
こ
と
が
で
き
す
、

食
べ
物
や
ビ
タ
ミ
ン
剤
で
外
か
ら
補
給

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン

E

の
必
要
量
は
、
お
よ
そ
一
日
に

7
1

8

m
g
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
覚
え
て
お
き
た
い
の
は
、
ビ
タ

ミ
ン

E

は
脂
溶
性
な
の
で
、
そ
の
ま
ま

食
べ
た
の
で
は
吸
収
率
が
と
て
も
悪
い

と
い
う
こ
と
。
必
ず
油
脂
と
一
緒
に
摂

る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ

ン
E

を
多
く
含
む
食
品
に
は
、
綿
実
油

や
玄
米
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
マ
ー
ガ
リ
ン

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
天
然
の
油
は
非

常
に
酸
化
し
や
す
く
、
過
酸
化
脂
質
に

な
り
や
す
い
と
い
う
問
題
点
か
あ
り
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン

E

を
多
く
含
ん
で
い
る

植
物
油
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ

タ
ミ
ン

E

の
含
有
菫
か
大
き
い
か
ら
と

い
っ
て
植
物
油
だ
け
か
ら
摂
る
の
で
は

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
か
ら
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。

(11) 

ピーナッツ

サツマイモ

カプ・・・・・・・・

エヒ ・・・・・・・・

トウモロコシ

リンゴ・・・・・

ベーコン・・・・・・

ニンジン・・．．．．

セロリ

パナナ

5

0

2

9

8

7

5

4

4

3

 

.

.
 

4

4

2

1

0

0

0

0

0

0

 

ハ
ロ
ー
健
康
⑪

平成 7 年 8 月 10 日（木）



群馬票職員募集

平成8年度中級•初級

◇受験資格 0 中級•••昭和43年 4 月

2 日から昭和51年 4 月 1 日までに

生まれた方 0 初級·—•昭和49年 4

月 2 日から昭和53年 4 月 1 日まで

に生まれた方

◇職種事務系・技術系

◇試験 B 9 月 24 日（日） （第 1 次）

◇申込期間 7 月 31 日（月）～ 8 月 18 日

倫

◇申し込み・問い合わせ 県人事委

員会事務局合0272(23) 1111 内線

3955へ

平成8年度群馬県警察官B

婦人警察官募集

◇受験資格 0 警察官 B …大学卒を

除く、昭和40年 4 月 2 日から 53年

4 月 1 日までに生まれた男子

〇婦人警察官…昭和40年 4 月 2 日

から昭和53年 4 月 1 日までに生ま

れた女子

◇試験 H 9 月 17 日（日）

◇申込期間 7 月 17 日旧）～ 8 月 18 日

（金

◇申し込み・問い合わせ 県人事委

員会事務局合0272(23) 1111 内線

3955へ

平成7年度自衛官募集

◇応募資格 日本国籍を有する 18~

27歳未満の男女および来春高校卒

業見込みの者

◇試験期 B 9 月中旬

◇合格発表 試験の概ね 1 カ月後

※詳しくは、群馬地方連絡部太田出

張所合 (45) 5563へお問い合わせくだ

さい。

建設業で働くみなさん

「建設業退識金共済制度」

をご存じですか

この制度は、国が昭和39年10月に

建設業の労働福祉対策の一環として、

中小企業退職金共済法に基づき創設

したものです。

この制度の特長は、一般の退職金

制度とは異なり建設業界で働く限り、

事業所を変わっても、事業所に雇用

され就労した期間全部を通算して退

職金を支払うという退職金制度です。

※詳しくは、建設業退職金共済組合

群馬県支部 〒371 前橋市元総社町

2-5-3 合0272(52)1669へお問い合

わせください。

該当される方は

申請してください
「特別・児童扶養手当.J

〔特別児童扶養手当（障害児））
精神または身体に障害のある 20歳

未満の児童の父・母、または養育者

に支給されます。

児童が障害を支給事由とする公的

年金を受給していたり、施設に入所

（通所は除く）している場合または前

年の所得が定められた額以上である

場合は支給されません。

（児童扶養手当（田子家庭等）〕

父母の離婚などにより父親と生計

を同じくしていない母子家庭等の18

歳に達する日以後の 3 月 31 日までの

間にある児童を監護している母、ま

たは養育者に支給されます。

公的年金を受けている人や、前年

の所得が定められた額以上である場

合は支給されません。

支給要件を満たしながらまだ申請

手続きをしていない人は、福祉課で

手続きをしてください。（支給要件に

該当してから 5 年を経過した時は請

求できません。）

※詳しくは、福祉課（老人福祉セン

ター内）合 (84)4926へお問い合わせ

ください。

高校開放講座

やさしいパソコン操作で

マイホーム設計を

住宅を設計するうえでの甚礎的な

知識と作図法を学び、パソコンを使

用して立体的な感覚を養います。

◇開設日時 9 月 30 日～ 12 月 2 日ま

での毎週土曜日、午後 2 時～ 5 時

◇場所群馬県立館林商工高等学校

◇定員 30人（先着順）

◇受講料無料

◇申込期間 8 月 28 日（月）～ 9 月 14 日

（木）

◇申し込み 村教育委員会社会教育

係合 (84) 4491 で受け付けします。

夏の青少年健全育成運動

7 月 15 日（土）～ 8 月 31 日（木）

：·→一ァ一．．ママ・・・ • • 一

くらし

の
柏幽・案内

rrrtff’"._,.., 
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◇日時＝ 9 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 9 月 1 H から 8 H まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。
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◇日時＝ 9 月 14 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

--::;g:g手里．弓里幸臣疇季匡琵琵言産呈手呈手？

言健言筐康言：：：餓言筐談Ill,,a百；三；邑；；；百 ;55三；二； s ； ;;ss こ;S5そ 5 巨 S ：；百 5s5 豆 5:；百；：；弓 ;sS 互 S

◇日 時＝ 9 月 5 日閲

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター
一 d - - - ^ - - o - - - ~- "—--------•”—•·--------------···-·•—-—- -_--— 
9:o 二 o:<0年0 二 0 こ 0=0 ＝のご 0=o.=0=0:o ご 0 :o手0=0 ご 0 二 0 こ 0 二 C 二 0平 9----------------------------------------------".... --·~ ｷ 
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◇日時＝ 9 月 18 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

哀箪：：：事：裁：直虞：：
----------ｷ-------------------ｷｷ ---------------ｷｷ ··-ー＂—--—9" 99-99-o -o-n-o -n て n-n-n -o=o-o-m-o-n-^ "^ -̂  -^-~-m -o-^-n -o 

◇日時＝ 9 月 14 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
ozo=0 二 0:0 こ 0=3=0=0 ご 0=0.=0 二 0=c=o 二 0 二 0=3 二 C 二 0 二 0 二 0 ご 0=0 二0=0=

；：卑：。II:：奎：0:：：樺：這。：：談：：：
ゑ；；さ；呈； s忌言豆；；言；ぎ；弓ま s ；呈；ミ忌言；て；呈；三言呈m言m旦 ;s5 巨；三；言豆三

◇日時＝ 9 月 21 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

三？三？三含百g;g,ぎ三含きg三g百g sg且g;g全穿含百含;g全をs g且g 5g至g＝含且含三含百g

II：今：］月11111111以納。い賑：
:oこ 0 二 0 二 0=o=0 二し二 0=0=0 二〇こ 0=0=c=0 て0=0 二 0 二 0 二 ozo=c= 0 こ 0 二 0 ご〇

◇村県民税、国民健康保険税、国民年

金保険料、水道料金

◇納期限＝ 8 月 31 日（木）

平成 7 年 8 月j 0 日（杓 功9,
 



両毛広域タウン誌の

広告・タイトル名募集

両毛地域では、来年 3 月に28万戸

に配布予定の「人・夢・処（ところ）」

の紹介や生活情報を掲載した「豊か

な自由時間ライフを提案する両毛ネ

ットワークマガジン」を現在製作中

です。その広告・タイトル名を募集

します。

ー広告募集一

◎一般広告

◇内容 カラー、版下持込、 A4 版

◇費用 1 頁70万円・始頁12万円

◎カタログ販売の広告

◇内容 両毛広域圏域内の特産物等

の誌上カタログ販売の広告掲載

◇費用始頁10万円

◇申し込み 役場企画課ff (84)3111

◇締切 8 月 31 日困

ータイトル名募集一

◎両毛広域タウン誌のタイトル名

◇内容 両毛地域と情報誌の趣旨に

そった「タイトル名」

◇応募先 〒326 足利市本城三丁目

2145 足利市役所企画調整課「両

毛タウン誌タイトル募集」係ffil284

(21) 1141 （内線413)

◇応募規定字数制限なし ハガキ

に「タイトル名とその簡単な説明」

と住所・氏名・年齢・性別・電話

番号・職業を明記のうえ郵送する。

（ハガキ 1 枚に 1 点）

◇締切 9 月 30 日（む（当日消印有効）

洲9.
 

両毛交流スタンプ
ラリーに参加しませんか

今年で 3 回目のスタンプラリーで

す。圏域内20市町村のスタンプを集

めると、抽選ですてきな賞品が当た

ります。

◇期間 9 月 15 日（鉗～ 11 月 30 日（杓

◇ガイドマップの入手 役場企画課

で 9 月 1 日（鉗から配布します。

◇参加資格 どなたでも参加できま

す。

◇賞品

1 等 ハワイペア旅行券 1 組

2 等 グアムペア旅行券 2 組

他賞品総数 100点

◇応募方法 20市町村各 1 カ所以上

のスタンプを集めたら、役場企画

課に持参（郵送） してください。

※詳しくは、役場企画課ff(84) 3111 

へお問い合わせください。

館林厚生病院

薬剤師等募集

◇職種 I>薬剤師 I>臨床検査技師

I>診療放射線技師 I>調理師

◇募集人員 各職種とも若干人

◇応募資格 日本国籍のある方で、

昭和45年 4 月 2 日以降に生まれた

方（卒業見込みを含む）

◇応募期限 8 月 31 日（木）

◇試験作文・面接試験

◇提出書類 履歴書、有資格者は各

種免許の写、卒業予定者は卒業見

込書・成績証明書

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

ff (72)3140へお問い合わせください。

群馬景戦後 50 周年記念事業

戦争•平和に関する作文募集

県では、戦争の犠牲となられた方々

への哀悼の念を改めて表すととも

に、戦争の悲惨さと、戦中・戦後を

通しての生活上の労苦、平和の尊さ

を次世代に伝えるために、次のとお

り戦争•平和に関する作文を募集し

ます。

◇資格 県内に在住または在勤、在

学の方

◇募集内容戦争や平和に関した感

想、体験、メッセージなど（記念

展や映画会の感想も含む）

◇タイトル 自由（例）「私の戦争体

験」「私の戦後50年」など

◇応募規定 原稿用紙または便せん

で600字以内、氏名、住所、郵便番

号、電話番号、年齢、職業、タイ

トルを記載した用紙を同封(1人

1 編に限る）

◇応募方法 8 月 1 日因から 9 月 30

日仕）までに、封書で住所、氏名、

年齢、職業、郵便番号、電話番号、

タイトルを明記のうえ、県庁社会

福祉課 〒371 前橋市大手町 1 -

1 - 1 へ郵送してください。

※詳しくは、同社会福祉課合0272(21)

1878へお問い合わせください。

; 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤冬 日琴 人祝
板倉地区 更科日

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 に科のは

なにみ館
る限ー林

8 月 13 日
落合医院 小倉医院 記念病院 慶友病院 館林地区と 館林地区と 場り 厚

ff(72)3160 合 (72)0606 合 (72)3155 合 (72)6000 同じです。 同じです。 ム口 吾ロク^ 生
が療 病

日
浜野病院 あ時 院

8 月 14 日
合 (88)5678

り間 / 

まは 合

す午 (71) 

8 月 15 日
浜野病院 の後 3 

合 (88)5678 で l l 

確時 4 

当 根岸医院 大神医院 橋田クリニック 岡田医院 増田医院 竹越医院 認ま

゜8 月 20 日 しで 、一

合 (72)3262 合 (62)2200 ff(72)0001 合 (72)3163 合 (82)2255 ff(84)3137 てで が
かす 担

8 月 27 日
小西医院 川田医院 上野医院 海宝医院 石山医院 千代田医院 ら゜ 当

番 ff(86)2261 合(72)3724 合 (72)3330 合 (74)0811 合 (82)0103 合 (86)6080 受 し
吾R ク^ ま
し す

9 月 3 日
真中医院 川村医院 横田（善）医院 最上医院 橋本医院 館林地区と て ゜

^ 合 (72) 1630 合 (72) 1337 ff(72)4970 合 (74)3763 合 (82) I 150 同じです。 < 内
だ 科

医
浜野病院 川田医院 菅沼医院 新橋病院 館林地区と 小西医院 さ

9 月 ID 日
合 (88)5678 合(72)3724 ff(72)9090 合 (75)3011 同じです。 合 (86)2261

し‘ 外
゜ 科

9 月 15 日
清河堂医院 岡田医院

産
合 (72)3070 合 (72)3163 婦

平成 7 年 8 月 10 日（木）

、
,
\
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“
ni
な

雑
草
を
と
る
幼
と
よ
も
ぎ
摘
む
わ
れ
と

思
い
は
る
け
し
利
根
の
堤
に篠

木

真
夜
中
の
電
話
に
と
び
起
き
手
に
と
れ

ろ
れ
つ

ば
呂
律
ま
わ
ら
ぬ
酔
っ
払
い
の
声

野
村
初
枝 よ

し

始
沢
良
子

新
型
の
田
植
機
動
く
農
繁
期
良
く
見
れ

ば
老
い
し
農
夫
の
運
転

田
芝
グ
ル
ー
。
フ

村の人口と世帯
8月 1 日現在

世帯数 3, 147戸

人口総数 11,419人

男 5,755人・女 5,664人

(7 月中の動き）

出生 9人・死亡 6人

転入 24人・転出 31 人

「
蟻
ん
こ
」
と
言
葉
可
愛
き
を
嫁
ま
ね
て

の
う
ぜ
ん
か
づ
ら
の
蟻
落
し
を
り

石
村
艶
子

... 
ヵ
ヵ屈
ま
り
て
祈
る
姿
よ
赤
き
バ
ラ

の
谷
間
の
こ
ほ
れ
陽
と
ど
む

野
口

タ
カ

ビ
ル

立
川
ふ
さ

あ
る
じ
ゅ

主
逝
き
て
梨
の
畑
の
一
年
後
酒
安
売
の

店
と
変
れ
り

雪
解
水
に
手
ふ
れ
て
仰
ぐ
山
腹
に
藤
ひ

と
す
じ
の
滝
の
ご
と
咲
く

砂
賀
久
美
子

満
州
に
在
り
し
日
の
友
と
逢
は
む
と
す

戦
後
五
十
年
に
案
内
届
き
て

立
川
ツ
ヤ
子

はなぶさ会
代表野本干代子

は
な
ぶ
さ
会
は
発
足
以
来
、
明
和
村

文
化
協
会
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

海
の
紺
臼
＜
剥
ぎ
つ
つ
土
用
波

し
ゥ
＾
い
ち

滝
春
一
（
暖
流
）

夕
雲
の
う
つ
ろ
ひ
険
し
土
用
波

お
う
と
う

武
田
鷺
塘
（
鶯
塘
集
）

土
用
波
は
、
土
用
浪
と
も
書
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
夏
の
土
用
に
海
岸
に
見
ら
れ

る
高
波
で
、
晩
夏
の
季
語
で
す
。

土
用
と
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、

立
冬
の
前
の
そ
れ
ぞ
れ
十
八
日
間
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
立
秋
の

歳
時
記＼ぃ

土
用
波

7月の救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 11 件

●その他 4 件

●計 20 件

⑨ら⑤⑨®

お
り
ま
す
。
そ
し
て
村
の
文
化
活
動
に

参
加
し
、
納
涼
祭
・
文
化
祭
・
公
民
館

ま
つ
り
な
ど
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
員
一
同
日
舞
、
新
舞
踊
と

一
生
懸
命
に
研
修
を
重
ね
て
居
り
ま
す
。

ま
た
、
養
老
園
慰
問
も
続
け
て
お
り
、

京
の
舞
台
な
ど
に
も
交
代
で
出
演
し
て

い
ま
す
。

平
成
二
年
に
は
公
民
館
を
お
借
り
し

一
て
、
お
さ
ら
い
会
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
村
の
文
化
の
発
展
の
た

め
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

会
員
一
同
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
、
毎

日
の
生
活
に
楽
し
く
、
明
る
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

前
の
夏
の
土
用
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
土
用
う
な
ぎ
、
虫
干
し
を
意
味
す

る
土
用
干
し
、
そ
の
年
の
農
作
物
の
豊

凶
を
占
う
土
用
三
郎
な
ど
、
生
活
に
関

係
の
あ
る
し
き
た
り
や
農
事
関
係
の
行

事
が
多
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
今
年
の
土

用
の
入
り
は
、
七
月
二
十
日
で
し
た
。

こ
の
日
は
夏
を
乗
り
切
ろ
う
と
、
み
な

さ
ん
が
う
な
ぎ
を
食
べ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
土
用
波
は
、
太
平
洋
に
面
し
た

海
岸
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
大
き

な
台
風
が
、
南
方
洋
上
に
あ
る
影
響
で

大
波
が
高
く
う
ね
る
よ
う
に
寄
せ
て
く

る
も
の
な
の
で
、
海
水
浴
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

小菅本野蓮緑佐山
山谷島中見川藤野氏
田井
浩g友梵愛；千叶圭し；泉や貴ぷ梨り名
己さ希き美み夏ぢ奈な7炉斗と保I2

ー武正
博

郎雄巳

1
1

あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

柿
沼
音
治

6
4
利
明

寺
居
タ
ミ

8
4

牛
久
保
十
女

7
4

藤
野
宗
次
6
5

森
尻
み
い

8
8

う
め

照
内
宇
免

8
3

一
編
集
後
記
一

地
区
の
夏
ま
つ
り
を
取
材
し
て
：
·
·
:

下
江
黒
地
区
で
は
、
毎
年
夏
ま
つ
り
に
獅
子

舞
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
小
学
生
が
3
6

年
ぶ
り
に
師
匠
の
指
導
で
、
猛
練
習
を
し
て
2

日
間
披
露
し
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
ま
つ
り
を
継

承
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
夏
ま
つ
り
の
ム
ー

ド
が
一
層
盛
り
あ
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
®

冷
夏
が
心
配
さ
れ
た
今
年
は
、
選
挙
と
地
区

の
夏
祭
り
で
夏
本
番
が
開
幕
し
ま
し
た
。
体
温

を
超
え
る
ほ
ど
の
猛
暑
の
中
、
子
供
た
ち
は
元

気
に
お
み
こ
し
を
担
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
み

こ
し
を
追
い
か
け
る
私
た
ち
広
報
係
も
体
力
と

気
力
が
必
要
で
す
。
リ
ポ
ビ
タ
ン
片
手
に
頑
張

る
ぞ
I
·

⑪

梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
暑
さ
負
け
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
私
は
、
初
め
て
お
祭
り
の
取
材
に
行
き
、

暑
さ
に
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

取
材
の
大
変
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
®

1
1

あ
め
で
だ
1
1

父
母
名

幸
男
君
子

泥

器
江一郎

文
子
和
正
仁
子淳

敏
江
初
雄
和
代
知
博
ト
モ
子

博
幸
恵
子

下南川上川下地蔽
江大江江
黒島俣黒俣黒区嘉
% % % % % ％開ー％孤妬％ % % % ％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

(14) 

梅
原

大
輪

大
輪

南
大
島

新
里

斗
合
田

新
里

南
大
島

地 （
敬
称
略
）

区

平成 7 年 8 月 10 日（木
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副議長に当選した

薗部明さん

◇
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

◎
原
口
昭
一

0
海
老
原
金
平

薗
部
明
新
井
順
一

◇
総
務
常
任
委
員
会

◎
森
尻
茂

0
関
根
慎
市

泉
田
和
作
大
津
孝
男

◇
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

議
員

◇
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

岡
安
今
朝
雄
松
本
功 新

井

. 頂

◇
副
議
長
薗
部

明

◇
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組

合
議
会
議
員

蘭
部
明

◇
議
長
石
村

嘉
男

◇
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

関
根
憧
市
大
津
孝
男

議長に当選した

石村嘉男さん

◎
は
委
員
長

◇
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員

泉
田
和
作
石
村
嘉
男

0
は
副
委
員
長（

敬
称
略
）

各
種
の
人
事

◇
議
会
広
報
委
員
会

◎
蘭
部
明

0
松
本
功

海
老
原
金
平
新
井
順
一

大
津
孝
男

任
期
満
了
に
伴
う
、
明
和
村
議
会
議
員
選
挙
は
無
投
票
と
な
り
、

改
選
後
の
初
議
会
が
八
月
十
日
招
集
さ
れ
ま
し
だ
。
候
補
者
十
二
人

全
員
が
当
選
（
現
職
八
人
、
元
職
二
人
、
新
人
二
人
）
さ
れ
、
決
意

を
新
だ
に
初
議
会
に
臨
み
ま
し
だ
。
こ
の
議
会
で
は
、
議
長
な
と
主

に
人
事
案
件
が
審
議
さ
れ
、
議
長
に
石
村
嘉
男
さ
ん
、
副
議
長
に
薗

部
明
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
だ
。
ま
だ
、
村
長
提
出
議
案
等
六
件
に

つ
い
て
の
審
議
も
行
わ
れ
、
い
す
れ
も
原
案
と
あ
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
議
会
運
営
委
員
会

◎
石
崎
栄
一
〇
森
尻
茂

原
口
昭
一
岡
安
今
朝
雄

◇
土
木
・
経
済
常
任
委
員
会

◎
岡
安
今
朝
雄

0
松
本
功

石
村
嘉
男
石
崎
栄
一

議
長
に
石
村
嘉
男
さ
ん

副
議
長
に
薗
部
明
さ
ん

改
選
後
初
村
議
会

選 挙 投
優良地区表彰
知事選行政区別投票状況

行政区名 有権者数 投票者数 投票率 悶
嗣(H37 28) 知謳進

投票率比較増滅

斗合田 299 218 72.91 8 77. 29 • 4.38 
下江黒 259 209 80.69 2 85. 55 • 4.86 
上江黒 388 287 73.97 6 74.17 • 0.20 

千津井 474 357 75.32 5 73. 94 1.38 

江口 473 322 68.08 14 73.01 • 4.93 
田島 444 322 72.52 9 72. 26 0.26 

南大島 917 651 70.99 10 68.61 2.38 

新里 1,123 719 64 02 15 59.38 4.64 

中谷 860 536 62.33 16 52.50 9.83 

梅原 714 493 69.05 11 67.99 1.06 

川俣 302 237 78.48 4 75. 24 3.24 

須賀 400 319 79.75 3 75. 33 4.42 

大輪 694 513 73.92 7 76. 57 • 2.65 
入ヶ谷 100 90 90.00 1 91 66 •1. 66 

矢島 523 360 68.83 13 71.94 • 3.11 
大佐貫 555 383 69.01 12 76.54 • 7.53 
合計 8,525 6,016 70 57 70 44 0.13 

票

知事選・参院選

1 位入ケ谷

2位下江黒

3位須賀

，，，』• 表彰式のようす

7 月 23 日に行われた群馬県知事

選挙および参議院議員通常選挙の

投票成績優良地区表彰式（村内行

政区単位）が、 8 月 8 日、 16行政

区の区長ら 20人ほどが出席して役

場会議室で開かれました。

両選挙とも投票率 1 位＝入ケ谷、

2 位＝下江黒、 3 位＝須賀の区長

に、原口選挙管理委員会委員長か

らそれぞれ表彰状と記念品代の金

一封が贈られました。さらに、そ

のほかの区長にも記念品代として、

それぞれ金一封を贈り労をねぎら

いました。

また、前回の投票率を上回った

区に贈られる努力賞は知事選では

千津井、田島、南大島、新里、中

谷、梅原、川俣、須賀に、参院選

では江口、須賀に贈られました。

平成 7 年 9 月 10 日（日） (2) 



明
和
村
監
査
委
員
に
、

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

泉
田
和
作
さ

査
委
に

泉
田
和
作
さ
ん

監

員

議

案

国
に
お
い
て
、
ガ
ッ
ト
対
策
の
一
環

と
し
て
、
国
の
第
三
次
補
正
予
算
成
立

に
伴
い
、
県
営
佐
貫
排
水
工
事
に
係
る

追
加
補
正
額
、
一
億
円
を
県
が
全
額
繰

り
越
し
を
し
た
た
め
、
本
村
の
農
業
費

（
水
田
農
業
確
立
排
水
対
策
特
別
事
業
負

担
金
）
二
、
五
五
0
万
円
を
平
成
七
年

度
に
繰
越
し
ま
し
た
の
で
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

に

つ

平
成
六
年
度
＿
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
い
て

報

告

◇
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

泉
田
和
作
原
口

松
本
功

昭

◇
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

議
会
議
員

石
村
嘉
男

森
尻

茂

石
崎
栄

原
口

昭

平
成
七
年
度
＿
般
会
計

補
正
予
算

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

精
神
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

法
律
の
題
名
が
「
精
神
保
健
法
」
か
ら
、

「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
法
律
」
に
改
正
さ
れ
た
た
め
、
本

村
条
例
の
中
の
字
句
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
上
水
道
第
四
次
拡
張
事
業
（
第
一
工

区
）
建
築
・
土
木
工
事
の
た
め
、
建
設

業
者
七
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結

果
、
八
、
0
三
四
万
円
（
消
費
税
含
む
）

で
荒
井
建
設
株
式
会
社
（
明
和
村
大
字

大
佐
貰
）
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

◎
上
水
道
第
四
次
拡
張
事
業
（
第
二
工

区
）
p
.
C

配
水
池
築
造
工
事
の
た
め
、

建
設
業
者
七
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

の
結
果
、
一
億
四
、
四
二
0
万
円
（
消

費
税
含
む
）
で
株
式
会
社
安
部
工
業
所

群
馬
営
業
所
（
前
橋
市
南
町
）
と
工
事

請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
五
万
七
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
四
六
億
四
五
万
七
千
円

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
関
東
中
学
校

工
事
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

請

福
祉
医
療
費
の
支
給
に

水
泳
競
技
大
会
や
関
東
お
よ
び
全
国
中

学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
へ
の
選
手

派
遣
補
助
金
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額
で
す
。

〔
歳
入
〕

▽
繰
越
金
・
：
・
・
・
四
五
万
七
千
円
（
五
、

0
四
五
万
七
千
円
）

〔
歳
出
〕

▽
中
学
校
費
：
…
・
四
五
万
七
千
円
（
五
、

七
二
三
万
三
千
円
）

0
議
長
の
選
挙

〇
副
議
長
の
選
挙

〇
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

0
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

〇
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員

の
選
挙

〇
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
〇
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

〇
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
〇
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

0
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

議
会
議
員
の
選
挙

〇
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

〇
監
森
委
員
の
選
任

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
福
祉
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

〇
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

0
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
二
件
）

0
平
成
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
） 審

議
案
件

平成 7 年国勢調査、一

明和村人口予想懸賞募集
あなたの予想する村の人口は何人でしょうか

本年10 月 1 日には、 5 年に一度の

国勢調査が行われます。国勢調査の

結果は、福祉・雇用・住宅対策など、

国や都道府県・市町村の行政に利用

され、欠くことのできない資料にな

ります。そこで、この度の国勢調査

における明和村の人口を予想してい

ただ＜懸賞募集をします。ふるって

ご応募ください。

◇人口予想 10月 1 日に行われる国

勢調査における村人口を予想

◇応募資格村内に居住している方

◇応募方法官製はがきの裏に、人

ロ予想（人）、住所、氏名、電話番

号、男女の別、年齢を記入し、は

がきの表には「人口予想」と朱書

きのうえ、〒370-07 明和村大字

新里288番地明和村役場企画課宛お

送りください。(1人 1 枚とします）

◇応募締切 9 月 30 日（土） （当日消印

有効）

◇賞の決定 国勢調査人口：村が12

月上旬に公表する速報値人口 賞

の決定：速報値人口に的中または

最も近いものから次のとおり決定

1 等10,000円 1 名、 2 等5,000円 1

名、 3 等3,000円 3 名、 4 等テレフ

ォンカード 20名

◇発表 12月中に本人あてに通知

※詳しくは、役場企画課合 (84)3111 

へ。また、県でも同様に県の人口予

想懸賞を募集しています。お問い合

わせは、県庁統計課合0272(23) 1111 

または、役場経済課へ。

(3) 

《参考》
過去25年間の明和村人口の推移
期 日 明和村の総人口

昭和45.10.1 8, 4 9 6 人

50.10.1 9, 1 8 2 人

55.10.1 9, 8 1 5 人

60.10.1 10,156 人

平成 2.10.1 10,390 人

注

期 日 明和村の総人口

平成 7. 1.1 11,386 人

2.1 11,396 人

3.1 11,407 人

4.1 11,426 人

5.1 11,418 人

6.1 11,424 人

7.1 11,423 人

注

国勢調査結果です。

最近の明和村人口の推移

住民基本台帳によるものです。

平成 7 年 9 月 10 日（日）



長寿おめでとう
村内最高齢者は細田金次郎さん(98)

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
身体を動かす

長
寿
者
ベ
ス
ト
1
0位

®
…
趣
昧

ｮ:ｷ 
⑦
好
き
な
食
べ
物

◎
嫌
い
な
食
べ
物

©
…
秘
け
つ
・
信
条

①細田金次郎さん •98歳

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
長

年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

た
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
、

心
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
平
成
七
年
八
月
三
十
一
日
現
在
の

本
村
の
人
口
は
一
万
一
、
四
二
四
人
。

そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
一
、
八
0

一
人
で
全
村
民
の
一
五
・

八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
体
を
大
切
に
し
て
、
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ｮ 
裁縫

⑧ 
①魚類
◎特になし

ｩ 
好き嫌いがな

し、

ｮ 
特になし

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いがな

し、

ｮ 
裁縫

⑧ 
特になし

ｩ 
粗食、野菜を

多く食べる

＠関口はるさん •94歳 ®杉田ろくさん •94歳 ④吉田干代さん •94歳

ｮ 
歌を歌うこと

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いがな

し、

◎泉田かねさん •94歳

ｮ 
歴史物を読む

こと

⑧ 
①野菜類、酢
の物

◎特になし

ｩ 
家庭円満

⑥森尻重作さん •94歳

ｮ 
散歩

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いしな

いで食べるこ

と

⑦恩田きなさん •93歳

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
①甘い物

◎カレー

ｩ 
規則正しい生

活

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いかな

し、

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
①剌身
◎特になし

ｩ 
歩くこと

＠齋藤ていさん •93歳 ⑨高田祐四郎さん •93歳 ⑩島田だけさん •93歳

平成 7 年 9 月 10 日（日） (4) 



いつまでもお元気で
村内長寿者ベスト 100人

(8月31 日現在、敬称略）

順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 細 田 金次郎 男 98 新 里 金次郎 51 吉 田 ワ 力 女 88 JI I 俣 真 吉

2 関 口 は る 女 94 江 口 茂 52 村田 き み 女 88 大 輪 謙

3 杉田 ろ < 女 94 須 カ貝ロ 慶次郎 53 今成 き み 女 88 江 口 費 ィ令芯右

4 吉 田 千代 女 94 JI I 俣 千 代 54 関 口 夕 ケ 女 88 江 口 清 治

5 泉 田 力‘ ね 女 94 矢 島 和 作 55 井上 あ さ 女 88 新 里 昭 = 
6 森尻 重作 男 94 南大島 重 作 56 奈良福次郎 男 88 千津井 孝

7 9因じ」ヽ 田 き な 女 93 梅 原 晴 巨 57 佐藤敏夫 男 88 下江黒 敏 夫

8 齋藤 て し、 女 93 大 輪 正太郎 58 高瀬 し、 ね 女 88 田 島 ラ乃 広佳, 高 田祐四郎 男 93 江 口 啓一郎 59 関根セ ン 女 88 南大島 勇

10 島 田 た け 女 93 南大島 」只 女子 60 田 口 力~つ 女 88 大 輪 文 大

11 浅見孫四郎 男 93 中 クロ 孫四郎 61 石崎 四十司 男 88 矢 島 四十司

12 小菅塩三郎 男 92 南大島 ふ み 62 久保庭 卜 ク 女 88 新 里 卜 ク

13 木村い ち 女 92 江 口 清 美 63 、固Cヽ 田 つ ね 女 87 矢 島 つ ね

14 堀 口 < ら 女 92 新 里 武 1令匹右 64 北島忠四郎 男 87 田 島 正欠

15 森尻祐三郎 男 92 南大島 祐三郎 65 小桐 マ ン 女 87 斗合田 仁 広佳

16 機村伊吉 男 92 斗合田 久 七 66 門 間 し、 < 女 87 大 輪 ィ令芯右 吉

17 奈良原 の ふゞ 女 92 矢 島 昭三郎 67 大澤喜代松 男 87 新 里 愛 次

18 奈良勧一 男 92 田 島 満 68 松本末吉 男 87 千津井 進

19 久保庭 と も 女 91 新 里 武 69 原 島 あ き 女 87 上江黒 勝 治

20 吉 田源次郎 男 91 新 里 ．只E. 口 70 森尻梅子 女 87 菊f 里 肇

21 駒宮 は る 女 91 大 車倫 政 広佳 71 田部井 き ん 女 87 梅 原 岩 広佳

22 多 田 き ん 女 91 大佐貫 き ん 72 柿沼 力~ ね 女 87 上江黒 勝 広佳

23 福 田 峯次 男 91 梅 原 正 男 73 坂上 し、 そ 女 87 中 クロ 匡 良

24 大隅 し、 ち 女 91 矢 島 し、 ち 74 櫂 田 と し 女 87 大 輪 ．戻tD . 

25 関本 ヨ シ 女 91 南大島 忠 75 士口 フ—‘l又 サ ト 女 87 千津井 陽

26 飯塚 げん 女 91 千津井 金 76 吉永 り つ 女 87 梅 原 福

27 泉 田せつ 女 90 中 クロ 辰 広佳 77 梁瀬朝一 男 87 斗合田 朝

28 石崎榮太郎 男 90 矢 島 ィ勺芯鈷 江 78 久保庭 シ ヅ｀ 女 87 新 里 シ ヅ‘

29 渡邊登美 女 90 矢 島 和 夫 79 小磯 た ま 女 87 ),, 俣 た ま

30 奈良孝次郎 男 90 田 島 正 己 80 梁瀬 し、 と 女 87 斗合田 朝

31 栗原 ア サ 女 90 南大島 利 夫 81 篠木志 ん 女 87 大佐貫 正 :{ ム口

32 関 口 み つ 女 90 梅 原 正 義 82 田 中 住太郎 男 87 田 島 満

33 新井豊 吉 男 90 江 口 J晶...:... 83 落合 ち う 女 87 須 カ真ロ 勝 子

34 橋本賓一郎 男 89 斗合田 武 広佳 84 森尻 孝 男 87 南大島 孝

35 金子廣蔽 男 89 入ヶ谷 1旬 五 85 福島 ち よ 女 86 南大島 重 :{ ム口

36 折原隆雄 男 89 大佐貫 常 86 横塚かつ 女 86 千津井 保

37 橋本つ ま 女 89 斗合田 和 夫 87 田 口 ヱ イ 女 86 矢 島 博 重

38 立 岡 志 ん 女 89 千津井 正 夫 88 •坂上 さ < 女 86 中 クロ さ < 
39 夕夕 田 ｛左律i 男 89 上江黒 浪 子 89 須藤種一 男 86 江 口 種i

40 夕夕 田 庄吉 男 89 上江黒 女子 男 90 岡安豊彦 男 86 矢 島 豊 彦

41 奈良原 よ し 女 89 矢 島 よ し 91 本澤長治 男 86 南大島 長 :（Lロ、

42 篠原 す し、 女 89 下江黒 昴' 92 矢澤仁作 男 86 南大島 正 夫

43 小林 き し、 女 89 南大島 次 広佳 93 今成 た け 女 86 南大島 不二也

44 柴崎信義 男 89 梅 原 信 義 94 砂賀 り ん 女 86 斗合田 り ん

45 秋野千代 女 89 新 里 猛 95 奈良 ち し、 女 86 田 島 文 男

46 橋本彦太郎 男 88 斗合田 文 次 96 酒井 孝 男 86 千津井 孝

47 多 田 淳一— 男 88 上江黒 淳 97 奈良 ま つ 女 86 田 島 保

48 賠"、 内福太郎 男 88 下江黒 福太郎 98 田 口 も ん 女 86 須 カ—亘·ーロ、 和 晴

49 多 田 あ さ 女 88 上江黒 浪 子 99 田 口 ワ 力 女 86 大 輪 ワ 力

50 泉 田 し う 女 88 矢 島 光 100 栗原 な を 女 86 下江黒 な を

(5) 平成 7 年 9 月 10 日（日）



第4回
納涼祭

▲チビッ子が勢ぞろい．I ージャンケンポン大会一

---・ー：― —~ -n  I n -
▲お姉さん、かっこいいね．I

▲男らしさ 100% ー響き渡った木やり一

;—’’` I —•TTー』
▲名調子に合わせて軽やかに

耳

[
E

八
月
六
日
、
合
併
四
十
周
年
を
記
念
し
だ
第
四
回

明
和
村
納
涼
祭
が
連
日
猛
暑
が
続
く
中
、
ふ
る
さ
と

の
広
場
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。

明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
幕
を
開
け
、
あ

み
こ
し
、
和
太
鼓
、
郷
土
芸
能
、
民
踊
、
抽
選
会
な

と
の
ほ
か
、
今
年
は
合
併
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、

ち
び
っ
こ
広
場
を
設
け
、
ミ
ニ
S
L

の
運
行
、
金
魚

す
く
い
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
大
会
な
と
多
彩
な
催
し

が
行
わ
れ
、
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
だ
。

納
涼
祭
の
途
中
か
ら
あ
い
に
く
雷
雨
と
な
り
、
催

し
が
一
時
中
断
し
ま
し
だ
が
、
と
し
ゃ
降
り
の
中
を

雨
に
負
け
す
と
大
人
み
こ
し
が
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て

出
陣
す
る
と
、
祭
り
ム
ー
ド
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し

だ
。そ

し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
二
十
分
に
わ
だ
っ
て

雨
あ
が
り
の
夜
空
を
美
し
く
彩
っ
だ
花
火
。
会
場
か

ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
、
楽
し
い
＿
夜
を
過
ご

し
ま
し
だ
。

雨
に
降
ら
れ
た
け
れ
と

一八木節一

ヽ一＾＇＾が‘ヱ＇）だ～し ‘•I
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洋センター利

数10万人突破

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連

絡ください。 役場合84-3111

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

8

月

2
5
日
午
後5
時
3
0
分
、
延
べ
利
用
者

数
が
1
0万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

村
内
外
の
多
く
の
人
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
、
昨
年
6

月

1
5日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
わ
ず
か
1
年

2
カ
月
ほ
ど
で
達
成
し
た
も
の
で
す
。

1
0万
人
目
と
な
っ
た
埼
玉
県
鷲
宮

町
の
佐
野
千
津
子
さ
ん
と
前
後
賞
の

館
林
市
の
長
島
美
智
子
さ
ん
、
羽
生

市
の
小
磯
和
子
さ
ん
に
斎
藤
村
長
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん
は
、
「
す
ご
く
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
み
な
さ

ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ーー 一つ
しいね

母と子の料理教室

笑いの涸（こ

心も IJラ＼ンクス

8
月
1
1
日
、
村
の
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
主
催
に
よ
る
母
と
子
の
料
理
教

室
が
、
中
央
公
民
館
調
理
室
で
開
か
れ
、

東
小
と
西
小
の

1
5組
の
親
子
、
3
7
人
か

参
加
し
ま
し
た
。
家
で
は
あ
ま
り
お
手

伝
い
を
し
な
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
も

包
丁
を
握
っ
た
顔
は
真
剣
そ
の
も
の
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
食
改
推
の
メ

ン
バ
ー
が
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る
献

立
を
考
え
、
枝
豆
の
コ
ロ
コ
ロ
カ
レ
ー
、

チ
ー
ズ
と
ト
マ
ト
の
ご
ま
酢
あ
え
サ
ラ

ダ
風
、
フ
ル
ー
ツ
白
玉
で
し
た
。

「
子
ど
も
か
料
理
に
挑
戦
し
た
い
と

い
う
の
で
参
加
し
ま
し
た
」
と
い
う
お

母
さ
ん
方
。
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

8 月 23 日、村寿学級では、「いつも笑顔で心にゆ

とりを」と題して、アマチュアで落語を趣味とし

ている「寝床の会」の塩田英美さんと荻野仁さん

を招いて落語を楽しみました。

参加した舟学級生は、聞きほれてしまったよう

で、「大変上手なのでもっと聞きたかった」と気分

をほぐし、笑いの渦に心もリラックスした様子で

した。

ふれあうことの
大切さ

夏休みにお年寄りから学ふ

東小学校

では 8 月 21

日、子ども

たちを各地

区の集落セ

ンターなど

に招集し、

ふるさとふ

れあい活動

を行いました。

これは、ふるさとを愛する心を育てようと、お

年寄りから伝統の遊びなどを教わり、ふれあいを

深めるものです。

子どもたちは、奉仕活動を行った後、お年寄り

からペットボトルで風車のつくり方などを教わり

ながら、有意義なひとときを過ごしました。
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思ラ存分
とろだらlプだあ I
中央公民館の夏休み教室

少女との文遍竃
笠書るささえ1:1

子どもたちに、泥の中でおもいっきり遊んで

もらおうと、中央公民館主催の「どろんこ遊び」

が 8 月 4 日、中央幼稚園の園庭で行われ、泥と

のふれあいを体験しました。

夏休み教室の一つとして今回が初めてで、 1 

歳児から 5 歳児とその保護者の約40人が参加し

ました。

4 トントラック 1 台分の泥が園庭に運ばれ、

子どもたちはお

母さんたちにホ

ースで水をかけ

てもらったり、

泥だんごを作っ

たり、築山です

べり台をしなが

ら大喜び。真夏

の太隔のもとで

泥だらけになっ

て、素朴などろ

んこ遊びを楽し

みました。

新
里
の
森
尻
三
郎
さ
ん
は
、
早
朝

散
歩
で
手
紙
付
き
の
風
船
を
み
つ
け
、

そ
の
風
船
を
飛
ば
し
た
兵
庫
県
三
田

市
の
大
西
佳
奈
さ
ん
（
当
時
小
学
校

3

年
）
と
、
そ
れ
以
来
文
通
を
続
け

て
い
ま
す
。

こ
の
お
話
は
、
以
前
広
報
め
い
わ

で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
8

年
越
し
の

文
通
相
手
で
あ
る
佳
奈
さ
ん
が
、
7

月

2
8日
、
兵
庫
か
ら
友
達
と
二
人
で

森
尻
さ
ん
を
尋
ね
ま
し
た
。
来
春
就

職
予
定
の
佳
奈
さ
ん
は
、
高
校
生
最

後
の
夏
休
み
の
思
い
出
に
ぜ
ひ
会
い

た
い
と
、
二
人
の
夢
が
か
な
い
初
め

て
の
ご
対
面
…
。
森
尻
さ
ん
に
と
っ

て
佳
奈
さ
ん
と
の
文
通
は
、
生
き
る

さ
さ
え
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ま

る
で
恋
人
に
で
も
会
う
か
の
よ
う
に
、

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

葉つばつききゅうり
見だことある？

おみこと
28kgのジャンボスイカ

川俣の吉田真吉さんの家庭菜園で、 7 月 29 日、

葉っぱ付きのきゅうりがとれました。このきゅ

うり、長さ 21cmのごく普通のきゅうりなのです

が、突然変異できゅうりの中央から垂直に葉が

でています。「こんな珍しいきゅうりは初めて…」

と吉田さん。

ちなみに、このきゅうりは一種の奇形果で、

花芽分化時に異常かあったと考えられるそうで

すが、窒素が多すぎたり、高温条件なども重な

って、このようなきゅうりになったようです。

奈
良
原
勝
治
さ
ん
（
千
津
井
）
の

畑
で
は
、
今
年
初
め
て

2
8キ
ロ
ほ
ど
も

あ
る
ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
カ
か
4
個
実
り
、

8

月
中
旬
に
収
穫
し
ま
し
た
。

奈
良
原
さ
ん
は
、
折
り
込
み
チ
ラ

シ
で
原
産
が
ス
イ
ス
の
ジ
ャ
ン
ボ
ス
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イ
カ

(
F
l
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
フ
レ
ッ
シ

ュ
）
を
知
り
、
大
阪
か
ら
種
を
取
り

寄
せ
、
4

月
中
旬
に
蒔
い
た
と
こ
ろ

そ
の
後
生
育
し
、
周
囲
1
1
5
六
ノ
、

高
さ
4
1だ
に
も
な
り
ま
し
た
。
マ
ラ

ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
時
に
参
加

者
が
試
食
し
た
と
こ
ろ
、

大
変
甘
く
お
い
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。

来
年
は
、
1
1
8
キ
ロ

に
も
な
る
ジ
ャ
ン
ボ
ス

イ
カ
（
カ
ロ
ラ
イ
ナ
ク

ロ
ス
）
を
育
て
て
み
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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始球式を行う斎藤村長

猛
暑
の
中
て

参
加
者
一
人
ひ
と
り

合
併
四
十
周
年
を
記
念
し
た
第
六
回

マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
八

月
十
九
日
正
午
か
ら
二
十
日
正
午
ま
で

の
二
十
四
時
間
、
明
和
中
学
校
々
庭
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、

の
心
の
ふ
れ
あ
い
と
潤
い
の
あ
る
生
活

を
実
現
す
る
た
め
、
お
互
い
に
力
を
合

わ
せ
て
楽
し
く
試
合
を
行
お
う
と
、
合

併
三
十
五
周
年
を
記
念
し
て
平
成
二
年

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
九
日
正
午
、
斎
藤
村
長
の
始
球
式

で
試
合
開
始
と
な
り
、
一
試
合
の
持
ち

時
間
を
一
時
間
三
十
分
と
し
、
村
の
木

「
つ
げ
」
チ
ー
ム
と
、
村
の
花
「
き
く
」

チ
ー
ム
に
別
れ
て
猛
暑
の
中
、
夜
間
は

睡
魔
と
闘
い
な
が
ら
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

今
年
の
大
会
に
は
、
村
議
会
議
員
、

区
長
、
農
業
委
員
、
小
・
中
学
生
・
小

中
学
校
P
T
A

、
村
内
企
業
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
な
ど
三
十
チ

ー
ム
、
五
百
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

2
4時
間
熱
戦
を
展
開

東・西小学校の代表児童による選手宣誓 各
チ
ー
ム
が
次
々
と
ゲ
ー
ム
を
つ
な
い

だ
結
果
、
勝
敗
は
百
四
イ
ニ
ン
グ
ま
で

進
み
、
二
百
五
十
五
対
百
三
十
九
で
つ

げ
組
が
三
年
ぶ
り
に
勝
利
を
収
め
ま
し

こ
。t
 また

、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
賞
、
敢
闘
賞
の
各
賞
か
贈
ら
れ
、

健
闘
を
た
た
え
、
さ
ら
に
、
勝
利
チ
ー

ム
と
得
点
の
予
想
投
票
も
行
わ
れ
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

参
加
選
手
は
汗
だ
く
に
な
り
な
か
ら

「
疲
れ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ナイターで区長さんと農業委員さんも健闘

ベ
ン
チ
か
ら
は
熱
い
声
援
が

勝利はつげ組に輝きました

平成 7 年 9 月 10 日（日） (10) 
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水神宮（斗合田）

天明年間は浅間の大噴火もあ

り全国的に大飢饉、そして 6 年

には関東大洪水にいたった。

こんな世情であったので、村

民も利根川の氾濫を恐れて堤防

を守ってもらおうと、心をひと

つにして水神宮を建立したので

あろう。

ば
せ
る
石
碑
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
人
々
は
こ
れ
ら
の
水
難
を
さ

け
る
た
め
水
神
宮
等
を
建
立
し
、
神
々

に
安
全
を
祈
願
し
て
き
た
。
田
畑
を
う

る
お
す
恵
み
の
「
水
」
と
し
て
も
水
の

神
々
を
祀
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
か
今

な
お
ほ
と
ん
ど
の
地
区
に
信
仰
が
数
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
見
る
こ
と
の
少
な
く
な
っ
た

水
塚
や
揚
舟
な
ど
も
先
人
た
ち
の
水
害

に
対
す
る
備
え
の
な
ご
り
で
あ
る
。

今
で
こ
そ
ダ
ム
や
堤
防
等
の
治
水
対

策
が
整
い
、
水
害
の
心
配
は
薄
ら
い
だ

が
、
明
和
村
の
歴
史
を
語
る
と
き
、
水

と
人
と
の
つ
な
が
り
は
そ
の
ま
ま
が
生

き
た
文
化
史
で
あ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ

う
か
。
水
害
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、

明
和
村
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

（
次
回
に
）

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
記
）

年月日 西暦 場 所 延長 概 要 等

寛文 11 • 7 1671 下中森村 不詳

享保18 1733 下中森村 不詳

元文 l 1736 大 輪 村 不詳

寛保 2 • 8 • 1 1742 舞 木 村 600間 この両日の洪水は後
世「寛保の大洪水」とい

II ” 赤 岩 村 100間 われ、被害甚大古米まれ

寛保 2 • 8 • 2 大 輪 村 不詳
な大洪水であったと伝

1742 えられている。

寛保 3 1743 斗合田村 不詳

天明 3 1783 赤 岩 村 500間

天明 6 • 7 • 16 1786 赤 岩 木寸 130間

II II 上五箇村 146間 人家流失、水死者数］ 0名

寛政 3 • 8 1791 千津井村 不詳

文政 4 1821 上中森村 不詳

文政 5 • 8 ｷ23 1822 上五箇村 80間

” II 上中森村 不詳 民家流失等

文政 6 • 6 ｷ20 1823 須賀村・大輪村境 104間 田畑約250町歩砂山化

” II 上中森村 86間 民家流失等

前年と同一地点か。家屋

文政 7 • 7 • 25 1824 須 智一ヽ 村 200間 流失17戸。村民大いに疲

弊。

” " 江 ロ 村 不詳

文政 7 • 8 1824 千津井村 不詳

文政11· 8 1828 舞 木 村 300間 土地約100町歩砂山化

以降は次号に掲載

雷雨により落ちたナシ I 

南
に
大
利
根
の
流
れ
を
ひ
か
え
る
明

和
村
は
、
利
根
川
の
乱
流
地
帯
と
し
て

古
く
か
ら
洪
水
に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
き
た
。
古
い
時
代
の
こ
と
は
資
料

よ
し

も
な
く
知
る
由
も
な
い
が
、
江
戸
時
代

以
降
の
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
多

い
と
き
に
は
年
に
3

ー

4

回
も
水
害
に

か
て

見
舞
わ
れ
、
人
々
は
生
活
の
糧
の
農
作

l 

ふ
し
ん

物
を
う
ば
わ
れ
、
堤
防
の
普
請
や
、
砂

利
や
魚
を
売
っ
て
そ
の
日
の
生
活
を
し

の
い
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
明
和

村
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
水
と
の
闘
い
の

歴
史
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

村
内
各
所
に
は
こ
れ
ら
長
い
間
水
と

の
闘
い
に
あ
け
く
れ
、
数
々
の
水
難
を

克
服
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
足
跡
を
偲

水害

た
り
し
て
軒
並
み
被
害
を
受
け
ま
し

こ
。t
 ある

栽
培
農
家
で
は
、
「
こ
の
時
期

の
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
は
珍
し
い
。

収
菫
は
平
年
の
半
分
以
下
で
し
ょ
う
」

と
、
が
っ
か
り
し
た
様
子
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ぶ
ど
う
、
も
も
、
水

稲
、
に
ら
な
ど
も
被

害
を
受
け
て
お
り
、

村
経
済
課
の
調
査
に

よ
る
と
、
被
害
総
面

積
は
四
十
七
ぢ
、
被

害
総
額
は
一
億
円
余

り
と
な
り
、
県
で
は

農
業
災
害
対
策
特
別

措
置
条
例
の
適
用
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
天
災

は
、
い
つ
襲
っ
て
く

る
か
予
想
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
農
業
共
済

制
度
の
各
種
共
済
に

加
入
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

（破堤）年譜

被
害
総
額

八
月
九
日
夜
、
館
林
市
、
明
和
村
周

辺
が
激
し
い
雷
雨
に
よ
る
降
ひ
ょ
う
や

強
風
に
見
舞
わ
れ
、
農
作
物
や
建
物
な

ど
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

本
村
で
は
特
に
、
収
穫
寸
前
の
「
幸

水
」
や
「
豊
水
」
な
ど
、
村
の
特
産
の

ナ
シ
が
落
と
さ
れ
た
り
、
傷
付
け
ら
れ

億
円
余
り

な
と
に
被
害

集
中

(11) 

No. l 

収
穫
寸

前
の
ナ
シ

平成 7 年 9 月 1OH （日）



◎
表
彰
基
準

◇
村
民
が
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
お
い

て
優
秀
な
成
績

(
3位
以
内
）
を
収

め
た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◎
対
象
期
間

◇
平
成
6
年
1
0
月
1

日
か
ら
平
成
7
年

9
月
3
0
日
ま
で

◎
表
彰

◇
1
0
月8
日
⑪
開
催
の
村
民
体
育
祭
の

開
会
式
前
に
行
い
ま
す
。

※
該
当
者
（
団
体
）
は
、
9
月
3
0
日
山

ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

該
当
者
（
団
体
）
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

優
勝 第

4
回
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
が
八
月
二
十
日
、
社
会
体
育
館
で
十

九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
と
規
律
の
重
要
性
を
育
み
、
地
区

子
ど
も
会
の
交
流
を
通
し
て
青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
ろ
う
と
開
か
れ
た
も
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
暑
さ
に
負
け
ず
、

元
気
に
頑
張
り
ま
し
た
。

新
里
子
ど
も
会
A

第

4

回
子
と
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
—
ル
大
会

新
里

A

連
覇

優勝した「新里子ども会 A 」チーム

準
優
勝
中
谷
子
ど
も
会

三
位
斗
合
田
子
ど
も
会
、
江
口
子

ど
も
会
A

競
技
優
秀
者
（
団
体
）

を
表
彰
し
ま
す
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◇
期
日
1
0
月
2
9
日
⑪

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場

◇
対
象
者
村
内
在
住
者
・
在
勤
者

◇
申
し
込
み
1
0
月
1
5
日
⑭
ま
で
、
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

中
高
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◇
期
間
1
0
月
か
ら
3
月
ま
で
計
1
0
回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
対
象
者
4
0
歳
以
上
6
0
歳
以
下
の
健

康
な
男
女

合
併

4
0周
年
記
念
第

6

回

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

カ
ル
シ
ウ
ム
の
上
手
な
摂
り
方

◇
日
時
1
0
月
1
4
日
出
・
2
8
日
由

前
9
時
3
0分
1
1
1
時
3
0
分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
募
集
人
数
3
0
人

◇
講
師
体
育
指
導
委
員

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
当
日
午
前
9
時
か
ら
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

日
本
人
の
食
事
は
、
年
に
一
度
行
わ

れ
る
国
民
栄
養
調
査
を
見
る
と
、
ま
ず

ま
ず
の
栄
養
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
た
だ
―
つ
だ
け
不
足
し
て
い
る

の
が
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、
人
の

体
で
は
そ
の
不
足
分
を
骨
に
貯
え
て
あ

る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
放
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
カ
バ
ー
し
よ
う
と
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
働
き
ま
す
。
こ
の
た
め
カ
ル
シ
ウ

ム
不
足
の
状
態
が
長
期
間
続
く
と
骨
粗

し
ょ
う
症
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
で
い
る
食

品
と
し
て
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
骨
ご
と

食
べ
ら
れ
る
小
魚
、
そ
し
て
緑
の
多
い

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
野
菜
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
に

吸
収
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
緒
に

摂
取
さ
れ
る
栄
養
成
分
に
左
右
さ
れ
ま

す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
の
た
め
に
は

適
菫
の
た
ん
白
質
、
ビ
タ
ミ
ン

D

と
一

緒
に
と
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
カ
ル
シ
ウ
ム

午

パ
—
ク
コ
ル
フ
講
習
会

◇
募
集
人
数
3
0
人

◇
講
師
体
育
指
導
委
員
ほ
か

◇
参
加
費
4
0
0
円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
9
月
1
4
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
健
康
⑫

• 1 回の使用目安量とカルシウム量

1 回の使用目安量 重量(g) カルシウム量 (mg.)

牛乳 1 本 206 206 

スキムミルク 大さじ 3 18 198 

ヨーグルト（全脂無糖） 2 分の I カップ 100 110 

フ゜ロセスチーズ スライス I 枚 20 126 

まいわし（生） 中 l 尾 60 42 

しらす干し 大さじ 2 10 53 

ほうれん草 3 分の I 束 100 55 

ニま / Jヽさじ 1 3 36 

豆乳 l ノゞック 206 31 

豆腐（もめん） 2 分の I 丁 150 180 

干しひじき 大さじ 2 10 140 

（カルシウム健康ダイヤルより）

牛
乳
・
乳
製
品
に
は
、
た
ん
白
質
の

他
に
、
乳
糖
、
C
P
P

な
ど
の
カ
ル
シ

ウ
ム
吸
収
を
良
く
す
る
栄
養
素
が
他
の

食
品
よ
り
も
多
く
含
ま
れ
、
そ
の
吸
収

率
は
お
よ
そ
5
0
％
と
さ
れ
ま
す
。
小
魚

は
約
3
0
%
、
野
菜
が
約
1
7
％
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
比
較
的
効
率
よ
く
カ

ル
シ
ウ
ム
が
と
れ
る
食
品
で
す
。
毎
日

の
食
事
の
中
に
積
極
的
に
と
り
入
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平成 7 年 9 月 10 日（日） (12) 



よろし（お願いします

ガイ・ワキン

みなさん、こんにちは．I

中学校の英語指導助手と

して 8 月にアメリカから

やってきました、ガイ・

ワキンです。

私は、カリフォルニア

州出身でカリフォルニア

大学卒業。 1972年 6 月 15

日生まれ、 23歳。趣味は、スキー、ランニング、

ピアノ演奏、旅行などです。

明和村には 8 月から 1 年間滞在しますので、

見かけましたら気軽に話しかけてください。

将来の目標は、母国で英語の教師になること

です。中学校の英語指導助手での経験が大変役

立つと考えています。

明和村のみなさん、

目
量

よろしくお願いします。

谷W\._:-

7

月
か
ら
8

月
に
か
け
て
、
第

3
0回

群
馬
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
2
2

回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
な
ど
が
前
橋
市
や
甲
府
市
な
ど
の
会

場
で
開
催
さ
れ
、
明
和
中
学
校
の
生
徒

が
各
種
目
に
お
い
て
健
闘
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

森
原
昌
代
さ
ん
（
三
年
生
）

◎
群
馬
票
中
学
校
総
合
体
育
大
会

◇
共
通
走
り
高
跳
び

1

訂

5
8
2
位

◇
共
通
百
昇
ハ
ー
ド
ル

1
5
秒
5
5
位

◎
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

◇
共
通
走
り
高
跳
び
1
昇

6
0
優
勝

◎
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◇
走
り
高
跳
び
1
討

6
0
4
位

◇
三
種
A
（
百
討
・
砲
丸
・
高
跳
び
）
9
位

◎
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

森原昌代さん

全
国
大
会
な
と
で
健
闘

明
中
の
生
徒
た
ち
が

1昔し）閻棘色亨；＼
おおつき斗甘汎こ

二
「
二
く
レ
、
乞
L

令
、
九
て
委
）
九

◇
共
通
三
種
A
3
0
2
1

点

◇
共
通
走
り
高
跳
び
1

ぃ
□
5
8

森
田
純
一
君
（
三
年
生
）

◎
群
馬
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

◇
三
年
百
討

1
0
秒9

優
勝

◇
共
通
二
百
討

2
2
秒
8
3
位

◎
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

◇
八
百
以
リ
レ
ー
1
分
3
0
秒
9
4
3
位

◇
百
区

1
1
秒
4
7
6位

◎
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◇
百
討
二
百

2
い
出
場

◎
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

◇
三
年
百
以

1
0
秒8

優
勝

◇
共
通
二
百

M
2
2
秒
5
7

位

高
瀬
裕
介
君
（
三
年
生
）

◎
群
馬
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

....... 
ぐ

森田純一君

◇
水
泳
百
区
バ
タ
フ
ラ
イ

秒
8
6
3
位

◇
水
泳
四
百
昇
リ
レ
ー

4

分
1
5秒

1
5

位

◇
水
泳
二
百
討
バ
タ
フ
ラ
イ

2

分

2
8
秒8
2
8
位

◎
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

◇
百
討
バ
タ
フ
ラ
イ
1
分

3

秒
9
2

1
3位明

中
吹
奏
楽
部

銀
賞
を
受
賞

1
9
9
5

年
度
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

1

分
3

銀賞を受賞した明中吹奏楽部の皆さん

優
勝

8

位

高瀬裕介君

ル
が
8

月
9
日
、
高
崎
市
の
群
馬
音
楽
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
中
学
C

組
(
2
5人以

内
）
の
部
に
出
場
し
た
明
和
中
学
校
吹
奏

楽
部
（
顧
問
高
瀬
洋
子
先
生
）
は
、
銀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

(13) 平成 7 年 9 月 10 日（日）



館林高等技術専門校

10 月生を募集

◇応募資格新たに板金・浴接技能

を修得しようとする人で学歴、年

齢は問いません。

◇募集科目 板金科

◇定員 20人

◇期間 6 カ月 (10 月 2 日～平成 8

年 3 月 15 日）

◇授業料無料

◇申し込み 館林高等技術専門校

合（72)0229で随時受け付けします。

精神薄弱者更生（入所）施設

職員募集

精神薄弱者更生（入所）施設建設に

伴い、次により職員等を募集します。

◇施設規模入所定員50人

◇採用人員概ね25人

◇職種生活指導員、介助員、栄養

士、事務員、調理員等

◇待遇群馬県行政職 1 及び 2

◇応募期限 10月 31 日（火）

◇選考時期 11 月下旬

◇選考方法筆記、面接

◇提出書類 履歴書（写真貼付）卒

業証明書（見込）

◇問い合わせ 精神薄弱者通所授産

施設陽光園（邑楽町）合(88)6700

ヘ

引揚者の方の通賃・証券

等をあ返ししています

税関では、次のような通貨や証券

などをお返ししています。

◇終戦後、外地から引き揚げてこら

れた方々が、上陸地の税関•海運

局に預けた通貨・証券など。

◇外地の集結地において、総領事館

などに預けた証券などのうち、そ

の後日本に返還されたもの。

※これらの手続きは本人だけでなく、

家族の方々も電話・郵便などで問い

合わせすることができます。詳しく

は、東京税関前橋出張所合0272(21) 

5284へお問い合わせください。

平日の予約は電話受付に

県営板倉コルフ場

県営板倉ゴルフ場では、 7 月から

平日の予約は電話受け付けとなりま

した。毎月 1 日より、翌月分の予約

受け付けを開始します。

◇受付時間午前 8 時～午後 5 時

◇電話番号 (82) 3781 

なお、土、日、祝日は現行通り予

約センターヘはかきで申し込みとな

ります。

群馬票人 □ 200 万人

記念映画「眠る男」

上映ボランティア募集
県は、「眠る男」の上映ボランティ

アを募集しています。 12月から県内

の映画館公共ホールで開かれる県内

上映会の運営などに各市町村・文化

団体が組織する上映実行委員会「『眠

る男』ネットワーク」の一員として

参加していただきます。

◇活動内容

0映画「眠る男」上映会の運営

0 県内共通入場券の販売

0 自主的な文化事業の実施

◇応募資格 県内に在住・通勤・通

学している、年齢18歳以上の人で、

10月上旬から平成 8 年 3 月まで活

動が可能な人

◇申し込み 応募用紙もしくは官製

はがき等に氏名（ふりがな） ・性

別・年齢・住所・電話番号・ボラ

ンティア活動実績を記人のうえ役

場企画課合 (84)3111 内線340ヘ

◇申込期限 9 月 25 日（月） （必着）

◇その他謝礼はなく、交通費も自

己負担になりますが、県内数力所

で行われる試写会に可能な限り優

先的に参加できます。

◇問い合わせ 「眠る男」製作委員

会事務局（県庁企画課内）合0272

(23)1111 または役場企画課ヘ

〇国勢調査
I 平成 7 年10 月 1 日（日） I 

10 月 1 日、全国一斉に国勢調査が

行われます。

9 月 23 日から調査員が皆様のお宅

に調査票の記入のお願いに伺います。

ご記入いただいた調査票は、調査

員が集めに伺います。

皆様のご協力をお願いいたします。

総務庁統計局

群馬県

秋の全国交通安全運動

9 月 21 日（木）～30 日（土）

スローガン：マナーアップくんま
「あなだが主役．！ 交通安全」

く』らし

の

情報・案内
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◇日時＝ 10 月 11 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 10月 1 日から 8 B まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。
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◇日時＝ 10 月 3 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 10月 16 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
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｀交通：；事ほ炉掴談］：
◇日時＝ 10月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

穿菩学註竺ぎ：g：：旦翌笞； gこg百穿芸苫均：：名者菩：：竺翌蒋弓含：：塁翌：：含至
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◇日時＝ 10 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 9 月 29 日（金）

◇固定資産税、国民健康保険税

◇納期限＝ 10 月 2 日（月）

平成 7 年 9 月 10 日（日） {14) 



骨粗しよう症検診

と教室の開催

◎健診

◇日時 10月 26 日（木）午前 9 時～

◇場所保健センター

◇対象者 30歳から 59歳までの女性

でなるべく教室に参加できる方

◇定員 75人（先着順）

◇内容 問診・体内脂肪測定・骨密

度チェック

◇費用無料

◇申し込み 10 月 2 日（月）から 13 日（命

まで保健センター合 (84) 4686で受

け付けします。（電話申し込み）

※妊娠中の方は、控えてください。

◎教室（日程・内容 4 日間コース）

◇11 月 20 日（月）午後 1 時～ 3 時30分

健診結果報告会・講話（骨粗しょ

う症のメカニズムと予防について）

◇11 月 27 日（月）午後 1 時～ 3 時

講話（栄養について）

◇12 月 8 日（命午後 1 時～ 3 時

講話・実技（運動について）

◇12 月 15 日（命午前10時～午後 1 時

調理実習（カルシウムの吸収率を

高める食事）

リウマチ講習会開催

◇日時 10月 6 日（金）午後 2 時～ 5 時

◇場所館林保健所

◇対象者 リウマチ患者および家族

◇内容 講演会、個別相談（希望者）

(15) 

◇講師前橋赤十字病院磯武信

先生

◇申し込み 館林保健所合（72)3230

で受け付けします。（電話予約制）

「障害者雇用促進会.J開催

9月は障害者雇用促進月間

◇日時 10月 6 日（鉗

午後 1 時30分～ 4 時

◇場所 邑楽共同福祉施設（邑楽町）

※詳しくは、館林公共職業安定所

合（75)8609へお問い合わせください。

戦後50周年記念展を開催

県では、戦争の犠牲となられた方

を悼み、戦争の悲惨さと、戦中・戦

後を通しての生活上の労苦、平和の

尊さを次世代に伝えるために、県民

の皆さんから借用した思い出の品を

中心に展示する巡回記念展を開催し

ます。ぜひご米場ください。

◇期日 9 月 28 日（水）～ 10 月 3 日（火）

◇会場館林市三の丸芸術ホール

◇入場料無料

◇観覧方法 当日、直接会場へお越

しください。

◇問い合わせ 県庁社会福祉課fl0272

(21) 1878へ

何よりも確かな

あまもり自賠責

今年も無保険（無共済）バイク対

策協議会では、 9 月 1 日から 30 日ま

で「無保険（無共済）」バイクをなく

そうキャンペーン」を行います。

250c.c以下のバイクには車検制度が

ないこともあって、自賠責保険（共

済）の継続契約を忘れがちです。小

さなバイクだからといって「油断は

禁物」、バイクの起こす人身事故も軽

視はできません。無保険（無共済）

で死亡事故でも起こしたら、それこ

そ大変です。

また、バイクにも自賠責保険（共

済）への加入が法律で義務づけられ

ており、無保険（無共済）で走ると、

6 カ月以下の懲役、または、 5 万円

以下の罰金、さらに違反点数 6 点と

なり、免許停止処分となります。

もし、契約切れになっていたら、

最寄りの損害保険会社、代理店（バ

イク、自転車店等）、農協などで手続

きをしてください。

ボランティア手帳を

差し上げます

県では、平成 7 年度のボランティ

ア手帳（記録編と情報編の 2 冊で 1

セ、、＇，卜）を作成しました。ボランテ

ィア活動を行っている方に無料で差

し上げますのでお申し込みください。

◇申込書配布場所村社会福祉協議

会（老人福祉センター内）

◇申込期限 10月 31 日（火）

◇問い合わせ 県庁県民生活課合0272

(23)1111 内線2464ヘ

] 
※◎ 言館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田 赤文; 人

板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

休 なにみ 昇
る限―

9 月 15 日
清河堂医院 岡田医院 場り 厚

合（72)3070 合（72)3163 ム；ロ＜琴9喜多 生
病

日
横田（婦）医院 小倉医院 安楽岡医院 川島脳外科 井上医院 竹越医院 院

9 月 17 日
合（72)0255 合（72)0606 合（72)0572 合（75)5511 合 (82) 1131 合 (84)3137

り間 r 

まは 合

` ] 

(72) 

9 月 23 日
森下医院 根岸医院 3 

合（73)7776 合（72)3262 で 1 | 

塁 9 4 

当 井上（浩）医院 大神医院 大石医院 慶友病院 増田医院 館林地区と ゜9 月 24 日 しで ‘-J 

合 (88)6300 合（62)2200 合（74)2362 合（72)6000 合 (82)2255 同じです。 てで が
かす 担

白沢医院 川田（耳）医院 堀越医院 礫川堂医院 石山医院 千代田医院 ら゜ 当

番
10 月 1 日

合（ 72) 1600 合 (72)3314 ff(73)4151 合 (74)0184 合 (82)0103 合 (86)6080 姦ロ乎ク し
ま

し す

10 月 8 日
土井クリニック 川村医院 増田医院 海宝医院 館林地区と 館林地区と て ゜
合 (72)8841 合（72) 1337 合 (72) 1387 合（74)0811 同じです。 同じです。 < ^ 内

だ 科

医
田内医院 川島脳外科 さ

10 月 10 日
合（72)3855 合 (75)551 I 

し＼ 外
゜ 科

10 月 15 日
落合医院 川田医院 多々良診療所 永寿堂医院 館林地区と 小西医院

喜ff (72) 3160 合（72)3724 合 (72)3060 合（72)4469 同じです。 合 (86)2261

し

平成 7 年 9 月 10 日（日）
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村の人口と世帯
9月 1 日現在

世帯数 3 I 149戸

人口総数 I I,434人

男 5,766人・女 5,668人

(8 月中の動き）

出生 9人・死亡 9人

転入 27人・転出 12人

か
、
こ
と
わ
ざ
に
も
よ
く
登
場
し
ま
す
。

「
鰯
の
頭
も
信
心
か
ら
」
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、

ち
ょ
っ
と
季
節
は
ず
れ
で
す
が
、
節
分

の
夜
に
、
イ
ワ
シ
の
頭
を
ヒ
イ
ラ
ギ
の

枝
に
剌
し
て
門
口
に
置
く
と
、
悪
鬼
を

追
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払
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と
い
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風
習
が
あ
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な
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か
ら
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言
葉
だ
と
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こ

と
で
す
。

九
月
は
、
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で

す
。
健
康
に
は
、
運
動
、
休
養
、
食
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。
秋
の
食

卓
に
、
食
生
活
の
健
康
増
進
の
一
っ
と

し
て
、
健
康
食
品
と
い
わ
れ
て
い
る
魚

の
代
表
、
イ
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シ
を
取
り
入
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

8月の救急車出動回数
●交通事故 9 件

●急病 17 件

•その他 5 件

●計 31 件

明和ソフトボール協会
女子ソフトチーム

代表阿部繁美
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原
さ
い

つ
ぷ
や

ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
呟
く
八
月
無
器
用

で
松
本
夜
詩
夫

し
ょ
き暑
気
払
う
朝
か
ら
酒
飲
む
同
窓
会

山
下
富
治

明
和
俳
句
会

し
ゅ
う
し
ょ

髪
を
切
り
秋
暑
の
日
差
し
は
ぐ
ら
か
す

高
橋
三
重
子

え
ま

鯉
に
餌
を
撒
く
や
日
傘
の
陰
を
お
き

日
名
子
春
実

私
た
ち
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

金
属
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
み
ま
せ
ん
かI.

豆炉唸釦乃⑰

と
し
て
、
週
一
度
の
ナ
イ
タ
ー
練
習
お

よ
び
各
大
会
に
気
楽
に
参
加
し
、
三
年

前
か
ら
明
和
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
協
会
女
子

ソ
フ
ト
チ
ー
ム
の
名
称
で
、
現
在
既
婚

者
、
未
婚
者
混
合
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

週
一
度
の
ナ
イ
タ
ー
練
習
は
、
午
後

七
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分
ま
で
の
二

時
間
で
、
心
地
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
練
習
で
は
、
各
自
の
持
っ
て
い
る

技
術
を
存
分
に
発
揮
し
、
大
会
で
は
、

発
揮
で
き
ず
…
の
楽
し
い
チ
ー
ム
で
す
。

た
だ
し
、
現
在
十
五
人
の
人
員
で
練

習
、
大
会
参
加
に
女
子
チ
ー
ム
と
し
て

は
不
都
合
な
場
合
も
あ
り
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
増
員
に
努
力
中
で
す
。

み
な
さ
ん
も
も
う
一
度
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
走
り
回
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
度

気
軽
に
練
習
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ー
ム
全
員
、
一
人
二
人
と
仲
間
が
増

え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
橋氏

吉
本

野
本

河
内

野
本

出
井

門
間

阿鯉
部沼
愛ぇ

天ほ茉ま充ぢ佑炉利り英炉幸口拓吃稔合名
翔と里り良t介］佳ヵ情い江吋毎み里り

ー
あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

関
口
利
雄

7
0
文
雄

石
崎
武
芳
8
7

弘
二

長
島
博

7
3
忠
良

須
永
と
め

8
0
_
|

青
木
マ
ツ

7
6

幹

石
川
孝
一
7
7
良
一

柿
沼
覺
6
8
り
さ

機
村
政
一

8
8
昭
一

松
本
タ
キ

8
3
幸
夫

一
編
集
後
記
一

9
月
1
5
日
は
敬
老
の
日
。
こ
の
豊
か
な
日
本

を
築
き
上
げ
た
人
生
の
大
先
輩
に
感
謝
し
、
敬

い
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、
お
年
寄
り

の
福
祉
に
関
心
を
持
ち
み
ん
な
で
生
き
が
い
の

あ
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
®

9
月
号
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
8
月
は

夏
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
話
題
が
盛
沢
山
。

特
に
少
女
と
お
年
寄
り
の
心
温
ま
る
出
来
事
に

は
、
私
ば
か
り
で
な
く
ご
近
所
の
方
も
涙
が
出

る
く
ら
い
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
⑪

う
だ
る
よ
う
な
暑
い
日
ば
か
り
が
続
い
た
8

月
。
毎
月
苦
労
し
て
い
る
レ
イ
ア
ウ
ト
も
、
今

月
は
暑
さ
の
せ
い
か
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ば
ず
、

よ
り
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
分
、
出
来
上
が
っ

た
時
の
満
足
感
っ
て
ひ
と
し
お
で
す
よ
ね
。
®

1
1

あ
め
で
だ
I
I

父
母
名

満
雄
ゆ
か
り毅

博
~
文

長
刈
か
f
ー
し
f

希

h

朋
代
弘
美
真
り
幸
夫
和
恵
柑
雄
令
f
博
司
洋
恵
正
和
印
田
里

平成 7 年 9 月 10 日（日）

大囚］川新ょ田川立地薮大占よ新］奇新大須地薮
輪田黒俣里井島俣黒区称輪黒井里黒貫里輪賀区称
略略
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※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。
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